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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに




Episode.4 『Faith　─信念─』




　あとがき







　　　　はじめに




　はじめまして、あるいはお久ひさしぶりです。著ちよ者しやの加納正顕かのう・まさあきです。

　本書を手にとっていただき、誠まことにありがとうございます。




　本書は『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デイズ（以下『デイズ』）』シリーズの第四巻かんにあたります。当然ながら、前ぜん巻かんの内ない容ようを踏ふまえて書かれておりますので、未読の方はぜひとも先に既き刊かんをお読みくださいませ。




　さて、本書はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 3rd Edition（以下、ＤＸ３）』のリプレイです。

　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略りやく称しようで、麻雀まーじやんやトランプのようなテーブルゲームの一種です。プレイにはゲーム機などを必要とせず、筆記用具とサイコロ（ダイス）、ルールブック、そして一いつ緒しよに遊ぶ仲間がいれば誰だれにでもプレイができます。

　このゲームでは、参加者は各自一体ずつのキャラクターを作成し、ＧＭ（ゲームマスター）と呼よばれる進行役の管理のもと、会話によって物語を進めていきます。




　このリプレイで使用するＴＲＰＧ『ＤＸ３』の舞ぶ台たいは、現げん代だいにごく近い近未来。一見何の変へん哲てつもない平へい穏おんな世界は、実はレネゲイドと呼ばれる特とく殊しゆなウイルスの侵しん蝕しよくにより変へん質しつしており、その陰かげではレネゲイドによって超ちよう常じよう能のう力りよくを得たオーヴァードと呼ばれる存そん在ざいたちが戦いを繰くり広ひろげています。

　そして本書のようなリプレイとは、そのＴＲＰＧを遊んだ風景や楽しさを、読み物として書き起こしたものです。本書をお読みになれば、ＴＲＰＧの楽しみというものを感じていただけるかと思います。




　それでは、説明はここまでにして、本ほん編ぺんに入りましょう。

　最後までお付き合いのほどをお願いいたします。







　　　　前回のあらすじ




　凛々花を護るためなら、世界の敵となる──。

　世界の危機を回避するため、凛々花を封印するという決定を下したＵＧＮ。だが、キョウたちはあくまでもその決定を吞まず、徹底抗戦することを決めた。

　それを受け、ＵＧＮ強硬派は強羅瑠璃率いる対遺産特殊部隊ナイトフォールを白鷺市に送り込む。その手に「白鷺市への爆撃」という切り札を与えて──。

　白鷺市全体を巻き込み、激しい戦いを繰り広げるキョウたち四人とナイトフォール。キョウは青春の素晴らしさを主張して抗戦し、瑠璃は同世代でありながらあまりにも違う生き方と考えを持つキョウたちに衝撃を受ける。

　昼に生きる世界の敵と、夜を往く世界の守護者。決着はキョウと瑠璃との一騎打ちに委ねられ、ほんのわずかの差でキョウに軍配が上がる。その時、神使い〝グラディウス〟がＵＧＮの兵器を掌握して襲撃してくる。キョウたちはナイトフォールと協力してこれを倒し、ＵＧＮに力を認めさせることで凛々花の封印を保留させることに成功した。

　日常に戻ったキョウと凛々花。だが、彼らの前に現れた謎の転校生ミシェルが、新たな騒動を予感させていた。
















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




　二〇一二年、七月某ぼう日じつ──。

　夏の日差しがアスファルトを照りつける中、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の会議室には、筆者を含ふくめ五人の男女が集つどっていた。

　これから、本書『デイズ』四巻の収しゆう録ろくを行うのである。




加納正顕（以下、ＧＭ）：おはようございます！　本日もよろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！

岡本信彦おかもと・のぶひこ（以下、岡本）：……今日はちょっと気合を入れなおそうと思ってるんです。

矢野俊策やの・しゆんさく（以下、矢野）：おお、どうしたんですか岡本さん。

岡本：いやあ、だって前回のラストがアレでしたからね！

渋沢佳奈しぶさわ・かな（以下、渋沢）：ああ、ドロップキック……（笑）。

中なか村むらやにお（以下、やにお）：あれは強きよう烈れつだったよねー（笑）。

ＧＭ：納なつ得とくしました（笑）。




　前巻で、ＵＧＮのエリート部隊ナイトフォールとの戦い──即すなわち、矢野俊策氏の著ちよであるもうひとつのリプレイシリーズ『ナイツ』とのクロスオーバーという大きな山場を超こえた。

　だが、もちろんそれで安息の日々が訪おとずれてしまってはお話にならない。ということで、本シリーズの主人公・キョウには、新たな試練を用意させていただいた。




　その試練とはずばり、「恋こいのライバル」である。




　一巻以来、愛する凛り々り花かへひたすらアプローチを続けてきたキョウ。彼かれの周りには、凛々花の兄・斗と月げつを除のぞけば凛々花との仲を応おう援えんする人物しかいなかった。だが、恋にひとつやふたつの試練はつきもの。ぬるま湯のようなこの状じよう況きように刺し激げきを与あたえんと、凛々花のプレイヤーである渋沢佳奈嬢じようの好みを突ついた金きん髪ぱつ美青年・ミシェルに登場を願うこととなった。

　その邂かい逅こうは、「キョウからの出合い頭がしらのドロップキック」という素す晴ばらしい反はん応のうを引き出すことに成功している。

　もちろん、恋の鞘さや当てだけでシナリオが終わるはずもない。様々な神の力──「遺い産さん」を携たずさえた変へん態たいたちもまた凛々花を狙ねらっているのだ。

　果たして今回のセッションはどのような結果に終わるのであろうか？

　それでは、そんなラブバトルへの参戦者たちを紹しよう介かいするとしよう。




▼岡本信彦

　プロ・フィット所しよ属ぞく。『はぐれ勇者の鬼畜美学エステテイカ』（鳳沢暁月おうさわ・あかつき役）、『プリティーリズム・ディアマイフューチャー』（ワタル役）など多数の作品で活かつ躍やく中の人気声せい優ゆうである。ゲームにも造ぞう詣けいが深く、特に将しよう棋ぎに関してはアマ三段だんの腕うで前まえ。礼れい儀ぎ正ただしくさわやかな好青年であり、本シリーズでも巧たくみなロールプレイで場を盛もり上あげている。

　担たん当とうするＰＣは超ちよう金かね持もちのお坊ぼつちゃま、「若わか君ぎみ」こと鷺さぎ乃の宮みやキョウ。




▼渋沢佳奈

『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』などで活躍中のイラストレーター。大おお阪さか在ざい住じゆう。ＴＲＰＧとカルピスが切れると死ぬ。弱点はピーマン。金髪と幼おさない少年少女を好む。

　ゲームデータに詳くわしく、強さの追求に余よ念ねんのない筋すじ金がね入りのゲーマー。ロールプレイという点でもそのセンスは確たしかなものがある。特とく技ぎはツッコミ。

　本シリーズでは、病弱な身体と呪のろいに苦しめられる薄はつ幸こうの少女・藤とう堂どう凛々花を演えんじる。




▼矢野俊策

『ＤＸ３』のゲームデザイナーにして作家。本シリーズと対ついになるリプレイ、『ダブルクロス・リプレイ・ナイツ』の著者である。穏おだやかな風ふう貌ぼうながら、心身ともに追おい詰つめるギリギリのシナリオとゲームバランスを好み、過か酷こくな状況になるほど嬉うれしそうになる傾けい向こうがある。

　本リプレイでは、凛々花の兄にして寡か黙もくな格かく闘とう家か、藤堂斗と月げつを演じる。




▼中村やにお

　数多あまたのゲーム記事を手て掛がけてきた筆者の先せん輩ぱいライター。人気シリーズ『ダブルクロス・リプレイ・アカデミア』の著者でもある。筆名は愛あい煙えん家かであることに由来。

　会話を転がすのがうまく、絶ぜつ妙みようのタイミングでネタを挟はさんでくる──というか、茶々を入れてくることにかけては天下一品。そのすべてが面おも白しろいのだからずるい。

　本リプレイでは、学園一かわいい美少女生徒会長（性せい別べつ：男）、雲雀風見ひばり・かざみを演じる。




　以上の四人、そして筆者によって繰くり広ひろげられる『デイズ』四巻。

　最後まで是ぜ非ひお楽しみいただきたい。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：はい、それではセッションを始めたいと思いますよ！

岡本：待ってましたよ！　次はどんな攻こう撃げきを……（一同爆ばく笑しよう）。

渋沢：攻撃するの前ぜん提ていなの!?（笑）

やにお：そりゃあねえ。キョウくんにとっては気が気じゃないでしょう！

矢野：こんな好戦的な岡本さん初めて見た（笑）。

ＧＭ：はっはっはっ、それではまずトレーラーから読み上げますね。




●トレーラー

　白しら鷺さぎ市を震しん撼かんさせた戦いを制せいし、一時の平穏を取とり戻もどしたキョウと凛々花。

　だが、金色の髪をなびかせた少年の到とう来らいが、ふたりに新たな火種を予感させた。




渋沢：火種、って……（笑）。

矢野：ドロップキックから始まったからな。

岡本：先手必勝ですよ。

渋沢：も、燃もえてる……（笑）。




　時を同じくして、「花はな嫁よめ」を狙って次々に訪おとずれる異い形ぎようの求きゆう婚こん者しやたち。

　戦いは激げき化かの一いつ途とを辿たどり、花嫁争そう奪だつ戦せんは佳か境きようを迎むかえる。

　果たして謎なぞの少年・ミシェルの真意は？

　そして、この戦いを制せいするものは一体？

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デイズ』Episode.4

「Faith　─信念─」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




ＧＭ：というわけで、今回はこのようなトレーラーでご機き嫌げんを伺うかがおうかと思います。

渋沢：ちょっと待って、異形って言った？　異形の求婚者!?（笑）

矢野：まあ、他の神使い……だろうなあ……。

やにお：あっはっはっ、もう絶ぜつ対たいロクなのが出てこないね！（笑）

渋沢：たった一行で不安を煽あおられまくってるよ！

岡本：大だい丈じよう夫ぶ、凛々花はキョウが守りますよ！　異形の金髪から！（爆笑）

渋沢：異形じゃない！　金髪少年は異形じゃないです！（笑）

ＧＭ：あ、それとひとつ前回エンディングで演えん出しゆつしたことから変へん更こう点てんがあります。

岡本：変更点？

ＧＭ：はい。前回のエンディングでは、斗月の前に修しゆう記き郎ろうが現あらわれたり、ミシェルが転校してきたのはナイトフォールとの戦いから一週間程てい度どとしていたのですが、『ナイツ』との関かん係けい性せいを考こう慮りよして、一ヶ月後ということにしました。

岡本：なるほど、了りよう解かいです。

渋沢：平穏な時間が一ヶ月に延のびたのね（笑）。

ＧＭ：そういうことですね（笑）。では、ハンドアウトを読み上げます。




鷺乃宮キョウ用ハンドアウト


ロイス：ミシェル・ベルジュラック　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：執しゆう着ちやく／Ｎ：敵てき愾がい心しん



　ナイトフォールとの戦いを終え、凛々花を守るという決意を新たにしたキミの前に、突とつ如じよとして現あらわれたヤツがいる。その名はミシェル。フランスからの留りゆう学がく生せいだ。彼はキミという存在を差し置いて、自分こそが凛々花を守るのだと主しゆ張ちようするではないか。このままにしてはおけない。彼かの女じよを守るのは、そして嫁にするのは誰なのか、知らしめてやらねばならない。




矢野：知らしめて、ってすごいな……（笑）。

やにお：敵愾心むきだしだよね。

岡本：もうそっちを表にしますよ、当然。

渋沢：そりゃまあ、あのキックで敵愾心じゃない、っていうのもありえないよね（笑）。

ＧＭ：いやもう、ほんとにいい反応をいただけたので本編が楽しみです。では、次に凛々花のハンドアウトを読み上げますねー。




藤堂凛々花用ハンドアウト


ロイス：ミシェル・ベルジュラック　　　推奨感情　Ｐ：誠せい意い／Ｎ：不安



　金色の髪をなびかせ、留学生──ミシェルはキミを姫ひめと呼よび、その身を守ると宣せん言げんした。しかもそれはキミの父、藤堂修記郎に頼たのまれたのだという。なぜ今になって父がキミに護ご衛えいをよこすのかはわからないが、キミを嫁だと宣言するキョウがこの事じ態たいに黙だまっているはずもない。またひと騒そう動どう起こる、キミはそう確かく信しんしていた。




渋沢：えええええええええ!?

矢野：……親父に頼まれたのか。これはびっくりだな。

渋沢：お、お父さん、何してるの……？

やにお：父親公こう認にんか！　これはまずい！（笑）

岡本：ど、どうしよう！　やっぱりこのミシェルとやらを野放しにはできない！（笑）

渋沢：ハンドアウトに書いてあるとおりだ。キョウくんが黙ってない（笑）。




藤堂斗月用ハンドアウト


ロイス：藤堂修記郎　　　推奨感情　Ｐ：任にん意い／Ｎ：任意



　ずっと家を離はなれていたはずの父、修記郎の突とつ然ぜんの帰き還かん。更さらに彼は「母のことを話す」という。それはとりもなおさず、母から心しん臓ぞうを受うけ継つぎ、神しん性せい婚こん礼れいと言う儀ぎ式しきの渦か中ちゆうに放ほうり込こまれた妹・凛々花についての話になるはずだ。父に対する複ふく雑ざつな感情を抱いだいたまま、キミは話を聞くことに決めた。




矢野：……で、こっちはその帰ってきた父親か。

やにお：打って変わってちょっとシリアスな雰ふん囲い気きだね。

岡本：感情が任意、ってなってますね。

ＧＭ：ええ。斗月の父親に対する感情は複雑でしょうし、こちらから指定するよりは矢野さんに決めてもらった方がいいかな、と思いました。

矢野：なるほど。こちらもある程てい度ど考えてきたのでその方がありがたい。

渋沢：わたしもお父さんには複雑な気持ちだなあ……。

矢野：まあ、そうだろうな。

ＧＭ：それでは、最後は会長のハンドアウトです。

やにお：あ、はーい。




雲雀風見用ハンドアウト


ロイス：東雲しののめ　　　推奨感情　Ｐ：感服／Ｎ：隔かく意い



　ナイトフォールとの戦いから数日。しばしの平穏な日々を謳おう歌かしていたキミを、意外な人物が訪たずねる。彼の名は東雲。ＵＧＮから〝遺産破は壊かい者しや〟と恐おそれられ、キミや仲間たちとも因いん縁ねん浅からぬ存在だ。彼はこの街でかつてない規き模ぼの争いが起こると忠ちゆう告こくし、そのための戦力として自分を使うよう提てい案あんした。




やにお：おや、会長は東雲くんか。

矢野：ここでようやく話が大きく動くハンドアウトだな。

岡本：しかし戦力になってくれるのはありがたいですね。

渋沢：でも、なんで会長なんだろ？

やにお：かわいいからじゃない？（笑）

ＧＭ：そのあたりはオープニングで演出しますよ。というわけで、お待ちかねのレベルアップのお時間です！　今回は新しいサプリメントの『エフェクトアーカイブ』のデータも使えますんで、それを見ながら成長作業を行ってください！

渋沢：新しいサプリメントですね！

ＧＭ：その通り。さすがに本はまだありませんが、打ち出しを用意してもらいましたのでこれを使ってくださいね。

一同：はーい！




『エフェクトアーカイブ』は、これまでのルールブックやサプリメントに掲けい載さいされたエフェクトのデータをまとめてバランス調整したものや、追加ルール・エフェクトが掲載された『ＤＸ３』の新たなサプリメントである。是非とも手にとってほしい。




　新たなデータやルールを確かく認にんしながら、作業にとりかかる一同。

　そうしていくらかの時間が過すぎ、晴れて四人のレベルアップが完かん了りようしたのである。




▼鷺乃宮キョウ　───岡本信彦

ＧＭ：それでは、まずはキョウくんから成長報ほう告こくをお願いします。

岡本（以下、キョウ）：うむ、余よは新しく《不死者の恩おん寵ちよう》を取得したぞ。これで一シーンに一回、戦せん闘とう中はクリンナップごとにＨＰが回かい復ふくするのだ。

渋沢：キョウくんはＨＰがすごく伸のびるから有ゆう効こうですよね。

キョウ：うむ！　《ソウルスティール》が決まると大体70点くらいになるからな。あとは《渇かわきの主》も１レベル伸のばして、攻撃した時にもＨＰが多めに回復するぞ。

矢野：どんどんタフになっていくなあ。

キョウ：タフでなければ凛々花を守れぬからな！　あとは〈白兵〉を２レベル伸ばして８にして終しゆう了りようだ。固定ロイスは凛々花とメイド長のアンナにしたぞ。

ＧＭ：了解です！
















▼藤堂凛々花　───渋沢佳奈

渋沢（以下、凛々花）：じゃ、次はわたしですね。まず一いつ般ぱんエフェクトの《リフレッシュ》を１レベルで取得しました。

やにお：バッドステータスを回復するやつだね。

凛々花：そうです！　わたしはとにかく「重じゆう圧あつ」が怖こわいので。

矢野：凛々花はオートアクションで使うエフェクトが豊ほう富ふだからな。

凛々花：それと、アージエフェクトの《恐きよう怖ふの加か護ご》を限げん界かいの５レベルまで伸ばしました。残りの11点は今後のためにとっておきますね。

キョウ：結けつ構こうたくさん残したのだな。うむ、貯金はいいことだ！（笑）

やにお：いい奥おくさんになれるよね（笑）。

キョウ：（満足げに頷うなずく）

凛々花：そこ、勝手に盛もり上あがらないの！（笑）　あ、固定ロイスは──いつもなら両親なんだけど、お父さんはシナリオで出てくるんだよね……。

矢野：前回エンディングで出てきたし、俺おれのハンドアウトに思いっきり書いてますからね。

凛々花：よし、じゃあお父さんへの感情は直ちよく接せつ会った時に決めたいから、今回はお兄ちゃんとお母さんにします。

やにお：あ、キョウくんって固定ロイスにしてないんだね。

凛々花：いつもはハンドアウトで指定されてたので……。今回はそこにミシェルくんが来てるんですよ。

やにお：なるほどねー。いつもキョウくんがいる場所に、ミシェルが居い座すわったと（爆笑）。

キョウ：うわああああ!?

やにお：かわいそうなキョウくん……（笑）。

キョウ：なんと悲しいことであろうか。

凛々花：セ、セッションが始まったらすぐに取るよ！（笑）
















▼藤堂斗月　───矢野俊策

ＧＭ：それでは、斗月の成長報告をよろしくお願いします。

矢野（以下、斗月）：……ム。まずは〈白兵〉を７、〈意い志し〉を５、〈調達〉を６にそれぞれ上じよう昇しようさせ、クリスタルシールドを購こう入にゆうした。

やにお：お、だいぶ防ぼう御ぎよ力りよくが上がるね。でも他に武ぶ器きが使えなくなっちゃうけど、大丈夫？

斗月：問題ない。《インスタントボム》での攻撃は武器を使用せんのだ。

やにお：なるほどねー。

斗月：そして『エフェクトアーカイブ』の新ルール、〝メモリー〟を早さつ速そく使うことにした。指定はもちろん凛々花だ。




〝メモリー〟とは、『エフェクトアーカイブ』で追加された新ルールだ。この相手への感情はもう変わらない、という相手を指定し、取得することで、バックトラックで減げん少しようする侵しん蝕しよく率りつを増ふやすことができる。




ＧＭ：なるほど。斗月から凛々花への感情は変わりようもありませんしね。

やにお：シスコンが極きわまった感じだね。

凛々花：やにおさん……（笑）。

斗月：……ム。何とでも言うがいい。

キョウ：さすがお義兄にいさま、動じない。余も凛々花を指定したいが、やはり嫁に迎むかえてからだな……（笑）。

斗月：結けつ婚こんは許ゆるさんと言っているだろう。

ＧＭ：はいはい、それ以上は本編でお願いします（笑）。以上ですか？

斗月：うむ。固定ロイスはまずキョウ、あとハンドアウトと重なるが、親父に取った。

ＧＭ：了解です、同じなのは問題ありません。同じ人物へのロイスはふたつとらないようにした方がよいので、枠わくをひとつ空けておいてくださいね。

斗月：……ム（頷く）。
















▼雲雀風見　───中村やにお

ＧＭ：それでは最後に会長、お願いします。

やにお（以下、風見）：うん、会長はまたかわいくなってしまったよ。

斗月：……だからどうかわいくなったのかを言え（笑）。

風見：はっはっはっ、斗月くんはせっかちだなあ。まあ聞きたまえ、まず《波は紋もんの方ほう陣じん》が２レベルから一気に５レベルになったよ。

凛々花：会長かわいい！

キョウ：お義兄さまといい会長といい、随ずい分ぶん防御力が伸のびたのだのう。

凛々花：キョウくんもタフになったから、全体的に耐たい久きゆう力りよくが上がった感じだね。

風見：任まかせてくれたまえ。で、ドラマＣＤのブックレットで追加されたアイテム「会長流おしゃれ術じゆつ」を買ったよ。

ＧＭ：おお、〈交こう渉しよう〉の達成値ちが＋３されるアイテムですね。

斗月：自分で編あみ出だしたのに使えなかったのか（笑）。

風見：敵が強くなってきたから、おしゃれ術の封ふう印いんを解といたんだよ（笑）。

凛々花：ものは言いようだなあ……（笑）。

風見：というわけで成長は以上、経けい験けん点てんは17点残したよ。固定ロイスは──そうだね、今回は凛々花くんと斗月くんの兄妹きようだいにとっておくよ。



















　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それでは、最後にＰＣ間ロイスを決めましょう。今回は普ふ通つうに、キョウ[image: ]凛々花[image: ]斗月[image: ]風見[image: ]キョウ、の順でお願いします。

キョウ：余から凛々花へは〝幸福感〟と〝恥ち辱じよく〟で変わっておらぬぞ。無む論ろん、表にしているのは〝幸福感〟だ。

凛々花：わたしもお兄ちゃんへのロイスは今までと同じ、〝幸福感〟と〝厭いや気け〟です。〝幸福感〟を表にしてます。

斗月：……ム。俺も会長には〝感服〟と〝隔意〟で変化しないな。

風見：ま、そこは変わりようがないよね。会長はキョウくんに〝好こう奇き心しん〟と〝不安〟で、表になってるのはもちろん〝好奇心〟だよ。

ＧＭ：ここは安定してるなあ。よし、それではセッションを開始したいと思います！




　金髪の転校生、そして帰ってきた父。

　果たして彼らの来らい訪ほうはなにをもたらすのだろうか──？




















《不死者の恩寵》　血液を操り、瞬時に自身の傷を癒すブラム＝ストーカーのエフェクト。

《リフレッシュ》　レネゲイドの再生能力を活性化させ、バッドステータスを回復する一般エフェクト。

クリスタルシールド　特殊な合金で作られた透明な楯。頑丈だが、装備中は他の武器を装備できない。

会長流おしゃれ術　禊原高校生徒会長直伝のおしゃれテクニック。自身の魅力を最大限に引き出し、〈交渉〉判定の達成値を常に＋３する。











　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




◆Opening 01◆ラブストーリーは突とつ然ぜんに


Scene Player ───藤堂凛々花とうどう・りりか






　突とつ如じよ訪おとずれた金髪の転校生、ミシェル・ベルジュラック。

　彼は他の一いつ切さいに目をくれることなく、凛々花の前に恭うやうやしく跪ひざまずいて、言った。

「お会いしとうございました、姫。これより先、御おん身みはこの僕ぼくがお守りします」

　──と。




ＧＭ：それでは、オープニング最初のシーンは凛々花のシーンです。キョウくんは自動登場で、前巻のエンディングからそのまま続きとなります。

凛々花：そんなこったろうと思った！　あの引きだから絶対続きから始まるって思ってた！

風かざ見み：前回の続きってことは、ドロップキックから？（笑）

ＧＭ：は、そうなります。キョウくんのドロップキックを受けても怯ひるむことなく、凛々花に恭しく跪いております。

キョウ：くう、余のキックを受けて動じぬとは……！　かくなる上は追つい撃げきのダイビングヘッドバットを……！

ＧＭ：「だから落ち着けって、キョウ！」「まずは相手の出方を見るんだ！」と、クラスメイトの櫛くし田だや宮内がキョウくんを羽交い締じめにしております（笑）。

キョウ：ふーっ、ふーっ（鼻息荒あらく）。

斗と月げつ：……ム。この騒そう動どうを教きよう師しや他の生徒はなんとも思わんのか？

ＧＭ：もう慣なれてる様子で「ああ、またキョウと凛々花が何かやったんだな」って顔をしております（一同笑）。

凛々花：慣れてるの!?　先生まで!?（笑）

風見：まあ、いきなり登校したら学校が南国になったりタイタニックになったりしてたら大たい抵ていのことでは動じなくなるよね（笑）。

凛々花：普通の神しん経けいしてるわたしが逆ぎやくにおかしいのかな……（笑）。あ、いや、それよりも。




　気を取り直し、跪く金髪美少年に凛々花が視し線せんを落とす。

「あの、どちらさま……？」




ＧＭ：「申もうし遅おくれました。僕の名はミシェル・ベルジュラック。お父上から姫をお守りするよう命を受けて参上した次し第だいです」

凛々花：お、お父さんから!?

キョウ：凛々花のお父さまだと……!?

凛々花：ねえ、それってどういうことなの？　お父さんとどういう知り合いなの？

ＧＭ：「僕はあなたのお父上に何度も命を救われた。そのお父上にあなたを守ってくれと依い頼らいされた以上、命に代えても遂すい行こうする義ぎ務むがある」

凛々花：い、命……？　お父さん、うちにも帰らずいったい何してたの……？

風見：なんかすごい人っぽいけど、そうなの？（笑）

斗月：わからん（笑）。ライフパスでは「政せい治じ権けん力りよく」って出たが、具体的な設せつ定ていはまだ一度も出てきてないからな。

キョウ：世界中を回って人を助けたりしておるのかのう。さすが凛々花のお父さま。

凛々花：わ、わかんない……。何してる人なんだろう……。

ＧＭ：「ともあれ、僕がここに来た以上、姫に危き険けんが及およぶようなことは今後一切ないでしょう。お任せください」と言って、持参した鞄かばんをごそごそと探さぐり始めます。

凛々花：な、何してるの……？

ＧＭ：「お気になさらず」

凛々花：気にするよ！（笑）　なんか嫌いやな予感がする……。

ＧＭ：「では姫、これを着用ください」と、彼はカーキ色の分ぶ厚あついジャケット──いわゆる防ぼう弾だんジャケット、ボディアーマーとも呼ばれる類たぐいのものを凛々花に羽は織おらせ、更にヘルメットをかぶせてきます。

凛々花：いらないよこんなの!!（笑）

ＧＭ：「ですが、平服のままでは危険が──」

凛々花：ない！　ないから！　それに重いし暑いよ！（笑）

ＧＭ：「……くっ。姫がご不ふ快かいだと仰せならば仕方ありません」とここは引き下がる。

凛々花：ふー……。なんだろうこの過か保ほ護ごっぷり。お父さん何を考えてるんだ……。

ＧＭ：ミシェルはそのまま教師に指し示じされた席に──戻もどろうとはせず、凛々花の斜ななめ後うしろに気を付けして立ちます。

凛々花：お願いだから自分の席に座すわってください!!（一同笑）

ＧＭ：「僕のことは空気か何かだと思ってください」

凛々花：無理だから！（笑）

ＧＭ：「いえ」と、ミシェルは一いつ瞬しゆん険けわしい表ひよう情じようになります。「──ここはよくない」

凛々花：え？

キョウ：何がよくないのだ！

ＧＭ：彼は教室の窓まどに視線を向けます。「窓が大きすぎる。これでは簡かん単たんに狙そ撃げきを許ゆるす」

凛々花：そ……そげ、き？

ＧＭ：「このような大きな窓はセキュリティが甘あまいと言わざるを得ない。ひとまずその場しのぎだが──」と、彼は狙撃を防ふせぐための黒テープを窓に貼はり始める。

凛々花：そんな必要ないから！（笑）

キョウ：そうだぞ！　凛々花には余がついておる！　そう言って凛々花を持ち上げて余の膝ひざの上にポンと乗せます（一同笑）。
















凛々花：ちょ、ちょ、ちょっと待って!?　キョウくん何してるのーッ!?（笑）

キョウ：こうして余がぴったりくっついて守ればよいのだ!!

ＧＭ：「それでは不十分だ。人間の肉体など大口径の銃じゆう弾だんなら簡単に貫かん通つうする」

キョウ：なんだと!?

ＧＭ：「理想を言えば、校内の窓ガラスをすべて防ぼう弾だんにするのがいいのだが──」

キョウ：おお、防弾……防弾か……。

凛々花：キョウくん、いらないからね！　そんなことしなくても大丈夫だから！（笑）

キョウ：じゃあこう、でっかく学校が丸ごと入るような防弾のケースをだな（一同笑）。

凛々花：い・ら・な・い・から！　学校の上にドーム作る気なの!?（笑）

ＧＭ：「それならば死角はできん。……中々やるな」（一同笑）

キョウ：フッ、おぬしも凛々花を守ろうという気き概がいだけは認みとめてやらんでもない。

凛々花：腑ふに落ちゃったよ！　わたしを挟んでわかりあっちゃってるよ!?

風見：意外とチョロいね、この子（笑）。

斗月：……ム。




　周囲を完全に置き去りにし、凛々花をどう警けい護ごするか談だん義ぎするキョウとミシェル。

　いつしか奇き妙みような共感が生まれ始めたその時、控ひかえめな担たん任にんの声が教室に響ひびいた。

「そろそろ授じゆ業ぎようしたいんだけど、いいか？」




凛々花：あの、先生に授業してもらいたいから、ふたりとも後でゆっくり別の場所でお話しましょ？　キョウくんも、下ろしてちょうだい。

キョウ：じゃあ渋しぶ々しぶ下ろすとしよう。

凛々花：渋々なんだ（笑）。

ＧＭ：「了解した」と言って凛々花の斜め後ろに。

凛々花：だから席に座りなさーい！

ＧＭ：「しかし……」と反はん論ろんしようとしますが、既すでに凛々花の隣となりの席、キョウの反対側はそこに座っていた子が空けてくれています。

キョウ：なんだと！

斗月：なんて無む駄だに気の利きくクラスメイトなんだ……（笑）。

凛々花：そんな気の利かせ方はいらない……（笑）。

斗月：しかし、大体このシーンでミシェルがどういうやつなのかはわかったな。

風見：そうだね。

凛々花：うん………。アホだね………（笑）。




　真ん中に凛々花を挟はさむようにして着席するキョウとミシェル。

　交こう錯さくするふたりの視線のはざまで、朝一から凛々花の疲ひ労ろうはピークに達していた。







◆Opening 02◆Der Kongress Tanzt


Scene Player ───鷺さぎ乃の宮みやキョウ






　放課後──鷺乃宮家の会議室には深しん刻こくな空気が満ちていた。

　無論、議題に上がるのはあの転校生、ミシェルである。鷺乃宮家当主の花嫁候こう補ほに近づく男にどう対たい処しよすべきか、メイドたちが意見を戦わせていた──。




ＧＭ：それでは次のシーン。続けて登場になりますが、シーンプレイヤーはキョウくんです。

キョウ：おお、余であるか。どのようなシーンなのだ？

ＧＭ：転校生がやって来たその日の放課後、場所は鷺乃宮家の会議室です。

凛々花：それはひょっとして……（笑）。

風見：うん、これはきっと対ミシェルくん用の作戦会議だね（笑）。

キョウ：そうなのか!?

ＧＭ：そのとおりです（一同笑）。




　会議室正面にある巨きよ大だいなモニターには、転校生・ミシェルの顔がアップで映うつし出だされている。その傍かたわらには、議長を務つとめる鷺乃宮家のメイド長、美み津づ野のアンナが控ひかえていた。




ＧＭ：「これは由ゆ々ゆしき問題であります」とアンナが言います。

斗月：えらく大事になってきたな……（笑）。

キョウ：（深刻な表情で）うむ……。どうすればいいか、ここは皆みなの意見を聞きたい。

風見：あ、ねえねえ。登場してもいい？

ＧＭ：は、構かまいません（笑）。

キョウ：おぉ！　特別顧こ問もんの会長が出てくれると心強いぞ！

風見：オーケー。では会長にスポットを当ててくれたまえ！（笑）




「ふむ……なら方法はひとつだね」

　会議室に響ひびくかわいらしい声。一同の視線がその声の主──「特別顧問」の腕わん章しようをつけた人物に注がれる。

　雲雀ひばり風見。禊みそぎ原はら高校生徒会長にして、鷺乃宮家当主の恋れん愛あい相談特別顧問である。




キョウ：会長、なにかいい案があるのか!?

風見：もちろん。ここは──決けつ闘とうしかないね！（一同笑）

凛々花：なんでっ!?（笑）

キョウ：決闘しかない、か……。

風見：アレを！　って言うと、メイドのひとりが手て袋ぶくろを片っぽだけ持ってくるよ。

キョウ：まさか、それは……！

風見：そう、決闘といえば手袋を投げつける！　これだよ！

キョウ：…………!!




　手袋を投げつける──。

　風見が提てい示じしたものは、古風かつ伝でん統とう的てきな決闘申もうし込こみの作法であった。




風見：ミシェルくんはフランス人だから、決闘を申し込まれると絶対断ことわれないよ（一同笑）。

斗月：お前はフランス人をなんだと思ってるんだ（笑）。

キョウ：なるほど、決闘か………。それ以外の方法はなさそうか？

風見：大事なものは戦ってでも守らないとね。このままだと凛々花くんを取られちゃうよ？

キョウ：うおおおお、それだけは許ゆるせぬ！　余は決闘を申し込むぞ！（笑）

凛々花：早い！（笑）

風見：それにフランス人と言えば女を取り合って決闘、これは世界の真理だよ！

キョウ：そうか、さすが博はく識しきな会長だ！

ＧＭ：「流石さすがは特別顧問ですわ！」とアンナ以下のメイドたちも拍はく手しゆします。

凛々花：どうするんだろう、このツッコミ不ふ在ざいの空間……（笑）。

キョウ：しかし会長、決闘といっても校内で暴ぼう力りよく沙ざ汰たはよくないのではないか？

風見：もちろんそうだね。方法は考えないといけない。あ、ところでミシェルくんが何者なのか、とかは調べてたりできないの？

ＧＭ：あ、そうですね。メイドたちがある程度調べておいたことにしましょう。「お手元の資し料りようをご確かく認にんください」と言って、モニターにも同じ情じよう報ほうが表ひよう示じされます。




　ミシェル・ベルジュラック。高校一年生。

　係けい累るいはおらず、六年前から藤堂修しゆう記き郎ろう氏と行動を共にしている。若じやく年ねんながらその筋すじでは凄すご腕うでの傭よう兵へいとして知られている。




キョウ：よ、傭兵？

風見：なんかすごい経けい歴れきが出てきちゃったよ（笑）。

凛々花：だから、お父さんは一体何者なの!?

斗月：問とい詰つめたい…………（笑）。

ＧＭ：「そして、これが最大の問題なのですが」と、アンナはモニターの画が像ぞうからミシェルの首もとを拡かく大だいします。




　ミシェルの首に下げられたペンダントには、ひとつの指輪がぶら下がっている。

　それは、選ばれた神使い──神性婚礼の参加者に与あたえられるものと同じものだ。




風見：なるほどねー。神性婚礼の参加者、っていうなら彼の行動も納なつ得とくいくね。

斗月：……ム。まず凛々花に絡からみにいく。

キョウ：ならば尚なお更さら凛々花に近づけるわけにはいかぬではないか！

凛々花：あれ、でもそれならどうしてわたし、苦しくならなかったんだろう……？

風見：案外「守りたい」っていうのは本当なのかもしれない。会長は本人を見てないんだけど、キョウくんから見てどういう子だったの？

キョウ：うむ、いけすかない変な野や郎ろうであったぞ！

風見：まあフランス人だからしょうがないよね。

斗月：やにおはどうしちゃったの？　昔フランス人に嚙かまれたりしたの？（爆笑）

風見：いや、なんとなく（笑）。でも、怪あやしいから決闘だよ！（笑）

キョウ：できるなら、すぐにでもそうしたいぞ。その方がわかりやすかろう。しかも、相手は神使いなのだからな。

風見：そうそう。戦ってみればいい人か悪い人かもわかるかもしれないよ。こないだの瑠る璃りくんみたいにさ。

キョウ：瑠璃か……。




　ＵＧＮのエリート部隊・ナイトフォールの隊長、強ごう羅ら瑠璃。キョウは意見の違ちがいから彼女と真正面から激げき突とつし、その戦いの中でお互たがいを認め合ったのだ。

　詳しくは前巻を参照いただきたい。




キョウ：うむ、会長の言うとおりだ。そして、凛々花を守るのは余だということを思い知らせてやろう……！

ＧＭ：「では、明日の放課後、その手袋を投げつけるということで」

キョウ：うむ、それでよい。

凛々花：投げつけるんだ……（笑）。

風見：はずしたら格かつ好こう悪わるいから、自動追つい尾び装そう置ちとかつけておこうよ。

ＧＭ：「では用意させます」

凛々花：させるの!?

キョウ：うむ、よきにはからえ。決闘の準じゆん備びもせねばならぬな。

風見：コロシアムとかつくんないとね。映えい画がに出てくるみたいな。会長は玉ぎよく座ざみたいなの作ってもらってそこに座すわるから（笑）。

ＧＭ：「かしこまりました。用意させます」

凛々花：しないで！（爆笑）　なんでコロシアムなの!?　ねぇなんか趣しゆ旨し変わってない？　騎き士しどうしの決闘とか、そういうものじゃないの!?（笑）

風見：あ、そうだったそうだった。じゃあコロシアムはやめよう。

キョウ：とにかく余は手袋を投げつければよいのだな？

風見：そうそう。キョウくん、腕うでの見せ所だからね！

キョウ：うむ、任せておくがよい！




「では、これにて第一回・ライバル対たい策さく会議を終了いたします」

　アンナの声と共に会議は閉へい会かいされる。キョウはしっかりと手袋を握にぎり締しめ、来るべき決闘へとマインドセッティングを行っていた──。




凛々花：ふ、不安だわ……（笑）。







◆Opening 03◆East of Eden


Scene Player ───藤堂斗月






　その日、所用で自じ宅たくに戻もどった斗月を待っていたのは、思いがけない再さい会かいだった。

　父・修記郎の帰還。

　思わず言葉を失う斗月に、父は言った。

「母さんのことを話そう」──と。




ＧＭ：では次のシーン。斗月のオープニングになります。

斗月：……ム。俺はどういうシーンなんだ？　普通に考えれば、前巻エンディングの続きのシーンなのだろうが──。

ＧＭ：その通りです。道場の片かた付づけに自宅へ戻もどると、そこにいたのは父・修記郎。

斗月：……ム。ミシェルが転入した日の放課後、という感じか？

ＧＭ：そうです。プリプレイの時にも言いましたが、前回エンディングではナイトフォールとの戦いから一週間後、としていたのを、『ナイツ』との関かん連れん性せいの都合で一ヶ月後に変更してあります。

斗月：了解した。




　静かな夜だ。物音も聞こえず、父と自分のふたりしかいない。

　斗月は目の前の父を、様々な感情を孕はらんだ視線でねめつけていた。




ＧＭ：「ほのかが──母さんが死んでもう一年か。早いものだな」

斗月：……そんなことはいい。何か知っているなら話せ。すべて、何もかもだ。

ＧＭ：「急せかすなよ」と苦く笑しようしてから、ふう、とひと息つく。「──真面目まじめな話だ。それなりの口調でと思っていたが……相手が息子じゃどうも調子が狂っちまわぁ」

風見：おや、口調が変わった。

凛々花：思ったよりくだけた感じなのね。

斗月：うん、そこは実は俺が頼たのんだんだ。ある程度父親のイメージがあったので。

ＧＭ：ええ、矢や野のさんから聞いたイメージをもとにキャラ造ぞう形けいしております。ちなみに、身長は斗月より少し高いくらい。体たい格かくもどっこいです。

キョウ：でかい！

凛々花：ふたり並ならぶと壁かべだなあ……（笑）。

風見：凛々花くんはお母かあさん似になんだね、きっと。

ＧＭ：で、修記郎は仏ぶつ壇だんに線せん香こうを上げながら斗月に言います。「母さんが死んだのは事じ故こなんかじゃねえ、ってのはもう知ってるな？」

斗月：黙って頷く。

ＧＭ：「なら話は早い。神性婚礼は俺がなんとかする。お前や凛々花は手を引け」

斗月：……何を言うかと思えば。藪やぶから棒ぼうに一体なんだ。

ＧＭ：「答える必要はねぇ」と言って斗月に向き直る。「お前は凛々花を連れて手を引け。あとは俺に任せておけばうまくやってやる」

斗月：……あんたはいつもそうだ。




　もともと年に一度帰ってくるかどうか、特にここ一年以上──母が死ぬ少し前からは、一度も帰ってきていなかった。そんな風に家庭を顧かえりみなかった父親が今いま更さらなにを言うのだ。

　拳こぶしを壁に打ちつけ、激げき情じようを露あらわにした斗月が父を睨にらみつける。




斗月：唐とう突とつに帰ってきて、理由も言わずに手を引けだと？　そんな話をはいそうですかと吞のめるものか！

ＧＭ：「理由を話せば納得するのか？」

斗月：理由次し第だいだ。

ＧＭ：「そうかよ。じゃあ──」と修記郎が何か言いかけたところで、轟ごう音おんと共に自宅の壁がぶち抜ぬかれます。

一同：えええええええ!?




　突然の轟音と破は壊かい。もうもうと上がる噴ふん煙えんの向こうに人ひと影かげが見える。

　誰すい何かする暇ひまもあらばこそ、その人影から無数の光弾が撃うち込こまれてきた──！




斗月：ム、事故とかじゃなく、攻撃なのか!?

ＧＭ：その通り。斗月と修記郎、両方に光弾が向かってきます。

斗月：……ム。自分への攻撃を捌さばきつつ、親父は──やはり庇かばいたい。

ＧＭ：それには及およびません。斗月が修記郎に視線を向けた瞬しゆん間かん、彼が光弾を蹴けりで叩たたき落おとすのが見えます。

斗月：なんだと……！
















凛々花：お、お父さん強い!?　っていうか、オーヴァードなの……!?

ＧＭ：「……ちっ、ここを嗅かぎ当あてた神使いがいやがった」と修記郎は舌した打うちする。

斗月：親父おやじ、何を知っている……！　これは神使いの仕し業わざなのか!?

ＧＭ：「今は悠ゆう長ちように話してる場合じゃねえ。──ちっとあいつぶっ倒たおしてくらぁ」と言って人影の方へ駆かけ出だします。

凛々花：ぶ、ぶっ倒たおす!?

風見：ひとりで……？

斗月：待て！




　斗月が追いかけようとした瞬間、何かが打ち合うような音と、目を覆おおうほどの突とつ風ぷうが巻まき起おこる。一瞬目を伏ふせ、ふたたび開いた時──煙けむりは晴れ、その場には斗月ただひとりが残されていた。




ＧＭ：というわけで、謎の襲しゆう撃げき者しやと修記郎は退たい場じようします。

斗月：……（顔を顰しかめて）ム。とにかく、凛々花のところに戻ろう。




　父の唐突な帰還と不ふ可か解かいな言動、そして謎の襲撃者。

　だが、それが神性婚礼に──凛々花に関かかわっていることだけは間ま違ちがいない。

　妹をそばで守るため、斗月はきびすを返していた。







◆Opening 04◆夜明け前


Scene Player ───雲雀風見






　ナイトフォールとの戦いから一ヶ月が過すぎた、ある日の放課後。

　生徒会長・雲雀風見は、すっかり手て懐なずけたＵＧＮエージェントにして禊原高校教きよう諭ゆ・加か賀が美みあいとともに生徒会室で過すごしていた。




ＧＭ：それでは、最後に会長のオープニングです。場所は生徒会室を想定。

風見：うん、それでいいよ。前回のエンディングで、あいちゃんに調べておいてもらった資料を見ながら、膝の上にあいくんを乗せておでこを磨みがいてる（一同笑）。

ＧＭ：「あっ、あっ、あっ」

風見：キュッキュッキュッキュッ。はーっ（息を吐はく）。キュッキュッキュッキュッ。

凛々花：なんかめちゃめちゃ可愛かわいがってますね。

斗月：可愛がってる……のか……？（笑）

風見：あ、そうそう。ＵＧＮとはもう協力体たい制せいなんだし、凛々花くんの心臓に埋うめ込こまれてる「始原の炎ほのお」ってのがなんなのかは検けん査さとかしてもらいたい。

凛々花：あ、そうですね……。

ＧＭ：その場合はそこそこ長期にＵＧＮ直ちよつ轄かつの病院とかで精せい密みつ検査が必要になるでしょう。

風見：ふむふむ。

斗月：なにせあれは凛々花の心臓そのものだからな。生死にクリティカルに直結する以上、調べられることは調べておきたい。

キョウ：費用が必要なら余がいくらでも出すぞ！

凛々花：ありがたいなあ……。

風見：じゃあ、そのうち頼たのむとしよう。……それであいくん、神性婚礼について何かわかったかな？

ＧＭ：「お任せください！　この一ヶ月間、鷺乃宮から提てい供きようされた資料を基に、我われ々われＵＧＮでできうる限かぎりの調ちよう査さを行いました！」

風見：お、自信満々だね。会長期待しちゃう。

ＧＭ：「まず、過か去このデータですが──白しら鷺ざぎ市での戦いのように、神使い同士が派は手でにぶつかり合うということは、ここ一〇年確かく認にんされていませんでした」




　本来、神性婚礼は一〇年前に開かい催さいされるはずであった。だが、それは「花嫁」が隠いん匿とくされたことによって中止となり、凛々花がオーヴァードとして覚かく醒せいするまでなりをひそめていたのである。




風見：神性婚礼が中止になってた一〇年の間、神使いが暴あばれたりはしなかったんだね。

ＧＭ：はい。ＵＧＮでもある程度は調査をしていたようですが、凛々花の心臓に埋め込まれている「始原の炎」と呼ばれる遺産も、彼女がオーヴァードになって確認されるまで、まったく反応が無く、消息が途と切ぎれていたようです。

風見：で、他の参加者の情報はないの？　今まで凛々花くんを狙ってやってきた変態は、みんな一〇年前からそのまま引き続き参加してたみたいなんだけど。

ＧＭ：「……そのことなんですが」と、あいは途と端たんに深刻そうな表情になります。「それで大変なことがわかりました」

風見：大変なこと？

ＧＭ：「──既に七名もの神使いがここ白鷺市に向かっているようです」

一同：なにいいいいいいいっ!?




　凛々花を狙ねらう、キョウを除のぞいた一一名の神使い。そのうちのふたり、〝ミッショネル〟、そして〝グラディウス〟はすでに撃げき破はしている。

　残る正体不明の九名のうち、七名までもがこの白鷺市に向かっている──。

　この情報は、さすがの風見といえどポーカーフェイスではいられなかった。




風見：そんな大変なことはもっと早く言いなさい!!（笑）　おでこを磨いちゃうよ!!

ＧＭ：「あっ、あっ、あっ！　いや、神使いたちがどういう〝神〟を従したがえているのか、それの確認もしていたんですよう！　それがわかったのがさっきでして……」

風見：おや、それは磨みがく手を止めちゃうね。そこまで特定できてるの？

ＧＭ：「はい」と赤くなったおでこをさすりながら。「残念ながらすべてではありませんが、六人まではその操あやつる神の名前、それと彼らの持つ衝しよう動どうを特定できています」

キョウ：おお、やるではないかＵＧＮ。

斗月：……ム。流石さすがの組そ織しき力りよくと言うべきか。

風見：なるほどねー。じゃ、その六人を教えてくれる？

ＧＭ：「お任せください！」自じ慢まんげにおでこを光らせ、あいは資料を開かい示じします。




　開示された資料からわかった〝神〟、そして彼らの持つ衝動は、以下のとおりである。

　インド神話の戦いくさ女め神がみ、カーリー。その衝動は「憎ぞう悪お」。

　暴ぼう食しよくを司つかさどる中国の伝説の獣けもの、饕とう餮てつ。その衝動は「飢き餓が」。

　日本でも馴な染じみ深ぶかい、衆しゆ生じようを救う観世音菩ぼ薩さつ。その衝動は「解かい放ほう」。

　ギリシア神話における冥めい府ふの神、ハデス。その衝動は「恐怖」。

　南米アステカ神話の創そう造ぞう神、ケツァルコアトル。その衝動は「嫌けん悪お」。

　聖せい書しよに登場する天使の軍ぐん団だんの長、ミカエル。その衝動は「殺さつ戮りく」。

　この六体に正体不明の一体を加えた七体の〝神〟が、白鷺市へと向かっているのだ。




風見：こりゃすごいね。見たことある名前ばっかだよ。

キョウ：なかなか錚そう々そうたる顔ぶれだのう。

凛々花：ど、どんな連中なんだろう……。

斗月：…………ム。まあ、ろくなのはいないだろう（笑）。

ＧＭ：「残念ながら能力の詳しよう細さいや、それぞれどのような人物か、までは特定できなかったんですが……」

風見：そうなんだ？　でも、ミカエルは誰のことか察しがつくよね。だって、「ミカエル」をフランス語読みすると「ミシェル」でしょ？

凛々花：あー……ですよねえ。

キョウ：やはりあやつは油ゆ断だんがならんな！（笑）

ＧＭ：あいは「おお、なるほど！」とうなずいております。

風見：……でもさ、なんでいきなりまとめて来ちゃったんだろう？　凛々花くんの居い場ば所しよがバレちゃったから、ってことなのかな。

ＧＭ：「そこまではわたしたちにもわかりません。ただ、七名もの神使いが一度に現あらわれる、というのは異い常じよう事態です。そこで──」

風見：そこで？

ＧＭ：あいは少し言いづらそうにしてから、一度深しん呼こ吸きゆうして言います。「……増ぞう援えんというか助すけっ人とというか、そういう人をお呼びしました」

風見：助っ人……ふむふむ。

ＧＭ：あいが少々ビビった様子を見せつつ、ちらっと視線を部屋の隅すみに送ると、いつの間にかそこに人の気配があります。

風見：なるほど。じゃあ会長はそっちを見て微笑ほほえむよ。……久ひさしぶりだね、東雲しののめくん。

ＧＭ：ご名答。そこにいるのは眼鏡めがねをかけたコートの男──東雲です。




「久しぶりだな、雲雀風見」

　生徒会室に現れた長身の人影──東雲が言った。

　ＵＧＮから遺産破壊者と恐おそれられ、キョウたちとは不思議な因縁で結ばれた謎多き男だ。




ＧＭ：「私わたしが来るのがわかっていたのか？」

風見：ふっふっふ、ハンドアウトに書いてたからね（一同爆笑）。

凛々花：メタなこと言わないの！（笑）

風見：あっはっはっ、冗じよう談だんだよ。神様って、要するに遺産でしょ？　それがたくさんやってきて、会長たちの味方をしてくれて、あいくんがたじろぐ、となれば東雲くんくらいしか思いつかないからね。でも──。




「よく東雲くんを呼よべたね？　ＵＧＮとはあんまり仲良くないんじゃなかった？」

　と、風見はあからさまに東雲から距きよ離りをとろうとするあいに問いかける。東雲はＵＧＮからすれば、無差別に遺産を破壊する危険人物なのだ。

　いくらキョウや風見たちが東雲と懇こん意いにしているといっても、救きゆう援えんを要よう請せいする、またそれを受じゆ諾だくするような仲とは、とても思えない。




ＧＭ：「いやー……実はダメ元だったんですけどね」とあいは視線を東雲に向ける。「実は先日ナイトフォールの皆みなさんにも東雲氏の協力があった、という経けい緯いもありまして」

斗月：あー、そうだ。ナイツの三巻かんだね。そういうイベントがありました。




　先せん般ぱん発売された矢野氏の著ちよ書しよであるもうひとつのリプレイシリーズ、『ナイツ』三巻で、東雲はＵＧＮの一員であるＰＣに協力して戦っていたのだ。




風見：んー……ま、もともと会長たちは東雲くんに悪あく感かん情じようはないしね。助けてくれるのはとても嬉うれしい、東雲くん強いし。会長歓かん迎げい。

ＧＭ：「だが、ＵＧＮの要請だから来たわけではない」と東雲が言います。「お前たちのことだからだ」

風見：会長たちの？

ＧＭ：「そうだ。鷺乃宮キョウと藤堂凛々花が戦いに巻まき込こまれることになったのは、私に責せき任にんの一いつ端たんがある」

風見：あるねぇ（一同笑）。

ＧＭ：「──なので、私を戦力として計上して構かまわない」

風見：……そっか、わかったよ。東雲くんの目的は……遺産を狩かることなんだっけ？

ＧＭ：「正せい確かくには違ちがうが、遺産を破壊する必要があるのは確たしかだ」

風見：利害は一いつ致ちしてるのかな。それにしても、案外付き合いいいよね、東雲くん。

ＧＭ：「お前個こ人じんの感想に異い議ぎを唱えるつもりは無い」そう言って東雲は一度背せを向ける。

風見：あれ、行っちゃうの？

ＧＭ：「私は独どく自じに動いて他の神使いの動向を見る。お前たちが交戦状じよう態たいに入るようならすぐに救援に入ろう」

風見：ん、了解。じゃ、よろしく頼むね東雲くん。右手を差し出すよ。

ＧＭ：東雲はひとつ頷うなずいて風見の手を握にぎり、《ディメンジョンゲート》を使用して退場。




　コートの裾すそを小さくなびかせ、東雲は自ら作り出した次元の扉とびらを潜くぐった。

　見送った風見の隣では、「〝遺産破壊者〟と接せつ触しよくしている」という緊きん張ちよう感から解放されたあいが、大きな溜ため息いきをひとつこぼしていた。




風見：すごく頼もしい味方を得たけど、あと七人かぁ……。ちょっとシリアスな顔で考かんがえ込こむよ。シリアスな顔も可愛かわいい。

斗月：そ、そうか………（笑）。

風見：ま、ひとまずはミシェルくんだね。キョウくんが決闘する、って話になってるのは好都合だよ。

ＧＭ：「そうなんですか？」

風見：うん。決闘することでミシェルくんがどういう人かある程度見られるだろうし、決闘そのものが彼の動きを抑おさえることになるだろうからね。

ＧＭ：「はー……さすがは会長です。考えてらっしゃいますね！」

風見：はっはっはっ、会長だからね！（笑）

斗月：……でもお前、決闘そのものは面おも白しろがってるだけだよな？（笑）

風見：（力強く）もちろん！（爆笑）




「さて、ミシェルくんはどう出るのかな……っと」

　呟つぶやきながら、軽く笑えみを浮うかべる風見。

　その脳のう内ないでは、キョウを焚たきつけた決闘のプランが練られはじめていた。








カーリー　殺戮を好むインド神話の女神。多面多臂で武器や髑髏を携えた恐ろしい姿で描かれる。

饕餮　中国神話に登場する異形の怪物。あらゆるものを貪り喰らうと言われる。

観世音菩薩　主に日本で広く信仰の対象となる菩薩。いわゆる観音様である。

ハデス　ギリシア神話における地下にある死後の世界、冥府を治める神。

ケツァルコアトル　マヤ・アステカ神話に見られる神。文化の神、風の神、平和の神といった側面を持つ。

ミカエル　旧約聖書などに出てくる天使。甲冑を着込み、剣を手にした姿で描かれることが多い。











　　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ




◆Middle 01◆THE DUEL


Scene Player ───鷺さぎ乃の宮みやキョウ






　転校生、ミシェルの登場から明けて翌よく日じつ。即すなわちキョウが決けつ闘とうを挑いどむ日である。

　金きん髪ぱつの転校生は、その日も朝から凛り々り花かにつきっきりであり、いたずらにキョウの心をかきみだしていたのであった。




ＧＭ：それではミドルフェイズ最初のシーン。えーと、決闘のシーン……でしたっけ。

斗月：なんでそんなに不安げなんだ。

ＧＭ：いや、あの、決闘なんてシナリオのどこにも書いてないんで……（笑）。

キョウ：なんだとおおおっ!?（笑）

凛々花：そ、そういえばそうだよ！　さっき会長が勝手に言い出しただけだよ！

風かざ見み：あっはっはっ、バレちゃったね☆

凛々花：かわいく言ってもダメ！（笑）

斗月：ど、どうするんだＧＭ。

ＧＭ：な、なんとかします！　ひとまずその前にミシェルの転入二日目がどのようなものであったか、軽く演えん出しゆつしておきたいと思います。

キョウ：お、おお。

凛々花：イヤな予感しかしない……（笑）。

ＧＭ：登校直後、ホームルーム前のひととき。クラスのみんなが鞄かばんを置いたり雑ざつ談だんしたりしている中──。ひとりの女生徒が凛々花に後ろから近づきます。

凛々花：あああ、後ろから、は危き険けんなフラグよ！（笑）




「おっはよー、りり──ひっ!?」

　級友の他愛たわいない挨あい拶さつは、恐きよう怖ふを孕はらんだ悲鳴に置おき換かえられる。

　何気なく凛々花の背せ中なかを叩たたいて朝の挨拶をしようとした奥おく井いマミさん（一六）のこめかみに押おし当あてられる銃じゆう口こう。

「……そこまでだ。両手を頭の後ろで組んで動くな」




ＧＭ：……というわけで、ミシェルがおもむろに凛々花に後ろから声をかけようとした女生徒の背はい後ごに回り、銃口を突つきつけております。

凛々花：何してんのおおおおおおおお!?（笑）

ＧＭ：「姫ひめに背後から急襲バックスタッブを仕し掛かけようなど──この僕ぼくが見み過すごすとでも思っていたのか。正体を見せろ」

風見：（女生徒になって）「わ、わ、わたしなにも知りません～！」（笑）

凛々花：正体もなにもないよ！　ただの挨拶でしょっ!?

ＧＭ：「ですが変へん装そうという可か能のう性せいも」

凛々花：ないから。はやくその危あぶないものしまって！

ＧＭ：「……姫がそう仰おつしやるのであれば」と、銃を腋わきの下のホルスターに収しゆう納のうする。

凛々花：まったく……。

ＧＭ：「しかし姫、危険はどこにでも潜ひそんでいます。やはり僕はお傍そばに」と言って、ミシェルはふたたび凛々花の斜ななめ後うしろに陣じん取どろうとする。

凛々花：あ、あのね……。

キョウ：ええええええい、黙だまっておれば貴き様さま何をしておるかぁぁぁぁぁぁッ!?　凛々花から離はなれよ！　そう言ってダイビング頭ず突つきを見み舞まうぞ！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「ぐうっ!!　貴様、鷺乃宮キョウ……!!」ミシェルは頭突きを背中で受けながらも、自ら飛ぶことによってダメージを緩かん和わし、五点着地してから膝ひざ立だちになって銃を構かまえる。

キョウ：どうやら決着をつけねばならぬようだな……。

凛々花：そんな決着はいらない！　ふたりとも、ＨＲはじまるからちゃんと座すわりなさい！

ＧＭ：「あ、はい」

キョウ：う、うむ。

ＧＭ：──とまあ、朝のこの一いつ件けんを皮切りに色々とやらかしてくれます。

凛々花：うわ───ん！




　その後もミシェルの素すっ頓とん狂きような行動は続いた。

　表で車がパンクすると銃じゆう声せいと聞き間ま違ちがえて臨りん戦せん態たい勢せい。

　どこかのテレビ局が取材用に飛ばしたヘリの音を聞きつけ、狙そ撃げきの可能性があると避ひ難なんさせて授じゆ業ぎようを中ちゆう断だん。

　休み時間、移い動どう中に校庭から飛んできたボールにカウンターで発はつ砲ぽう、撃げき墜つい。

　体育の時間に更こう衣い室しつにまでついて来ようとした際さいは流石さすがに全力で止められたが、最後まで密みつ閉ぺい空間でのトラップの恐おそろしさについて説いていた。鷺乃宮のメイドがチェックをするという妥だ協きよう点てんを見つけなければ折れなかったであろう。

　……etc。




凛々花：つ、疲つかれる…………。どこの紛ふん争そう地ち域いきから来たの、この人……（笑）。

斗月：……ム。どういう育ち方をしたんだろうな（笑）。

キョウ：ええい、ことあるごとに凛々花にベタベタしおって！　いいから離はなれぬか！

ＧＭ：「姫をお守りするためにはこれでも不足なほどだ」と言うんですが、勘かん違ちがいで凛々花を庇かばい、顔が近づいちゃったりすると頰ほおを染そめてすっと離はなれたりします。

風見：なんで今いま更さら照れてるんだよ（笑）。

凛々花：ちょっとかわいいって思ってしまった（笑）。

キョウ：お、おのれ……！　最も早はや許ゆるせぬ！

風見：ここで会長はメイドたちと共に登場しよう。今だよキョウくん。あれを出す時だ！

キョウ：あれ……。おお、そうか！




　会長の合図と共に、教室内にメイド楽がく団だんの演えん奏そうする勇ゆう壮そうな音楽が流れ始める。続けて、メイドのひとりがキョウのもとに銀のトレイを恭うやうやしく差し出した。

　そこに載っているのは、紅あかいビロードに真しん珠じゆのちりばめられた豪ごう奢しやな手て袋ぶくろだ。




ＧＭ：「若わか君ぎみ、これを」

キョウ：（頷うなずいて）うむ。ではその手袋を摑つかみ……。

凛々花：あの、キョウくん、何を……って、投げちゃうんだろうなあ（笑）。

キョウ：もちろんだ！　思いっきり振ふりかぶり、全力のオーバースローでミシェルに投げつける！　くらえー！（爆笑）

ＧＭ：ぺちん、という感じで手袋がミシェルに当たって地面に落ちる。それを一いち瞥べつした後、彼かれはキョウに挑ちよう戦せん的てきな視し線せんを向けます。

凛々花：え？

ＧＭ：「……これはなんのつもりだ、鷺乃宮キョウ」

キョウ：見てわからぬか！　おぬしに決闘を申もうし込こむのだ！

ＧＭ：「決闘……？」と少しいぶかしんでから、ミシェルは今投げつけられた手袋を拾いあげる。「……これが手袋でなく手しゆ榴りゆう弾だんならダメージを受けていただろう」

凛々花：それミシェルくんがダメージを受けるだけじゃすまないよね？

キョウ：ふっ、余はそのような卑ひ怯きようなマネはせぬ！

ＧＭ：「……なるほど。僕と正面から戦うつもりか？」

キョウ：（棒ぼう読よみで）今日の放課後、体育倉庫の裏うらで待ってるぜ（一同爆笑）。

ＧＭ：「体育倉庫の裏か……いいだろう。今回はお前の流りゆう儀ぎに付き合おう」

凛々花：いいだろう、じゃないよ！　ひょっとしてこのふたり仲いいんじゃないの!?（笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：じゃあ……シーンを変えるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいので、そのまま状じよう況きようだけ変えますね。

斗月：……ム。騒さわがしくなりそうだな、これは。

風見：っていうか、放送かけちゃうよ。

一同：は？




　時間は進み、放課後──。

　生徒たちが帰り支度じたくや部活の準じゆん備びを進める中、校内放送がかかる。

「あー、テステス。生徒会からのお知らせです♪」

　聞こえてくるのは、学校内で知らぬものなどいないかわいらしい声。

　──そう、生徒会長雲雀ひばり風見の声である。

「これより、体育館倉庫裏特とく設せつスタジアムにおいて、鷺乃宮キョウくんとミシェル・ベルジュラックくんによる、愛する人と男の矜きよう持じを懸かけた決闘を行います。御ご用ようとお急ぎでない方は、お誘さそいあわせの上ふるってご観かん覧らんくださいませ♪」

　ぴんぽんぱんぽーん。



















凛々花：何を放送してくれちゃってるのおおおおお!?

風見：ひょっとして斗月くんも来ちゃうんじゃない？

斗月：……いや、俺おれは登場しない。昨日の今日だから、親父おやじを探さがしに行っている。

風見：なるほどね。会長納なつ得とく。

ＧＭ：了りよう解かいです（笑）。では、こちらは勝負を進めましょう。

キョウ：凛々花争そう奪だつカップとか名前がついてしまうのであろうか。

凛々花：つけないで……（笑）。

ＧＭ：というわけで、決闘なわけなんですが……どうしようかな。シナリオに何の想定もないのは最初に言ったとおりなんですが。

風見：三番勝負とかにしたいよねー。

斗月：好き勝手言ってるな……（笑）。

ＧＭ：ま、まあ適当に考えるしかないでしょう。三番勝負か……。

キョウ：ふむ。……では、凛々花に聞きたいことがある。

凛々花：な、なに？

キョウ：ずばり、凛々花の理想のタイプだ！　それに見合うかどうかをこの決闘で比くらべればよいのではないか!?

風見：なるほど、さすがキョウくん。では会長が事前に聞いておいたことにしちゃおう。

斗月：……ム。筋すじは通っている。

ＧＭ：それはいいですね。じゃあ、決闘の方法はそれに合わせて即そつ興きようで決めましょう。

凛々花：き、聞かれちゃうのか……。今、わたしすごくかわいそう（笑）。

風見：理想の男だん性せいとか、男性のどこに魅み力りよくを感じるかとか、そんな質しつ問もんを事前にしておくね。あ、教えてくれなくても会長が適当にでっち上げるよ。

凛々花：そ、それはやだ！　まだちゃんと答えた方がマシだわ！（笑）

キョウ：金を持っている……とかはどうだ？　ん？

凛々花：それは違ちがうって何度も言ってるでしょ！　んーと……。




　しばらく考えて、「凛々花が男性のどこに魅力を感じるか」というポイントが三つに絞しぼり込こまれる。その内ない容ようは紙に書いて、風見に手て渡わたされた。




風見：それじゃあ発表しちゃうね。ここに会長がこの間凛々花くんとパジャマパーティーをした時に聞きだしておいた「好きな男に求める三つのポイント」があります！（一同爆笑）

凛々花：かいちょおおおお!?（笑）

斗月：全校生徒相手に読み上げられるとか、羞しゆう恥ちプレイ以外の何物でもないな……。

凛々花：ひ、ひどすぎる（笑）。

風見：はい、じゃあまずひとつ目！




★いざというとき、自分を守ってくれる人




斗月：……ム。まあ、わかりやすいな。

ＧＭ：「当然だ。その為ために僕はここにいる」

キョウ：余も当然、これまでもこれからも、凛々花を守り続けるぞ！

凛々花：はうううう（照れて突つっ伏ぷす）。

風見：続いて、ふたつ目だよー。




★一いつ緒しよに居いて、安心できる人




風見：これは……守ってくれる、とは少しニュアンスが違うのかな？

凛々花：あ、はい……。この人が居いれば大だい丈じよう夫ぶ、みたいな……。

風見：（チラッと斗月を見て）なるほどねー。

斗月：……ム。

ＧＭ：「安心感、か……」

キョウ：金の心配は絶ぜつ対たいにさせぬぞ！（笑）

凛々花：そういうことじゃなくて！　……ああ、なんでミドルの一シーン目なのにこんなに疲ひ労ろうしてるんだろう、わたし（笑）。

風見：はーい、それじゃあ最後いくよー。




★わたしの作ったご飯を喜んで食べてくれる人




風見：一気に所帯じみてきましたね！　どうですか、解かい説せつの斗月くん！

斗月：勝手に解説にするな！　俺は今この場にいない！（笑）　だが、凛々花の料理をまずいなどと言うヤツが居れば、泣くまで折せつ檻かんする。

凛々花：お兄ちゃん!?（笑）

キョウ：ふっふっふ……これは余が有利！　なんたってお弁べん当とうを作ってもらっておるのだからなああああ！　いつもありがとう凛々花！

ＧＭ：「なんだと!?　くっ、果か報ほうな男め……！」

風見：で、まあこれを元に決闘の内容を決めるんだよね？

凛々花：……あ、そういえばそんなことを言ってたね。

ＧＭ：そうだ。しかも俺が考えるんだ。最初のふたつはともかく、最後のはどうしよう。

斗月：リアクション大会とかか……？（笑）

凛々花：それをどうやって判はん定ていにするの!?（笑）




　ああでもない、こうでもない──と、様々な議ぎ論ろんと意見を（主に凛々花以外が）交かわしあい、決闘の内容が確かく定ていした。

　体育倉庫裏に特設されたステージで、今男と男の勝負が始まろうとしている──！




凛々花：なんでこんなことになっちゃったんだろう……。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それでは、最初の勝負についてご説明したいと思います。




▼第一の勝負：「凛々花を守れ！」

内容：凛々花の姿すがたが印刷された等身大パネルめがけ、ピッチングマシーンから無数のボールが飛んでくる！　制せい限げん時間いっぱい、凛々花を守りきれるか!?

判定：〈白兵〉または〈射撃〉の判定を行う。達成値ちの高い方が勝利となる。




凛々花：……これ、わたしすごくひどい目にあってるよね？

風見：写真部によって撮さつ影えいされた凛々花くん等身大パネルめがけて、鷺乃宮の技ぎ術じゆつを結集したピッチングマシンから時速二〇〇キロの剛ごう速そつ球きゆうが飛んでくるよ。

斗月：当たると木こっ端ぱ微み塵じんだな……。

凛々花：ひ、ひどい。ほんとにひどい……（笑）。

キョウ：たとえ写真でも、凛々花を傷きずつけるなど許せぬ！

ＧＭ：「それについては同感だ」と、ミシェルはマグナムを抜ぬきます。

風見：それじゃあ、準備はいいかな、ふたりとも？




「よーい、スタート！」

　風見の声を合図に、ピッチングマシンから剛速球が撃うち出される。キョウとミシェルの背後には、それぞれ一いち枚まいずつの等身大凛々花パネル。

　写真と言えども凛々花を傷きずつけることに耐たえられないふたりが、本気の技わざを披ひ露ろうする！




風見：あ、撃ち出されるのは鉄球だからね（一同爆笑）。

凛々花：死んじゃうよ！（笑）

斗月：オーヴァードだから大丈夫だが、そういう問題でもないな（笑）。

キョウ：そ、それはやりすぎではないのかぁぁぁ!?

ＧＭ：「まずはこちらから行く……！」ミシェルは正せい確かくなフォームで銃を撃ち、ボールを迎げい撃げきしていきます。む、クリティカルしない！　出目が８で技ぎ能のうレベルが８、達成値は16！

キョウ：こちらは〈白兵〉で判定だ！　出目は……９！　技能レベルを足して17だ！　鉄球で血まみれになりながらも身を挺ていして凛々花の写真を庇かばうぞ！

一同：おおおおおお！




「そこまで！　終しゆう了りよう──っ！」

　合図と共にピッチングマシンの攻こう撃げきが止やむ。キョウとミシェル、両者ともすべての鉄球を撃うち落おとし、凛々花のパネルに傷ひとつつけていない。

　だが──ほんの一点、わずかな差があった。




ＧＭ：……では、銃で鉄球を砕くだいた破は片へんがひとつだけ、凛々花の写真に小さな傷をつけていたことにしましょう。それを見て、ミシェルが「……僕の負けだ」と言う。

キョウ：そのようだな。乙女おとめの身体からだにかすり傷ひとつでもつけるわけにはゆかぬ！　と、血まみれで笑う。しかしこれ、余でなければ死んでおるぞ！（笑）

ＧＭ：「その通りだ。僕はまだまだ未み熟じゆく……。だが、他の勝負ではこうはいかない」

キョウ：望むところだ！　三連勝してやるから覚かく悟ごするがいい！




　全力をぶつけあったもの同士だけがわかる、共感のようなものをかわしながら、今は互たがいの健けん闘とうを称たたえるキョウとミシェル。

　だが、どちらにもまだ勝利を譲ゆずる気は毛頭ない──！




凛々花：……予感がするわ。これはわたしをダシにして、キョウくんとミシェルくんが仲良くなるイベントだと（一同爆笑）。




・第一の勝負終了　キョウ　１－０　ミシェル




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それでは、次の勝負に移うつります。




▼第二の勝負：「凛々花の料理はどれだ!?」

内容：目の前に並ならべられた数々の家庭料理。その中から凛々花の料理を見事当ててみせろ！

判定：〈知覚〉で判定を行い、難なん易い度ど15の判定に成功すれば凛々花の料理を特定できる。なお、キョウは普ふ段だんから凛々花の料理を食べているため、３個このダイスボーナスを得る。

風見：はい、それじゃあ次の勝負はこちら！　と会長がパンパンと手を叩たたく──あれ、凛々花くんはいつの間に料理を作ったんだろう。

斗月：第一の勝負が終わったあと、インターバルの間に作ったんだろう。

風見：じゃあそゆことで。というわけで──キョウくんとミシェルくんの前には、四つの肉じゃががあります！




　少年たちの目の前に並ならぶ肉じゃが。おいしそうな湯気を立てるその皿の数、四つ。

　この中のどれかひとつが、凛々花の作った肉じゃがなのだ──！




風見：この中のひとつは凛々花くんが作った肉じゃが、ひとつは料理研の部員が作った肉じゃが、ひとつは鷺乃宮家お抱かかえのフレンチシェフが作った肉じゃが──。

凛々花：フレンチシェフの肉じゃが……？

風見：最後のひとつは、今まで一いつ切さい料理をしたことがないという二五歳独どく身しん・加か賀が美みあい先生の肉じゃがでーす！（一同爆笑）

ＧＭ：「レトルトパック以外の肉じゃがを初めてつくりました……！」

凛々花：あい先生……（笑）。

キョウ：とにかく、この四つの中から凛々花のものを当てればよいのだな。

凛々花：あれ？　でもミシェルくんってわたしの料理食べたこと……ない、よね？

ＧＭ：「もちろんありません。ですが、きっと当ててみせる。姫を守るためなら、そのくらい造ぞう作さもないこと！」

風見：なんでこんなに自信があるんだろう（笑）。

ＧＭ：というわけで、これは〈知覚〉の判定になります。キョウくんは普段から料理を食べているので、ダイスボーナスを三つ差し上げましょう。

キョウ：おお、これはありがたい。達成値を比くらべあうのか？

ＧＭ：いえ、正せい解かいを当てる必要がありますので、難易度15に成功しなければ凛々花の料理だとわかりません。

風見：ずいぶん難易度高いね？

ＧＭ：それは鷺乃宮お抱えシェフが事前に凛々花の料理を味見し、その味を再さい現げんすることに全力を注いだからです。

キョウ：なんという余よ計けいなことを！（笑）

風見：さっきから鷺乃宮のスタッフは別にキョウくんに肩かた入いれするわけじゃなく、ガチで勝負の公こう平へい性せいを保たもとうとしてるね。

斗月：立りつ派ぱと言えば立派だが……（笑）。

ＧＭ：当主様ならこのくらい乗のり越こえてくださる、というメイドたちの信しん頼らいでしょう。

凛々花：キョウくん、信用されてるなあ（笑）。

キョウ：う、うむ。さすが余の信頼するメイドたちだ。

ＧＭ：というわけで、ここは同時に判定と行きましょう。なおどちらも正解の場合は、達成値の高い方が勝利です。早はや押おしクイズということになります。




　互いに視線を交わしあいながら、四つの肉じゃがに対たい峙じするキョウとミシェル。

　双そう方ほう割わり箸ばしを手に取り、目の前の肉じゃがを食べ始める。

　どれが凛々花の手作りであるかを見み極きわめるため、全ぜん神しん経けいを集中──！




キョウ：判定は……一回クリティカル！　達成値は18だ！

ＧＭ：こちらも一回クリティカルして、達成値21！

凛々花：ふ、ふたりともわかっちゃったの!?（笑）




　ふたり同時に早押しボタンへと手をのばす。

　だが──ほんの一いつ瞬しゆんだけ、ミシェルがキョウを上回った。回答権けんを得たミシェルが淀よどみなく答える。

「姫の肉じゃがは──三番！」

　──正解を示しめすランプが、点灯した。




キョウ：……何故なぜわかった、お主！　食べたことが無いのに！

凛々花：本当だよ（笑）。

ＧＭ：「………姫の香かおりがした。それだけだ」

風見：へ、変へん態たいだ───!!（爆笑）

キョウ：（悲しげな表ひよう情じようで）そんなに嗅かがれておったのか……（一同爆笑）。

凛々花：（笑いながら）え、ええと、負けちゃったけど──キョウくんがわかってくれたのはちょっと嬉うれしいな。実じつ況きよう席でニコニコしておきます。

キョウ：ふっふっふ、凛々花に向けてサムズアップだ！

ＧＭ：では、両者とも成功ということで、最後の勝負に移ります！




・第二の勝負終了　キョウ　１－１　ミシェル




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それでは、最後の勝負の内容を発表します。




▼第三の勝負：「凛々花を安心させろ！」

内容：自分こそ一緒に居て安心できる存そん在ざいであると、心からの言葉で凛々花にアピールだ！

判定：「これぞ凛々花を安心させる方法」という自分の考えを述のべる。採さい点てんは凛々花本人に行ってもらうこととなる。




凛々花：こ、これは責せき任にん重大だなあ……。

風見：ひとりずつ順番に喋しやべってもらうことになるかな。で、どっちが心に響ひびいたか、凛々花くんに決めてもらおう。「キョウ」「ミシェル」って書いたプラカードを渡わたしておくね。

凛々花：勝ったほうの名前が書かれたプラカードを上げるってこと……？

風見：もちろん！　さて、どちらから行く？

キョウ：では、余からやろうではないか！




　胸むねを張はり、ぐいと一歩、キョウが前に踏ふみ出だす。

　凛々花を安心させるため、言葉を尽つくして




キョウ：──余ならば！　もしミシェルのような悪いやつがおったら！

ＧＭ：「何？　僕？」

凛々花：悪いやつにしちゃった!?（笑）

キョウ：まずはキック！　その後頭ず突つき！

凛々花：本当にしたね、ふたつとも…………（笑）。

キョウ：最終的には──地じ獄ごく車をかました後に、これをやるからどっか行けと言って金を渡わたす！（一同笑）

凛々花：……これどう採点すればいいの？（笑）

キョウ：だからミシェル、出て行け！（一同笑）

斗月：もう凛々花を安心させるっていうか、ミシェルへの宣せん戦せん布ふ告こくでしかない（笑）。

凛々花：だから言ったじゃない！　わたしをダシにこの二人が仲良くなるんだって！（笑）

ＧＭ：「キック、頭突き。それに地獄車か………」とミシェルが考かんがえ込こむ。

キョウ：地獄車はいつかしようと思っているぞ。

ＧＭ：「──それでは不十分だ、鷺乃宮キョウ」

キョウ：なんだと!?

凛々花：は？（笑）

ＧＭ：「お前は致ち命めい的てきな間ま違ちがいを犯おかしている──！」




　ビッとキョウを指差し、ミシェルが続ける。

「その三つの技わざは、すべて繰くり出だしている最中は姫から視線を外してしまう！」




キョウ：が────ん!!　本当にショックを受けた表情で驚きよう愕がくしています（一同爆笑）。

ＧＭ：「それでどうやって、姫を、彼かの女じよを守る……！」

キョウ：余は、余はなんという間違いを……。膝をつきます。

凛々花：（呆ぼう然ぜんとしている）

斗月：なんだこれ。

風見：わかんない。面おも白しろいからいいや（笑）。

ＧＭ：「周りに何もない状態で彼女を安心させる方法……。飛び道具が一番だ」（一同笑）

凛々花：アホかぁぁぁぁぁ!!

斗月：……そもそも、凛々花の気持ちを考えていない。これじゃダメだ。

風見：すごく真っ当な意見が外野から出てしまった。

凛々花：……お兄ちゃんに点数をあげたい（笑）。

キョウ：なんと!?

ＧＭ：「何!?」……って、今のは斗月じゃなくて矢や野のさんのツッコミでは（笑）。

凛々花：だってお兄ちゃんの真っ当なひとことがすごく安心したんだもん……（笑）。

斗月：……なるほど。わかった、ではこうしよう。俺はここで登場する。




「……いい加か減げんにせんか、貴様ら！」

　一いつ喝かつと共に、突とつ如じよとしてスタジアムに降おり立たつ影かげ。一九〇センチを超こえる高校生離ばなれした巨きよ体たいに、周囲を圧あつする気配と低い胴どう間ま声ごえ──。

　凛々花の兄、藤とう堂どう斗月。ここに推すい参さん。




凛々花：お兄ちゃん……！

斗月：……（凛々花以外の三人をぎろりと見回し）お前たち。何をしている。

キョウ：あ、はい。見ての通りの決闘です、お義兄にいさま。

ＧＭ：「姫を守ること、そして男の矜きよう持じを懸けた戦いです」

風見：これこれしかじか、と説明しよう。というわけなんだよ、斗月くん。

斗月：……それでは凛々花が賞品ではないか。妹をモノのように扱あつかうことは俺が許ゆるさん！

風見：しまったー！　すごく真っ当な意見だ！（笑）

斗月：それに──俺の目が黒いうちは、凛々花との交こう際さいも認みとめん！

ＧＭ：「はっ……!!」

キョウ：なんという……!!

斗月：なんでふたりともまったく同じリアクションを返してくるんだ（笑）。

風見：って言ってるけど、どうする凛々花くん？

凛々花：…………お兄ちゃんに２点。




　無言のまま、凛々花はいつの間にか用意された「斗月」と書かれたプラカードを掲かかげた。




・第三の勝負終了。最終結果　キョウ：１点　ミシェル：１点　斗月：２点




風見：というわけで、優ゆう勝しようは斗月くん！　この勝負、決着──っ！

ＧＭ：会場は歓かん声せいに包まれます。

凛々花：誰だれが勝ってもいいの!?（笑）

ＧＭ：「さすがはマスター・トードーのご子息。僕ではまだ及およばないか……」

斗月：親父の名前が出たか。なら、ミシェル──だったな。お前に聞きたいことがある。

ＧＭ：わかりました。では、そこで一度シーンを変えましょう。次はミシェルと話をするシーンになります。







◆Middle 02◆祭りの後


Scene Player ───藤堂斗月






　決闘という名の祭りは終わった。だが、ミシェルが一体何者なのかという根本的な疑ぎ問もんはまだ解かい決けつされたわけではない。メイドたちが後あと片かた付づけをする傍かたわらで、キョウたちはミシェルを囲むようにしてその場に残っていた。




ＧＭ：というわけで、次のシーンです。

斗月：……ム。ミシェルにもう少しきちんと話を聞かねばならん。

凛々花：そう、だね。悪い子じゃないと思うんだけど──。

キョウ：余は凛々花に近づかぬと言ってくれればそれでよいのだが（笑）。

風見：まあまあ、決闘も済すんだんだし、仲良くしようよ。

凛々花：河原かわらで殴なぐり合ったヤンキーじゃないんだから……（笑）。

風見：ひとまず、ゆっくり話せる場所に移動しようよ。生徒会室でいいでしょ？

斗月：俺はそれで構かまわん。昨夜道場が破は壊かいされたことなんかも話さねばならんしな。

凛々花：そっか、それもまだ知らないんだよね。

風見：知ってたら悠ゆう長ちように決闘なんかできないよ（笑）。

ＧＭ：ミシェルは特に抵てい抗こうはしません。では、五人で生徒会室に移動します。




　風見を先頭に、五人は禊みそぎ原はら高校の校内でもっともきらびやかで、もっとも隔かく離りされた場所、生徒会室へと移動した。

　ここならば、オーヴァードに関する話をしても誰だれかに漏もれる心配はない。




斗月：……ム。ミシェルに話を聞く前に、まずは昨夜のことを話そう。親父おやじが帰ってきたことと、道場が襲しゆう撃げきされたこと、このふたつだな。




　全員が集まったところで、斗月が昨夜のできごとについて話す。

　父の突とつ然ぜんの帰き還かんと、「神しん性せい婚こん礼れいから手を引け」という警けい告こく。

　そして、謎なぞの襲しゆう撃げき者しや──。




斗月：……親父は襲撃者のことを神使いだと言っていた。その上で、ひとりで迎むかえ撃うつようなことを言っていたが──。

凛々花：お父さんが!?

キョウ：だ、大丈夫なのか!?

ＧＭ：「問題ない」とミシェルが言う。「昨さく晩ばん、マスター・トードーから報ほう告こくをいただいている。神使いのひとり、〝ケツァルコアトル〟は撃げき破はしたそうだ」

キョウ：なんと！

風見：強いんだねえ、斗月くんと凛々花くんのお父さん。会長驚愕。

凛々花：ミシェルくん、お父さんは今どこにいるの？　一緒に来たんじゃないの？

ＧＭ：「定期的に連れん絡らくをとることになっていますが、今はどこにいるかわかりません。恐おそらく他の神使いの捜そう索さく、あるいは交戦に入っているはずです」

凛々花：…………そうなんだ。

斗月：…………マスター・トードーっていうのは、親父のこと、なんだよな？

ＧＭ：「そうだ。マスター・トードー……藤堂修しゆう記き郎ろう氏は、傭よう兵へいとして世界的に名を知られた人物だ。相手が遺い産さんを持っていたとしても、そうそう後おくれをとることはない」

一同：えええええええ!?




　ミシェルの挙動には何かを隠かくしたりする様子も、言いよどむ様子もない。彼が真実を──少なくとも彼自身が真実だと思っていることを話していることは明らかだ。




風見：驚愕の事実、ってやつだね。会長驚きよう嘆たん。

キョウ：思わず呻うめいてしまうぞ。

凛々花：お、お兄ちゃん……お父さんって、そうなの？

斗月：俺も知らんぞ。親父が傭兵……？　考えてみれば、親父が何の仕事をしているか、などまったく聞いたことがなかったが。

ＧＭ：「藤堂修記郎──またの名を〝剃刀レイザー〟。戦場に身を置くもので、その名を知らぬものはいない」

凛々花：コードネームまでついていたのね、お父さん……（笑）。

風見：じゃさ、次に会長から聞いておきたいことがあるんだけど。

ＧＭ：「構わないが、答えられるとは限かぎらないぞ」

風見：それでいいよ、確かく認にんみたいなものだもん。……ミシェルくん、キミって〝神使い〟で、神性婚礼の参加者なんだよね？

凛々花：会長、それはストレートすぎるんじゃ──。

ＧＭ：「そうだ」とミシェルは頷うなずきます。

キョウ：即そく答とうしおったぞ。ミシェル、お主一体何が目的なのだ？

ＧＭ：「姫を守ること、そう言ったはずだ。神性婚礼の参加者である他の神使い──ジャームと化し、姫の命を狙ねらうものからな」

凛々花：わたしを……。それ、お父さんに言われたんだよね？

ＧＭ：「その通りです、姫」とミシェルは力強く頷く。

凛々花：……そのあたりがよくわからないの。お父さんとどういう関係なのかとか、どうしてわたしを守ってくれるのか、とか。……教えてくれる？

ＧＭ：「承しよう知ちしました」ミシェルは素す直なおに答える。「マスター・トードー……藤堂修記郎氏と出会ったのは、八年前、僕が六歳さいの頃ころです」

凛々花：八年前……ん？　八年前に六歳？　……ミシェルくんって今、一四歳？

風見：飛び級で高校に来たってこと？

ＧＭ：そうだ、とミシェルは頷く。「姫を──藤堂凛々花様をお守りできるように。すべてはマスター・トードーからの指し示じだ」

キョウ：なんと、おぬし年下だったのか。

斗月：……ム。それは少し驚おどろく。

凛々花：お父さん、中学生に何をさせてるの？（笑）

キョウ：しかしミシェルよ、一四で結けつ婚こんなどまだ早いぞ！

凛々花：いや、一六でもまだ早いからね？

ＧＭ：「僕の使命はお守りすることであって──結婚なんて、そんな」少し顔が赤い。

凛々花：かわいいなあ（笑）。

キョウ：なんだと!?　結婚したくないのか!?

ＧＭ：「は、話を戻もどすぞ！　──八年前、僕はある神使いの戦いに巻まき込こまれ、死ぬところだったのをマスター・トードーに助けられた」

凛々花：お父さんが…………。




　八年前。六歳のミシェルはある神使いによって家族を失い、自らも命を失いかけていた。そこを救ったのが凛々花と斗月の父、藤堂修記郎だ。

　瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負ったミシェルは、修記郎が保ほ管かんしていた遺産〝ミカエル〟に適てき合ごうし、オーヴァードとして覚かく醒せいすることで一命を取とり留とめた。以後、ふたりはともに行動することとなる。

　天てん涯がい孤こ独どくとなった幼おさないミシェルにとって、修記郎は親であり、恩おん人じんであり、師しであった。




ＧＭ：「それから僕は、マスター・トードーに色々なことを教わった。戦い方や勉強、サバイバル技術、あとは一いつ般ぱん常じよう識しきなんかを」

凛々花：一般常識……？（笑）

斗月：親父の常識もあてにならんな……。

ＧＭ：「そのおかげで──三年後、家族の仇かたきを討うつことができた」




　行動を共にして三年。九歳になったミシェルは、かつて自分とその家族を巻まき込こんで力をふるった神使いを見つけ出し、倒たおすことに成功したのだ。




キョウ：ハードな人生だのう……。

風見：でも、もう仇は討ててるんだね。

ＧＭ：「……すべては、マスター・トードーのおかげだ」ミシェルの表情は穏おだやかで、彼が本当に修記郎の事を信頼しているのだということがうかがえます。

斗月：親父のおかげ、か。

凛々花：…………。

ＧＭ：「だが、仇を討った後──生きる目的が失われたような気持ちになった。そんな時、マスター・トードーはこれを僕にくれた」と、彼は一枚の写真を取り出す。

凛々花：それって……。

ＧＭ：そう、凛々花の写真です。だいたい一〇歳くらいの頃のものでしょうか。

キョウ：くっ、幼い凛々花の写真だと……余も欲ほしいぞ！（笑）

ＧＭ：「……『いつか日本に行って、この写真の娘むすめを守ってくれ』。マスター・トードーはそう言って、僕に生きがいをくれた」



















　それから、ミシェルはずっと修記郎と行動を共にしてきた。

　時折彼が日本に帰る間は別の場所で訓練や待機をしていたものの、単たん独どくで傭兵の仕事をさせられたことは一度もない。

　修記郎は本物の我わが子このようにミシェルをかわいがり、また弟子でしとして己おのれの技術すべてを叩たたき込こんでいた。戦場で修記郎に命を救われたことも一度や二度ではないし、そもそも彼がいなければ、ミシェルは己の中にあるレネゲイド、そして自らの遺産〝ミカエル〟に吞まれ、ジャームとなっていたかもしれない。




ＧＭ：「……と、これが白しら鷺さぎ市に来る前までのことだ」

斗月：……ふむ。八年間、親父とつるんでいたわけか。

凛々花：……ずるい。お父さん、うちには全然帰ってこなかったのに。

キョウ：凛々花……。

斗月：……ム。なら、ミシェル。親父は──オーヴァードなのか？

ＧＭ：「ああ。実力は僕より上だろうな」

斗月：……そうか。では、神使い──なのか？

ＧＭ：「いや、神使いではない。だが──神性婚礼の関係者ではある。一〇年の間『始原の炎ほのお』を隠かくし通とおしたのは、マスター・トードーだからな」

斗月：やはり、か……。

風見：……なるほどねー。




　父が傭兵であり、オーヴァードだった。さらには、神性婚礼という儀ぎ式しきそのものにもはるか昔から関かかわっていた──。

　その事実を反はん芻すうし、斗月の眉み間けんに深く皺しわが刻きざまれる。




斗月：本当に、知らないことばかりだな。──で、一〇年経たってお前と親父がこの街に戻もどってきたのは何故なぜだ？

ＧＭ：「無む論ろん、神性婚礼を終わらせ、姫を救うためだ」

風見：ま、これまでの話に矛む盾じゆんはないよね。

キョウ：うむ。凛々花を守るということだけは評ひよう価かせんでもないぞ。

斗月：……ム。だが、それならなぜ凛々花が花はな嫁よめにされてすぐ戻ってこなかった？

ＧＭ：「僕とマスター・トードーは危き険けん度どの高い神使いから先に排はい除じよしていたからな」

斗月：何……？

風見：それって、もう何人かやっつけちゃってるってこと？

ＧＭ：「そうだ」ミシェルは首しゆ肯こうします。「参加者の中でも特に危険と判はん断だんされた〝破壊〟のバアルと〝加か虐ぎやく〟のパズズは僕とマスター・トードーで既すでに倒たおしている」

キョウ：なんだと!?

斗月：……俺たちがふたり倒している間に、お前と親父もふたり倒していたわけか。

風見：危険度が高い、っていうのは？

ＧＭ：「単たん純じゆんな話だ。バアルとパズズはどちらも遺産の影えい響きようが及およぶ範はん囲いが広い。ほんのわずか対たい応おうが遅おくれるだけで、地方都市がひとつ地図から消える」

凛々花：そ、そんな物ぶつ騒そうなのもいたのね……。

斗月：……ム。そいつらに対応していたから、白鷺市には来なかったのか。

ＧＭ：「ああ。それに姫の傍には、あの鷺乃宮玉ぎよく皇おうに勝ったオーヴァードがいたからな。その戦力を信頼し、まずは影響の大きい相手から倒す、というのがマスター・トードーの方ほう針しんだった」

キョウ：御ご前ぜんのことまで知っておったのか！

斗月：…………ム。随ずい分ぶん信用されたものだ。




　御前こと、鷺乃宮玉皇。キョウの祖そ父ふであり、鷺乃宮家先代当主。邪じや悪あくな神〝マガツヒ〟の力を用い、キョウや凛々花の力を我わがものにしようとしたジャームであったが、神殺しの力に目覚めたキョウに敗れ、力が弱ったところをマガツヒに取とり込こまれてしまった。




キョウ：お義父とうさまとミシェルで三人倒しておるのだな。で、グラディウスとミッショネルが脱だつ落らく済ずみ。つまり、残りは余とミシェルを除のぞけば五人か。

風見：あー、そうだそうだ。すっかり言いそびれてたよ。その五人なんだけど、もう白鷺市に向かってるみたいだよ。ここでオープニングであいくんに聞いた話をするね。




　風見はその場で生徒会室のパソコンを起動し、ＵＧＮからの報告を説明する。

　カーリー、饕とう餮てつ、観世音菩ぼ薩さつ、ハデス、そして正体のわからない一体、この五人の神使いは、既にここ白鷺市に向かっているのだ。




風見：で、ＵＧＮは東雲しののめくんに会長たちを助けてくれるように頼たのんでくれたみたい。

凛々花：東雲さんが来てくれてるんだね。

キョウ：うむ、心強い限かぎりだ。

斗月：……ム。しかし、神使いが一度に五人か。

キョウ：……残りの参加者は、全員この街に集つどうということだな。




　ここに来て、一気に神性婚礼が加速していることを知るキョウたち。

　ミシェル、そして未知の五人の神使い──彼らの遺産をすべて破壊すれば、この儀ぎ式しきは終わるということなのだろうか。

　思案する一同。その時、不意にミシェルがキョウに声を掛かけた。




ＧＭ：「鷺乃宮キョウ」と、ミシェルはキョウに視線を送る。「お前に提てい案あんがある」

キョウ：提案だと？

ＧＭ：「姫を守るため、僕に勝利を譲ゆずれ。他の神使いを倒し、お前の遺産を破壊して僕が最後のひとりになれば、姫は助かる」

キョウ：……最後のひとりになるのは余でも構わぬのではないか？

凛々花：そうだよ。それに、キョウくんの遺産って神殺しの力なんだから、キョウくんそのものじゃないの？　それを破壊したら、キョウくんは無事でいられないんじゃ……。

ＧＭ：「その心配は無用だ。姫や鷺乃宮キョウを犠ぎ牲せいにすることはしない」

風見：遺産だけを破壊できるってこと？

ＧＭ：「そうではない。だが、犠牲がひとりまでなら救いあげる方法がある」

凛々花：え……？

キョウ：むむむ。いきなりそのようなことを言われてものう。

斗月：……ム。どんな方法を使うつもりだ。

ＧＭ：「それは僕からはまだ話せない」

風見：んー、それじゃちょっとね。

キョウ：そうだのう。それで勝ちを譲れと言われても、余は吞めぬぞ。

ＧＭ：「だが──」と、ミシェルが答えようとした瞬しゆん間かん。突如として、しゃん、しゃん、という鈴すずの音があたりに響ひびきます。

一同：!!




　その場にいる全員が、反はん射しや的てきに鈴の音のしたほうを向く。

　いつの間にか、そこには真っ黒な宮ぐう司じ姿の女がひとり、笑えみを浮うかべて佇たたずんでいた。




ＧＭ：女は全身黒の宮司姿で、背中に赤い菊きくの紋もん──一六菊きつ花か紋を背せ負おっている。

キョウ：なんだおぬしは、いきなり現あらわれおって。

斗月：……ム。何者だ？

ＧＭ：「わたくしは〝まほろば〟よりつかわされた神性婚礼の典儀、スズカと申します」

凛々花：典儀？　〝まほろば〟？

風見：典儀、ってのは神式の結けつ婚こん式しきで司会進行をする人だよね。……ほんとに結婚式なんだね。

キョウ：で、その進行役が何用だ！

ＧＭ：女──スズカは顔に笑みを張はり付つかせて言う。「わたくしは、典儀として婚礼を恙つつが無なく進行させる義ぎ務むがございます。ですが、ここまで少々時間がかかり過すぎました」

凛々花：何に対しての時間がかかったんだろう……。

ＧＭ：意味ありげに微笑ほほえんではぐらかします。「──ですので、この白鷺の街に残り五名をお呼よびし、花嫁の場所もお伝えいたしました」

キョウ：なんだと!?

凛々花：えええええ!?

風見：それで集まってきたわけか。会長納なつ得とく。

ＧＭ：「それでは皆みな様さま、存ぞん分ぶんに競きそい合ってくださいませ」そう言うと、彼女の姿はもやがかかったようになり、消えてゆきます。

斗月：待て！　神性婚礼とは一体なんだ？　なぜ凛々花が狙ねらわれなければならん!?

ＧＭ：消える間ま際ぎわ、スズカは斗月に視線を向け、「この国を守るための儀式でございますわ」とだけ言い残します。

斗月：何……？

凛々花：え……。

キョウ：そのまま消えてしまうのか？

ＧＭ：はい。スズカはその場から退たい場じようします。

風見：聞いてはみたけど、なんだかなー……って感じだね。願いが叶かなうとかそういう話じゃなく、この国を守る、ってことは、人柱みたいなもの？

斗月：……ム。さっぱりわからん。

ＧＭ：スズカが姿を消すと同時に、白鷺市の中で一度に四ヶ所、ワーディングが展てん開かいされます。

キョウ：さっそく現れよったのか!?

斗月：ゆっくり考え込む暇ひまもなし、か……！

風見：どこで発生してるの？

ＧＭ：商店街でひとつ、公立中学校のあたりでひとつ、住じゆう宅たく街がいでひとつ──そして、この禊原高校の校庭でひとつ。

凛々花：近い!!

キョウ：窓まどの外を見るぞ！




　加速する神性婚礼、「花嫁」を求めて続々と白鷺市に集う神使いたち。

　そのうちのひとりは既に目の前にまで迫せまってきている。

　生徒会室の窓から一同が見たものは──。








バアル　ウガリット神話における豊饒の神。聖書では蠅の王ベルゼブブという悪魔とされる。

パズズ　バビロニア神話に現れる悪霊の王。熱風とともに疫病をもたらすと言われている。











◆Middle 03◆Gandhara


Scene Player ───藤堂凛々花






　神性婚礼の典儀と称しようする女の言葉のあと、白鷺市では同時多発的にワーディングが展開されていた。そのうちのひとつは、凛々花のすぐ近く、校庭で展開されている。

　神使いのひとりが襲撃してきたのは、自明であった。




ＧＭ：それでは、先ほどのシーンからそのまま続きになります。全員登場。

キョウ：一体どんなヤツが現あらわれたのだ？

風見：きっとまた何か変態だよ。

ＧＭ：校庭で展開されるワーディングの中央には、金色の衣い装しようを纏まとったメタルバンドのような連中が楽器をかき鳴らしています。

一同：は？




　生徒会室の窓から見えた光景は、異い様ようのひと言であった。

　襲撃者は三人──いや、三人ひと組のメタルバンドだ。中央でギターをかき鳴らすのは、全身に金粉を塗ぬり、金色に輝かがやく法衣を纏まとい、隈くま取どりのようなメイクを施ほどこした瘦やせた男。その左右では同じ法衣を着た貧ひん相そうな中年男がドラムを叩たたき、巨体の中年女がベースを弾ひいている。




凛々花：……なにこれ。

風見：うん、気持ち悪いね（笑）。

ＧＭ：生徒会室の窓からあなた方が見下ろしていると、中央のギターの男が演奏を止め、凛々花を指差す。「お前も観音様にしてやろうか！」

凛々花：…………（啞あ然ぜんとしている）。

キョウ：い、意味がわからん！（笑）

斗月：……こ、こいつが参加者のひとりなのか……？

風見：観音って言ってるし、そうなんじゃないの？

ＧＭ：「いかにも。我わが輩はいの名はセンジュ・ジルベール！　観世音菩薩に選ばれた神使い！」

キョウ：か、観音様か……。

凛々花：な、なんで観音様でロックバンドなの？

ＧＭ：「フッ……わからぬか、娘」

凛々花：普ふ通つうはわかんないよ！（笑）

斗月：わかりたくもない……（笑）。

ＧＭ：「御み仏ほとけの教えにこうある。迷まよいある者が輪りん廻ねを続ける世界──天、人、修しゆ羅ら、畜ちく生しよう、餓が鬼き、そして地獄。それらを総そうじてロック道と呼よぶ」

凛々花：ダジャレじゃないのよっ!!　それを言うなら六道でしょ!?

キョウ：く……くだらないっ……!!（笑）

ＧＭ：「そしてロックにも仏ぶつ道どうにも音楽は必要不ふ可か欠けつ！　我わが輩はいこそが神性婚礼の勝者に相応しいふさわ。さあ、我輩のシャウトを聞いて悟さとりを開き、ふたりのように観音になるがいい！」

風見：ふたり？　左右のバンドメンバーのこと？

ＧＭ：「いかにも。ふたりとも我が力で欲よく望ぼうを解かい放ほうし、解げ脱だつして観音となった！　こちらの女じよ性せいこそが我が同どう志し〝スイーツ観音〟！」そう言ってベースの女性を指差すと、彼女は片かた手てで器用にベースを弾ひきながらスイーツを貪むさぼっている。

凛々花：何を、言って、いるの……？（笑）

ＧＭ：「そしてもうひとりは過か労ろう死ししかけたところを我輩の歌によって救われ、死をも恐おそれぬ〝社畜観音〟として新たに生まれ変わった！」

凛々花：結局社畜なら、生まれ変われてないじゃない！（爆笑）

キョウ：なにやら哀あわれになってきたな……。

ＧＭ：なお、ルール的には〝超ちよう越えつ者しやの戯たわむれ〟というＥロイスの効こう果かで、スイーツ観音と社畜観音はジャーム化しています。

斗月：……ム。他人をジャームにするＥロイスか……。腐くさっても神使いということか。

風見：神使いは真ん中のひとりで、あとは取とり巻まきってことかな。

ＧＭ：「さあ、花嫁よ！　貴様も我輩に心しん臓ぞうを捧ささげ、〝ツッコミ観音〟として生まれ変わるがいい！」（一同笑）

凛々花：絶対やだぁぁぁぁぁっ！　わたしが誰にでも律りち儀ぎに突つっ込こむと思ったら、大おお間ま違ちがいなんだからね！（一同爆笑）

斗月：……ム。相手がどんなヤツかはこの際さい関係ない。凛々花を狙うのなら、倒たおさないといけない、よな……（嫌いやそうに）。

凛々花：お兄ちゃんが、心底相手したくない、って顔になってる………！（笑）

風見：会長、爪つめとか塗り始めるよ（笑）。

ＧＭ：しかし、彼らのシャウトは実じつ際さいのところ有害です。校内に残っている生徒や教きよう師しが苦しみ始め、このままだとセンジュの言う観音にされてしまうでしょう。また、音量が上がるに連れて凛々花の心臓も痛いたみ始めます。

凛々花：っ……！

斗月：凛々花……！

キョウ：おのれ……！　凛々花や学校のみんなに手出しをするのは、余が許さぬ！　そのまま窓から飛び出して行くぞ！

ＧＭ：では、ミシェルも「姫に仇あだなす輩やからめ──仕し留とめる！」と続き、窓から飛び出す。

斗月：……ム。凛々花を抱えて飛び出そう。行くぞ、しっかり摑つかまってろ。

凛々花：うん、お兄ちゃん！

風見：会長もいくよー。とうっ！




　生徒会室の窓から飛び出し、キョウたち四人＋ミシェルは観世音菩薩の神使い・センジュ率ひきいるメタルバンドに対たい峙じする。

　白鷺市に集う神使いたちとの緒しよ戦せんの火ひ蓋ぶたが切って落とされようとしていた──。




風見：で、ここは戦せん闘とうになるの？

ＧＭ：いえ、攻撃をしてもらって、一定以上のダメージが出れば倒たおすことができます。三人は別エンゲージにいて、それぞれ別々の能のう力りよくを持っている。

斗月：簡かん略りやく化かした戦闘って感じだな。

キョウ：三人とも倒す必要があるのが厄やつ介かいだのう。

ＧＭ：なお、一ラウンドで倒せなかった場合、全員が３Ｄ10点のＨＰダメージを受け、出た目の人数だけ校内の人間に被ひ害がいが出たうえ、センジュのＨＰが回かい復ふくします。

凛々花：えええ!?

キョウ：倒せなければどんどん長引くのだな。厄介な……。

風見：そうだ、東雲くんは呼よべないかな？　こういう時こそ戦力になってもらわなきゃ。

ＧＭ：もちろん、東雲はセンジュの《ワーディング》を感知し、即そく座ざに《ディメンジョンゲート》を開いて風見の側に現あらわれます。

凛々花：（嬉うれしそうに）東雲さん！　来てくれたんだ！

キョウ：おお、これは心強い！

ＧＭ：「事じ情じようは把は握あくしている」と、東雲はセンジュたちを一いち瞥べつし、腕うでを武ぶ器きへと変化させます。なお、ミシェルと東雲は敵てき三人のうちそれぞれひとりを一いち撃げきで倒せます。

凛々花：ええええ!?

風見：さすがに強いなー！

斗月：誰を倒してもらうかで俺たちの処しよ理りが変わってくるのか？

ＧＭ：は、そうです。装そう甲こう値やＨＰが違ちがったり、変な能力を持っていたりします。

凛々花：ダメージが返ってくるとかそういうのかな……。

キョウ：考えていても仕方あるまい！　余はあのリーダーを狙うのみだ！

斗月：そうだな。では東雲にスイーツを、ミシェルに社畜を……すごい字じ面づらだが（笑）。

風見：あの太っちょさんを頼たのむよ、東雲くん。

キョウ：ミシェル、お主は社畜を狙ねらえ。

ＧＭ：「了解した。姫のためだ、ぬかるなよ鷺乃宮キョウ！」

キョウ：当然だ！




　耳みみ障ざわりなシャウトが鳴なり響ひびく中、神使いとその眷けん属ぞく目め掛がけてキョウたちが駆かけ出だす。

　最初に攻撃を繰り出したのは、〝遺産破は壊かい者しや〟東雲。両りよう腕うでを異い形ぎようの刃やいばに変化させ、でっぷりとしたスイーツ観音を切きり裂さく！




ＧＭ：それでは、まず東雲から処理します。スイーツ観音は一定以下のダメージを無む効こう化かするＥロイス〝拒きよ絶ぜつの結界〟を持っているのですが、東雲の攻撃に抗こうすることができるはずもなく、一撃で倒されます。

風見：さすがは東雲くんだね。

斗月：相変わらずの強さ、だな……。

ＧＭ：次に、ミシェルが社畜観音に攻撃を行うんですが──これは銃じゃなく、本来の戦闘方法で戦うとしよう。

凛々花：本来の……？

ＧＭ：「姫をお守りするため、この力──使わせてもらう！」そう言ったミシェルの背の左側から、炎と光でできた片かた翼よくが展開、それで社畜観音を薙なぎ払はらいます。

凛々花：ああ、そういえばミシェルくんの遺産はミカエルとか言ってた！

キョウ：これがあやつの本来の力か！




　すれ違ちがいざま、ミシェルが炎の光こう翼よくを一いつ閃せんさせる。次の瞬間、社畜観音の全身は眩まばゆい浄じよう化かの炎に包まれていた──。




ＧＭ：社畜観音には受けたダメージをそのまま返すＥロイス〝怨おん念ねんの一打〟があったのですが、ミシェルは返ってきたダメージを《氷雪の守しゆ護ご》で防ふせぎます。

斗月：サラマンダーか。光の翼ってことはエンジェルハィロゥもあるか……？

凛々花：お兄ちゃん、冷静だね（笑）。

ＧＭ：「何ぃ!?　我輩の観音メンバーが一瞬で!?」

凛々花：観音メンバーって何よ!?（笑）

ＧＭ：「だが他の観音などまた増ふやせばよい！　我輩を倒たおせるならやってみるがいい！」

キョウ：もとよりそのつもりだ！　行くぞ、みんな！

凛々花：うん！　キョウくん、お兄ちゃん、会長、お願い！　《導みちびきの華はな》と《要かなめの陣じん形けい》を三人に使うよ！

風見：会長はいつもどおり《コンセントレイト：ソラリス》と《絶対の恐怖》。凛々花くんの支し援えんがあるから達成値は43、ダメージは37点、装甲無む視し！

ＧＭ：「ぬぅぅぅ！」と一瞬サウンドが途と切ぎれますが、まだ倒たおれずにギターをかき鳴らす。

斗月：無む効こうとかダメージ反はん射しやはなし、か。どうやらこいつはＨＰが高いだけのようだな。ならばこちらも全力で行くのみ。《インスタントボム》《巨きよ人じんの斧おの》《コンセントレイト：モルフェウス》の組み合わせだ。達成値は……かなりでかい、55だ。ダメージは43！

ＧＭ：その一撃でセンジュは身体からだをくの字に折る！　が、まだ倒たおれない！

斗月：やはりかなりタフな相手だったか……。キョウ、とどめは任まかせたぞ。

キョウ：うむ！　マイナーで《骨ほねの剣けん》、メジャーは《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》＋《爪剣》＋《渇かわきの主》だぁっ！




　凛々花の生み出す白い花の導きの下もと、キョウが、斗月が、風見が、それぞれの技わざを観世音菩薩めがけて繰くり出だす。

　風見から漂ただようレモンの香りが戦意と生命力を殺そぎ、

　斗月の重い一打が爆はぜ、

　そして──キョウが純じゆん白ぱくの槍やりと化して突とつ貫かんする！




キョウ：達成値はいまいち振ふるわぬが、凛々花の支援があるので39。ダメージは……41点！

ＧＭ：ダメージ総そう計けい[image: 121]……！　こちらのＨＰは[image: 110]！　ギターの弦げんがぶちりと切れ、「極ごく楽らく往おう生じよう……！」という断だん末まつ魔まを残して倒たおれる！

キョウ：……なんとか勝てたか。しかし、まだ余は侵しん蝕しよく率りつが80％を超こえておらぬゆえ、《神殺し》を使っていないのだが……。

ＧＭ：それは問題ありません。ミシェルが自らの遺産〝ミカエル〟を起動し、光の翼で観世音菩薩の遺産──彼の場合はギターなんですが、それを破壊。遺産のレネゲイドはミシェルの指輪に吸きゆう収しゆうされていく。

キョウ：これがおぬしの力、か……。おぬしが余を倒たおせば、余もこうなるのか？

ＧＭ：「言ったはずだ。お前や姫を犠牲にすることはない、と」

斗月：ふむ……。今それを信用する材料はないから、なんとも言えんな。

ＧＭ：「今はそれ以上言えんし、説明する暇もない。まずは姫を狙う連中への対処が先決だ」

風見：まだあと三ヶ所、ワーディングが展開されてるんだよね。

ＧＭ：「だが、向こうから場所を報しらせているとは好都合だ」とミシェルが言う。




　中学校、住宅街、商店街──。神使いと思おぼしきものたちがワーディングを展開している場所が三ヶ所。そのどれもが、危険な予感を孕んでいる。




ＧＭ：「姫はここに。鷺乃宮キョウ、姫は一いつ旦たん任せたぞ！」と言って、ミシェルは背中に光の翼を展開。ワーディングが展開された中で、一番近い中学校の方へと飛んでいく。

キョウ：待て、おぬしだけにいい格かつ好こうはさせぬぞ！　と追いかけたいのだが、構わぬか？

ＧＭ：は、問題ありません。ぶっちゃけると、ここからはＰＣが分ぶん割かつして行動するのを想定しています。

斗月：……なるほどな。順番に行く、というような悠長なことをしていると、被害がどれくらい出るかわからんからな。

風見：そうだね。実際学校でも被害が出そうになったわけだし。

キョウ：なるほど。では、余はミシェルを追いかけるぞ！

凛々花：待って、キョウくん。わたしも心配だから一緒に行く！

キョウ：おお！

凛々花：それに……、ま、守ってくれるならほったらかしにしないでください（笑）。

キョウ：わかった！　どちらが良い男か、それを見定めてくれ！

凛々花：つ、続いているのね、その話……（笑）。

キョウ：では、お姫ひめ様さま抱だっこして行きます（一同笑）。

凛々花：さりげなくお姫様抱っこされたー！　揺ゆるぎない！

斗月：勢いきおいで行かせてしまうような気がするな……（笑）。ミシェルとキョウたちが向かったのは中学校だな？

ＧＭ：そうですね。あとは藤堂家にも程ほど近ちかい住宅街と、昔ながらの商店街です。

斗月：……ム。なら、攻こう防ぼうひとりで賄まかなえる俺がひとりで住宅街に向かおう。

風見：おっけー。んじゃ、会長は商店街に行くけど──東雲くんも着いてきてくれるの？

ＧＭ：「無む論ろんだ。私わたしは雲雀風見に同行すればいいのか？」

風見：うん、そうしてくれるとありがたいね。

ＧＭ：「了解した」

風見：斗月くん、そっちはひとりなんだから、無理はしないようにね。

斗月：……ム。無む謀ぼうと勇気の違いは理り解かいしているつもりだ。

風見：任せたよ。凛々花くんを悲しませちゃダメだよ？




　時を同じくして三ヶ所で発生したワーディング。その先には、間ま違ちがいなく神使いがそれぞれ待まち構かまえている。

　彼らの暴ぼう走そうで街に被害が出るのを食い止めるべく、一同は三手に分かれることとなった。

　果たして、そこで待まち構かまえるものは一体──？








〝超越者の戯れ〟　他者の心の奥底に潜む凶暴な衝動を引きずり出し、ジャームとしての力を与えるＥロイス。

〝拒絶の結界〟　何者をも拒み嫌悪する意志が物理的な障壁を造り出し、攻撃を食い止めるＥロイス。

〝怨念の一打〟　怒りと憎悪の念によって自身を傷つけたものに殺意を反射するＥロイス。

《氷雪の守護》　自身の周囲に氷の壁を展開し、ダメージを軽減するサラマンダーのエフェクト。











◆Middle 04◆THE EATER


Scene Player ───雲雀風見






　三ヶ所のワーディングのひとつ、商店街へと向かったのは、風見と東雲の即そく席せきコンビ。

　駆かけつけた彼かれらがそこで見たものは──周囲すべてを食くい荒あらす、異い形ぎようの存そん在ざいであった。




ＧＭ：では、まずは東雲と共に商店街に向かった風見のシーンです。

風見：はーい。実は侵しん蝕しよく率りつがもう82％まで上がってしまった。

凛々花：まだミドルの４シーン目なのに……。

風見：ダイス目が大きいんだよね。……で、今ここはどうなってるのかな？

ＧＭ：商店街では今、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図になっています。




　商店街は、黒く丸い物体がひしめいていた。直径三〇センチほどの小さなその物体は、バロールシンドロームのオーヴァードが使う「魔ま眼がん」と思われるものだ。

　特とく徴ちよう的てきなのは、無数の魔眼すべてが大きく禍まが々まがしい唇くちびるを持ち、建物や建けん造ぞう物ぶつ、小動物に至いたるまでを無差別に食い荒らしていること──。




凛々花：飢き餓がの衝しよう動どう……！

風見：そこまでだよ、神使いのキミ！　……どんなヤツがいるのかな？

ＧＭ：魔眼の群むれの中心にいるのは、全体的に丸いパーツが合わさったような、ころころと太った小男です。彼は風見の方を振ふり向むくと、舌したなめずりをする。

キョウ：また気持ち悪いのが出てきたのう……。

凛々花：神使いにはこんなのしかいないの!?

ＧＭ：「ふぅ～……キタ、キタ！　眼鏡めがねのイケメンとかわいい男の子だ……！」

風見：……むむっ。会長のことをひと目で男だと見み抜ぬくなんて、あいつただ者じゃないよ。気をつけて東雲くん！（笑）

ＧＭ：東雲は至し極ごくシリアスに敵てきの戦力を分ぶん析せきします。「あの魔眼で、周りのものをとにかく食べつくすのが能のう力りよくのようだな」

斗月：ブレないな……。

風見：商店街の人にこれ以上迷めい惑わくかけさせられないね。会長憤ふん慨がい。

ＧＭ：小男はよだれを垂たらし、嬉うれしそうにゲッゲッゲッと笑う。「こぉんなかわいい男の子に眼鏡のイケメンのセットとか大好物だよ！　ペロペロするしかないじゃなぁい！」

凛々花：そ、そいつは私わたしか……!?（一同笑）

風見：渋しぶ沢さわさーん、渋沢さーん!?（笑）

ＧＭ：凛々花に戻もどって渋沢さん！（笑）

凛々花：うん、何でもない……。わたしは凛々花、今は渋沢さんじゃないの（笑）。

キョウ：あー、びっくりした（笑）。

風見：黙だまってペロペロされる会長じゃないよ！

ＧＭ：「なら、お喋しやべりしながらペロペロしようかなぁ！　この饕とう餮てつのお口の中で！」小男はそう叫さけび、Ｅロイス〝暴ぼう食しよくの胃い袋ぶくろ〟を使用します！




　小男の足元から影かげが染しみ出だし、周囲を覆おおう。地面がみるみるうちにゆがみ始め、巨きよ大だいな口に変化。そのまま何もかもを吞のみ込こみ始める──！




ＧＭ：「ぶひひひひ！　さぁ～、たっぷり味わっちゃおうねえ！」以後、Ｅロイスの効こう果かでシーン全体がこの小男の胃袋になる。クリンナップごとに２Ｄ10のダメージ、さらに小男に対する攻こう撃げきは２個このダイスペナルティを受けます。

風見：なるほどね。饕餮……中国の神様だっけ？

ＧＭ：「ああ。財ざいや食物を貪むさぼる──という意味の字を持つ魔ま物ものだ。その名の通りの能力というわけか」と、東雲が解かい説せつする。

風見：さて、どうやってやっつけよう。これ、ほっとくと不味まずいよね？

ＧＭ：時間をかけすぎると街の人もどんどん喰くわれてしまうでしょう。東雲が「手早く片かた付づけるしかあるまい。同時に攻せめるぞ、雲雀風見」と言う。

風見：なるほど、心強いね。……やってみましょう！　ＧＭ、具体的にはどうするの？

ＧＭ：〈白兵〉〈射しや撃げき〉〈交こう渉しよう〉のいずれかで難なん易い度ど30の判はん定ていです。ただし、これも攻撃とみなされてダイスペナルティは受けます。

風見：攻撃とみなす……ってことは、エフェクトは組みあわせられるね。なら30でも大だい丈じよう夫ぶ、問題ないよ。ちなみに、失敗したらどうなるの？

ＧＭ：失敗するごとに２Ｄ10のＨＰダメージを受け、同じだけ街の人が吞のみ込こまれて死し亡ぼう。また、失敗した回数と同じだけ「シナリオの目的を達成した」で貰もらえる経けい験けん点てんが減へります。

風見：うわぁぁぁぁ、責せき任にん重大じゃん！（笑）

凛々花：会長がんばって!!

風見：最低でも二回クリティカルか……。いざとなったらタイタスも切らなきゃね。

ＧＭ：ですが、東雲がいるので難易度が10下がって20になります。

風見：それならいける！　……よし、ダイスだけで41！　達成値ちは49ですごくかわいい！　会長のかわいさに目が眩くらんで余よ計けいなものばかり食べることになるのだ（笑）。

ＧＭ：「あれ、これを食べるんだったかな……？　まあいいや、ペロペロ！」




　饕餮めがけて風見がかわいさを振ふりまく。立たち込こめる香かおりに惑まどわされ、饕餮はゴミや廃はい車しやなど、余よ計けいなものばかりを食うことに注力し、一いつ瞬しゆん風見と東雲のことが頭から消えていた。その瞬しゆん間かん、東雲の刃やいばが饕餮を切きり裂さく──！



















ＧＭ：では、饕餮は何をされたかにも気づかぬ様子で遺い産さんごと東雲に滅ほろぼされます。

風見：他のところは大丈夫かな？　斗月くんはひとりだし、少し心配。

ＧＭ：「藤堂斗月は問題ないだろう」と、周囲が元に戻っていくのを見ながら東雲が言う。「不安があるとすれば、鷺乃宮キョウの方だ」

風見：キョウくんはあれで結けつ構こうしっかりしてるし、凛々花くんがいるなら大丈夫でしょ。

ＧＭ：「そこだ。あの少年は、藤堂凛々花のためなら命も懸かけるだろう。だが、その藤堂凛々花が失われたとしたら、彼はどうなる？」

風見：……大変なことになっちゃうだろうね。

ＧＭ：「あの少年は私のようになるべきではない。──私のような復ふく讐しゆう者しやには」

風見：……なんか、感傷的だね。東雲くんは、大切な人を失っちゃったの？

ＧＭ：彼は小さく、だがしっかりと頷うなずく。「鷺乃宮キョウ。ひとつのことに己おのれが身を捧ささげる彼の在あり方かたは、私と似にている」

風見：そうかぁ、似てるのか……ってちょっと感心する。でもどうだろうね。キョウくんと凛々花ちゃんは、東雲くんが思っているよりずっと強いよ。

ＧＭ：「……お前がそう言うのならば、そうなのだろう」

風見：会長は会長だからね。後、特別顧こ問もんだしね！（笑）

ＧＭ：「そうか」と東雲はぶっきらぼうに頷うなずき、ふとその視し線せんを風見に向けます。

風見：ん？　何何？

ＧＭ：「……雲雀風見。このまま藤堂凛々花を救おうとするのならば、いずれ少年──鷺乃宮キョウは勝者となり、そのルールとやらで神の力をふるうことができるはずだな」

風見：あー……そうだね。そうなるのかな。

ＧＭ：「その時にお前たちは何を願う？」

風見：……ふむ。




　いつになく饒じよう舌ぜつな東雲の不意な問いかけに、風見はかわいく小首をかしげて黙もつ考こうする。

　だが、その思し索さくも長くは続かない。ほんの二、三秒ほどで、その表ひよう情じようには笑みが浮うかんだ。

「特に何もないかな」




ＧＭ：「願いがない……ということか？」

風見：ちっちっち、そうじゃないよ。そんなタナボタで願いがかなっても達成感がないと会長は思ったのさ。そもそも、そんなものなくても大たい抵ていのことはなんとかなるしね。

ＧＭ：「…………そうか」

風見：他のみんなもきっとそうだよ。キョウくんは実は自力でなんとかしちゃうタイプだし、斗月くんや凛々花くんは真面目まじめだから、こういうズルはしたがらないと思うし。

斗月：…………ム。そのとおり。

キョウ：まあ余はだいたい金でなんとかできるからな！（笑）

凛々花：会長がいいこと言ってるのに（笑）。

ＧＭ：「お前たちは強いな。失われつつある日にち常じようをつなぎとめるだけの力を持っている」独どく白はくするようにそう言って、東雲は視線を風見から外す。「私にはないものだ」

風見：……なんかおセンチだね、東雲くん。




　茶化すようにそう言いながら、風見は東雲の横顔にある感かん情じようを見み出いだしていた。

　それは東雲が失った当たり前の日常を守ろうとする少年たちを羨うらやみ、尊とうといと思う気持ちだ。

　だからこそ、遺産破は壊かい者しやと恐おそれられる彼が、キョウたちを助けようと尽じん力りよくするのだ──。




ＧＭ：「……お喋りが過すぎたな。行くとしよう」

風見：そうだね。じゃあ、他の被ひ害がいもなるべくくい止めよう。会長奮起！








〝暴食の胃袋〟　世界そのものを食って己の内部へと取り込み、周囲を自身の胃袋と化すＥロイス。











◆Middle 05◆THE BERSERKER


Scene Player ───藤堂斗月






　一方その頃ころ。斗月が向かった住じゆう宅たく街がいでは、喚かん声せいや悲鳴が漏もれ聞こえていた。

　ワーディングが展てん開かいされた内部でひしめく人々は、何かに煽あおられ、理り性せいを失い、暴ぼう徒とと化して互たがいに争い合っているのだ──！




ＧＭ：では次は住宅街に向かった斗月のシーンです。

斗月：……ム。ここでは何が起こっている？

ＧＭ：住民が暴徒と化し、熱に浮うかされたようになって争いあっています。彼らはＥロイス〝地獄の季節〟の効果を受け、お互たがいに対する憎ぞう悪おが抑おさえきれなくなっているようです。

斗月：それは、洒落しやれにならんな……！　中心になっているヤツを探さがすぞ。

ＧＭ：目立つ格かつ好こうをしているので、すぐにわかります。暴徒を煽あおっているのは、ふた振ふりのマチェットを構かまえ、サリーを着た二〇代半ばのインド人女じよ性せい。

斗月：なるほどな。とはいえ、群ぐん衆しゆうをかき分けて突つっ込こむしかないだろう。やめろ、と低い声でその女に言う。

ＧＭ：斗月の声を聞き、サリーの女は憎にく々にくしげにそちらを睨にらみつける。「……花はな嫁よめが釣つれたと思ったら、その関係者だけってわけ？」

斗月：……ム。凛々花には指一本触ふれさせん。

ＧＭ：「何よその態たい度ど！　勘かん違ちがいしないでよね！　あたしはあんたなんか嫌きらいなんだから！　でも関係者だから殺してあげなくもないんだからね！」（一同笑）

凛々花：なにその間ま違ちがったツンデレテンプレ（笑）。

斗月：……（眉まゆ根ねを寄よせて）貴き様さまが神しん性せい婚こん礼れいの参加者であることはわかっている。

ＧＭ：「何であんたなんかに理り解かいされないといけないのよ！」

斗月：いちいち面めん倒どうなやつだな。……だが、俺おれが関係者だということは知られているのか。まあいい、今すぐその行こう為いをやめてもらおう。

ＧＭ：「あんたに指図される覚えなんかないってのよぉ！」

斗月：……ツンデレというか、ただの逆ぎやく切ぎれだな、これは（笑）。

風見：ツンギレ？（笑）

凛々花：ツンしてキレるだけって最悪じゃない！（笑）

斗月：……なるほどな。衝動は〝憎悪〟か。

ＧＭ：「カーリーの舞まい、とくと見なさい！　花嫁の前にお前から切きり刻きざんでやるわ！」

斗月：カーリー……インドの戦いくさ女め神がみか。来い！




　カーリーの憎悪に煽られ、暴徒となった群衆はその憎悪を斗月に向ける。

　二刀を構かまえた女戦士と、怒いかれる罪つみなき人々が、こぞって斗月に襲おそい掛かかった──！




ＧＭ：というわけで、カーリーは達成値25で三回攻撃を行います。リアクションは可か。これをすべて処しよ理りしたあとで戦せん闘とう不ふ能のうになっていなければ、凌しのいだことになります。

風見：戦闘不能になるとどうなるの？

ＧＭ：その場合でもイベントは進行しますが、何回目の攻撃で戦闘不能になったかで、風見のシーンと同じく被ひ害がい者しやの数と経験点が変わります。

斗月：……ム。なら、なんとしてでも凌しのがねばならんな。とはいえ、俺のできることはひたすらガードすることだけだ。

ＧＭ：では──カーリーの攻撃の前に、Ｅロイス〝地獄の季節〟を処理します。これにより、まず２Ｄ10のＨＰダメージを受ける。

斗月：……ム、それは防ふせげんというわけか。

ＧＭ：その通り。群衆がどれだけ斗月にダメージを負わせるか……って、３点!?（笑）

キョウ：２Ｄ10で３はすごいな！

凛々花：ＧＭは矢野さんに優やさしいなあ（笑）。

斗月：……かすり傷きずだな（笑）。まあ、暴徒から身を守る術すべはあったんだろう。

ＧＭ：「何よ、使えない連中ね！　──いいわ、あたし自身で片かた付づけてやる！」というわけで、三発殴なぐりかかってきます。達成値はすべて固定で25です。

斗月：ドッジはできんな。すべて《グラヴィティガード》を使ってガードだ。

ＧＭ：では一いち撃げき目が32点。装そう甲こうは有ゆう効こうです。

斗月：高いな！　クリスタルシールドを買ったのは正せい解かいだった。……19点止めて、13のダメージ。残りＨＰは16か。

ＧＭ：二撃目は……28点！

斗月：今度は22点止める。残りＨＰは10！

ＧＭ：「しぶとい男ね……！」




　カーリーが舞まうように仕し掛かける連続攻撃を、斗月は仁に王おう立ちのまま重力の盾たてで受け止め続ける。常じよう人じんならば一撃で致ち命めい傷しようを受ける打だ撃げきを続けざまに二発耐たえ凌しのぎ、とどめと振ふり下おろしてくる三撃目に備そなえる──。




ＧＭ：最後は……29点！

斗月：お、最後はすごい出目がよかった。36点防ふせいでノーダメージだ。リザレクトすらする必要がなかったな。

ＧＭ：「こ、こいつ……!!」




　必殺の連続攻撃を凌がれ、カーリーの表情に焦あせりの色が浮うかぶ。だが、続けて攻撃が来ることはなかった。

　不意に女は動きを止め、焦しよう点てんの合わない目で虚こ空くうを見つめ始めた。




斗月：…………ム？

ＧＭ：「なんですって……？　戻もどれ？」と、彼かの女じよはまるで斗月がいないかのように虚空に向かって話し始めます。

斗月：何を言っている……？

風見：仲間からの通信とかなのかな。

ＧＭ：「どうしてあたしが戻る必要が──え？　第七宇う宙ちゆう電波が傾かたむきつつある？　ベルリンとバビロンが八つの星に向かっているのね、わかったわ」そう言って、彼女は大きく後こう退たいする。

斗月：…………何を言っているんだ？

ＧＭ：「ええ、ええ。あなたの言うとおりだわ。銀ぎん河がが爆縮する前にすぐに戻るから！」

斗月：おい、待て！　貴様何を意味のわからんことを言っている……！

ＧＭ：女はそれに答えることなく、まるで斗月そこにがいないかのように無む視しし、〝地獄の季節〟の効果で群衆にまぎれて撤てつ退たいします。同時に、群衆も気を失って糸が切れた人形のようにその場にへたりこみます。

斗月：……逃にげたか。だが、あの口ぶりからすると、奴やつにはどうやら仲間がいるようだな。ＧＭ、メイド長あたりに連れん絡らくして、襲おそわれない範はん囲いで尾び行こうをつけることはできるか？

ＧＭ：問題ありません。アンナはすぐに「承うけたまわりましたわ」と何人かメイドを派は遣けんします。

斗月：頼たのむ。──そうか、残る神使いは五人。観音と、他三つのワーディングで四つ。カーリーの後ろにはまだ正体不明の最後のひとりがいると考えるべきか……。




「……とはいえ、今は凛々花たちが気になる」

　カーリーの不ふ可か解かいな言動、そして最後の神使いの存在は気になるが、まずは何より妹の安あん否ぴを確たしかめるのが先決だ。

　操あやつられていた人々のために救急車を手配し、斗月はキョウたちのいる中学校へと向かった。








〝地獄の季節〟　人の暴力衝動に火をつけて煽り、暴徒とするＥロイス。











◆Middle 06◆The Girl Next Door


Scene Player ───鷺乃宮キョウ






　神使いのひとりを迎げい撃げきせんと向かったミシェルの後を追い、禊原高校から徒歩一〇分ほどの公立中学校に向かったキョウと凛々花。

　そこは今、離はなれた場所から見てもそれとわかるほど禍まが々まがしく変へん貌ぼうしていた……。




ＧＭ：では、ミシェルを追ったキョウと凛々花のシーンです。

キョウ：あやつに負けてはおれん！　ダッシュだぁぁぁ！

凛々花：キョウくん、キョウくん！　そろそろ下ろして！（笑）

ＧＭ：ミシェルにやや遅おくれて中学校に到とう着ちやくするのですが、門もん扉ぴや校こう舎しやが禍々しい、地獄の城しろとしか表ひよう現げんできない形に変貌しています。

キョウ：生徒たちは取り残されておったりせぬのか？

ＧＭ：人の気配はちらほらあります。怯おびえて助けを求める姿すがたなんかも見えますね。そして、凛々花にはこれが遺産の力だとひと目でわかります。

凛々花：（胸むねを押おさえて）っ……。胸が痛いたむのね……。

キョウ：大丈夫か、凛々花!?

凛々花：……うん。それより、はやくこれをなんとかしなきゃ。

キョウ：うむ。……往ゆくぞ、凛々花！

ＧＭ：では──あなた方ふたりは変化した校門をくぐる。その瞬間、「この門をくぐるもの、一いつ切さいの希望を捨すてよ」という声が頭の中に響ひびきます。

凛々花：その文言、聞いたことあるなー。ということはここの神様って……。

ＧＭ：恐おそらく予想の通りです。ふたりの頭の中に、声は語り続けます。「愚おろかなり、定命の者が冥府タルタロスへと足を踏ふみ入いれるとは。冥府の王ハデスの名において、汝なんじらに裁さばきを下す」

凛々花：やっぱりハデスだった！　地獄の神様か……。

キョウ：そんな脅おどしに屈くつする余ではない！

ＧＭ：では校門を抜ぬけたあなた方は、攻撃に移うつろうとするミシェルの姿を見つける。

キョウ：ミシェル！

凛々花：ミシェルくん！

ＧＭ：彼が向かう先──このタルタロスの中心部である校庭の真ん中には、熊くまのぬいぐるみを抱だきしめた中学生くらいの少女がいる。そのぬいぐるみは目から異い様ような光を放っており、そこから異様なエネルギーが溢あふれ出でています。

凛々花：あのぬいぐるみが遺産なのかしら。ということは、あの子が神使いなの……？

ＧＭ：「鷺乃宮キョウ──それに、姫ひめ!?　なぜ来たんだ！」と、ミシェルは一瞬あなた方に気を取られるものの、すぐに翼つばさを展開し、攻撃を開始するんですが──。




　大天使ミカエルの力を秘ひめた炎ほのおの翼が、ハデス神の力を放ち続ける少女を薙なぎ払はらおうとする。だが、その直前──少女は目に涙なみだをため、か細い声で呟つぶやいた。

「助けて……」




凛々花：い、今助けてって言った!?

キョウ：ミシェル、待つのだ！

ＧＭ：「……くっ!!」少女とキョウの声にミシェルは一瞬躊ちゆう躇ちよし、攻撃の手を止める。その瞬間、ぬいぐるみから放たれた衝しよう撃げき波はに吹ふき飛とばされ、あなた方の近くまで後退する。

キョウ：無事であったか!?

凛々花：ミシェルくん、あれって……あの女の子が神使いなの？

ＧＭ：「……恐おそらくは。いや、しかし──」とミシェルが答えあぐねる。

キョウ：説得はできんものかのう。娘むすめよ、余らの声が聞こえるか？　今すぐこのようなことはやめるのだ！

ＧＭ：少女は涙目でふるふるとかぶりを振ふる。「たすけて……！　私、こんなことしたくないよ……！　こんなのいやだよ……怖こわいよ……、怖いよ……！」

凛々花：これって……わたしと同じ、〝恐きよう怖ふ〟の衝動……？

キョウ：むう……あの娘こが熊を使っておるのか？　いや、逆ぎやくのようにも見えるが……。

凛々花：ＧＭ、その女の子も神性婚礼参加者の指輪をしてるの？

ＧＭ：いい質しつ問もんです。少女は指輪をしていませんが、熊のぬいぐるみにアクセサリのようにぶら下がっております。

凛々花：あの熊が本体なの!?

キョウ：ぬうう、なんとかあの娘を助ける方法はないのか？

ＧＭ：では、〈知覚〉で判定をしてみてください。難易度は12です。

凛々花：いざとなったら《妖よう精せいの手》も使おう。……うう、失敗。

キョウ：〈知覚〉か！　……おお、14で成功だ！

ＧＭ：了解です。では、キョウにはまず以下のことがわかります。




　目を凝こらしてよく見ると、少女は必死に熊のぬいぐるみを手放そうとしている。だが、その手は微かすかに黒く変色しており、徐じよ々じよにぬいぐるみと融ゆう合ごうしつつあるように見えた。

　周囲の状じよう況きようも同じだ。ぬいぐるみから放たれるどす黒い瘴しよう気きは周囲を侵蝕し、異い質しつなものへと変化させていっている──。




ＧＭ：ぬいぐるみは少女から離はなれない、というか、一瞬離れてもまたすぐ少女に戻るような状じよう態たいです。それだけでなく、どんどんぬいぐるみに取とり込こまれ始めている。

キョウ：なんだと！　で、どうすればいいのだ！

ＧＭ：方法はひとつ。女の子からぬいぐるみを引きはがすと同時にそのぬいぐるみを破は壊かいすること。これはキョウひとりでは実行できません。引きはがすにも破壊するにも、一定のダメージが必要です。

キョウ：むう。同時に二回ダメージを出す、ということか。

凛々花：……どうしよう。わたしじゃ無理だね。

キョウ：いや！　ミシェル、お主が余に協力せよ！　そうすればあの娘を助けられる！

ＧＭ：「協力……!?」と、ミシェルは驚おどろいた顔をする。

キョウ：あのぬいぐるみを娘から引きはがし、同時に破壊できるだけの攻撃をせねばならん。余と凛々花だけでは無理だ！　おぬしも手伝え！

ＧＭ：「……あの少女も助けられるのか。なら、断ことわる理由はどこにもない」

凛々花：ミシェルくん！

キョウ：うむ、よくぞ言った！　で、どっちがどっちを担たん当とうする？

ＧＭ：「……僕ぼくがまず切きり込こんでぬいぐるみを引きはがす。タイミングは合わせるから、お前は全力で熊を破壊することだけを考えろ、鷺乃宮キョウ」

凛々花：キョウくん、ミシェルくん……。こんな時自分が支し援えんしかできないのは少しもどかしいなあ。でも、できることを精せい一いつ杯ぱいやるよ！

キョウ：その気持ちだけで十分だ！

ＧＭ：「勿もつ体たい無のうございます、姫」

凛々花：ふたりとも……気をつけて！




　凛々花の激げき励れいを受け、キョウとミシェルが一瞬視線を合わせて頷きあう。

　次の瞬間、ふたりは同時に駆かけ出だしていた。

　最初に切り込んだのはミシェル。だが、害意を察知したぬいぐるみ＝ハデスは、全身から放つ瘴気を鋭えい利りな鎌かまへと変貌させ、ミシェルを切きり刻きざむ──！




キョウ：ミシェル！

凛々花：ミシェルくん！

ＧＭ：「僕に……構かまうな！　行くぞ、鷺乃宮キョウ！」ミシェルは自分が切きり裂さかれるのも構わず、背せ中なかから炎の翼を展開し、ぬいぐるみを薙ぎ払おうとします。

キョウ：ミシェル、おぬし……！　わかった、必ずやり遂とげてみせるぞ！

ＧＭ：では、ルールを説明します。ここでキョウは《神殺し》を組み合わせた攻撃を行い、ダメージを70点以上出せればぬいぐるみ──ハデスを撃げき破はできます。

キョウ：ううむ、ギリギリだのう。足りなんだ場合はどうなるのだ？

ＧＭ：何度でもトライできますが、二回失敗するとその場でミシェルが死亡します。

凛々花：えええええ!?　し、死んじゃうの!?　戦闘不能とかじゃなく!?

ＧＭ：その通りです。以後、彼は『デイズ』シリーズから完全に退たい場じようします。勿もち論ろん、その時点でぬいぐるみを引きはがせなくなりますので、少女も助けられません。

キョウ：お、おおお……。

凛々花：これは、失敗できないね……。

キョウ：う、うむ。どのみち《神殺し》は今一度しか使えぬ。全力でいくしかあるまい！

凛々花：うん……！　まずはキョウくんに《導みちびきの華はな》を使うよ！

キョウ：ありがたい！　ならば全力で往ゆかせてもらうぞおおおッ!!




　全身を切り裂かれながら、キョウと凛々花、そして見知らぬ少女のために活路を開こうとするミシェル。その努力を無む駄だにしてなるものかと、全ぜん霊れいを込こめて拳こぶしをふるうキョウ。

　凛々花が舞まわせた白い花びらの中、キョウの右手に神を滅めつする日輪が輝かがやく！




キョウ：《ブラッドバーン》《神殺し》も含ふくめたすべてを組み合わせて攻撃だ！　おお、かなりクリティカルしておるぞ！　達成値は68！　うおおおお、ダメージは96点！




　キョウの一撃と共に、熊のぬいぐるみは激はげしい断だん末まつ魔まを上げる。そこから死神のようなシルエットが現あらわれたかと思うと、空中に溶とけるようにして消え去った。

　あとに残るのは、ぼろぼろのぬいぐるみと、気を失った少女。元の姿に戻った中学校、そして、満まん身しん創そう痍いのミシェルだ。




ＧＭ：ミシェルは「……見事だ、鷺乃宮キョウ」と言って膝ひざをつき、肩かたで息をしている。

キョウ：おぬしも中々のものだったぞ。傷きずは大丈夫か？

ＧＭ：「僕は問題ない。それより──」と、倒たおれた少女に視線を向ける。

凛々花：それじゃあ、わたしが女の子に駆かけ寄よろう。……様子はどうなのかな？

ＧＭ：少女は気を失っているだけです。それを見て、ミシェルは安あん堵どの溜ため息いきをつく。

凛々花：大丈夫なんだ……！

キョウ：余もホッとしたぞ。ミシェルよ、おぬしは悪いヤツではなさそうだな。

ＧＭ：「……こちらのセリフだ。僕ひとりでは彼女を助けられなかった」と言って、軽く笑えみを浮うかべる。「諸もろ共ともに倒たおすしかない、そう考えてはじめていたところだった……」

キョウ：……そうであったか。

凛々花：ひょっとして……随ずい分ぶん先に行ったのに倒たおせてなかったのってそのせいなのかな。

キョウ：かもしれぬのう。こやつ、思ったよりいい奴かもしれん。

ＧＭ：「感かん謝しやする、鷺乃宮キョウ。お前が少女を見み捨すてるような人物でなくてよかった」

キョウ：な、なんだ？　照れるではないか（笑）。

凛々花：……うん、ふたりがいてくれてよかった。あ、ミシェルくんへのロイス、〝不安〟が表になってたんですが、今のやりとりで〝誠せい意い〟を表にしておきますね。

ＧＭ：お、了解です。それは嬉うれしい。

キョウ：な、なんだと！　くそ、やっぱり二回失敗しておけば……（爆ばく笑しよう）。

凛々花：こらー！（笑）

ＧＭ：「だが、神性婚礼については話は別だ。僕はまだ勝ちを譲ゆずるつもりはない」

キョウ：それはこちらのセリフだ！　余とて負けるつもりはないぞ！

凛々花：そんな場合じゃないでしょ、ふたりとも！　お兄ちゃんや会長と合流したり、この子を病院につれてかないと！

斗月：……とうとう、まとめて叱しかられるように（笑）。




　凛々花にたしなめられ、シュンとしながらも顔を見合わせて笑うキョウとミシェル。

　ひとりの少女を救ったことで、ふたりの間にわずかな絆きずなが芽生え始めていた。







◆Middle 07◆The Last One


Scene Player ───雲雀風見






　白鷺市の各所で行われた戦いを終え、キョウたちは一いつ旦たん合流することになった。

　襲しゆう撃げきしてきた神使いは五人。うち三人までは打うち倒たおし、ひとりは逃にげ、最後のひとりは未だ姿を見せない。残るふたりは一体どこに潜ひそみ、何を企たくらんでいるのか──？




ＧＭ：それでは、三ヶ所での戦いを終え、全員が合流するシーンです。

凛々花：合流するのは鷺乃宮家がいいのかな。

キョウ：斗月お義兄にいさまはこちらに向かってくれておるのであったか？

斗月：……ム。だが、そちらが何事もなく済すんだのなら確たしかに鷺乃宮家の方が安全だろう。携けい帯たいで連絡を取り合って合流することにしよう。

風見：会長も戻るんだけど、東雲くんもついてきてくれるの？

ＧＭ：はい、この戦いがひと段だん落らくするまではあなた方に協力してくれます。

キョウ：心強いのう。では、我わが家やで一度合流するとしよう！

ＧＭ：では、鷺乃宮の本家で一旦休息と情じよう報ほう交こう換かん、というシーンですね。購こう入にゆう判定はひとり一回行って構かまいません。あと、ＨＰが減へっていれば全ぜん快かいしてＯＫです。

斗月：おお、それは助かる。応おう急きゆう手当てセットを買っておこう。




　一度鷺乃宮本家に戻もどり、身体からだを休め、互たがいの情報を交換する一同。

　やはり、話題は残りの神使い──斗月の前から逃げたカーリーと、彼女と組んでいると思おぼしき存在のことだ。




斗月：……残るはふたりか。カーリーとやらは、誰だれかとつるんでいる様子だったが。

風見：それが最後の神使い、って可か能のう性せいは高そうだよね。

斗月：ああ。問題はどこにいるのかだが──。

ＧＭ：では、そこでおもむろに軽けい快かいなコール音が鳴なり響ひびく。どうやらミシェルに着信があったようです。着信を見て、「マスター・トードーからの連絡だ」と言います。

斗月：その携帯をひったくる（即そく答とう）。

凛々花：お兄ちゃん！

ＧＭ：わかりました。ミシェルは不意を打たれたのと怪け我がの影えい響きようで、斗月に携帯を奪うばわれる。

斗月：すぐに電話に出るぞ。……親父おやじ、俺だ。わかるか。

ＧＭ：『お、その声は斗月か？　なんだ、ミシェルと一いつ緒しよにいるのかよ』電話の向こうの声は間ま違ちがいなくあなたと凛々花の父、藤堂修記郎です。

斗月：……どうでもいいだろう。それより、今まで何をしていた。そう言って携帯をスピーカーモードにして、全員に聞こえるようにする。

ＧＭ：修記郎は構わず話し続けます。『俺は俺で大変だったんだよ。神使いをひとりブッ倒たおしたあと、正体のわかんねぇひとりを探さがしてたんだからよ』

斗月：なに…………？　居い場ば所しよを特定できたのか？

ＧＭ：『当然だろ。だから連絡したんじゃねぇか』

凛々花：ほ、ほんとに!?

風見：有ゆう能のうだなあ、斗月くんたちのパパは（笑）。

キョウ：最後のヤツはどこにいるのだ！

ＧＭ：『落ち着けって。ミシェルもよく聞けよ。最後のひとり──いや、ふたりか。そいつらは閉へい館かんになった映えい画が館かんに潜せん伏ぷくしてる』




　修記郎の口から、敵の潜伏先と思われる場所の詳しよう細さいが語られる。それは商店街の路ろ地じ裏うらにあり、一〇年以上前に閉館になった小さな映画館だ。




ＧＭ：『詳しい地図を送る。俺もおっつけそっちに行くからよ』そこまで言うと通話が切れる。

斗月：……ム。信じていいものかどうか。

ＧＭ：「斗月様」とアンナが声をかけます。「先さき程ほど尾行させた者たちからも報ほう告こくがありました。残念ながら途と中ちゆうで見失ったようですが、商店街方面に行ったのは間ま違ちがいない、と」

斗月：…………ム。

風見：アタリっぽいね。それにしても、映画館とはまた妙みようなとこに逃げてるね。

キョウ：妙と言えば、なぜ連中は凛々花や余に向かってこず、街中で暴あばれたのであろうな。

風見：んー……そうだね。凛々花くんを狙ねらってきたのってあの観音くらいだよ？

キョウ：あやつのことはもう忘わすれたいのう（笑）。

凛々花：……あのスズカさんって人、わたしの居場所を教えてたんだよね？

風見：そうなんだよねー。なのに直ちよく接せつ来ずに町で暴あばれてた。会長困こん惑わく。

キョウ：いや、ウジウジと考えるのは余らしくないな！

凛々花：キョウくん？

キョウ：相手は凛々花を狙っておって、あの典儀とやらが場所を教えておるのだろう？　ならば、凛々花は余のそばで守り、先に憂うれいを断たつのが先決であろう！




　ぐっと拳を握にぎり締しめて主しゆ張ちようするキョウ。こと凛々花を守ることとなると、この若わか君ぎみは真まっ直すぐに最短距きよ離りを選ぼうとする。

　──そして、得てしてそれは最さい適てき解かいであったりするのだ。




斗月：……ム、キョウの言うとおりだな。親父への追及は神使いを片付けてからだ。

風見：ま、そりゃそうだね。会長賛さん成せい。

ＧＭ：「僕も賛成だ。そばにいればより確かく実じつに姫をお守りできる」と、ミシェルも同意する。

凛々花：……ありがとう、みんな。

キョウ：では、話は決まったな。──ところで、東雲も一緒に来てくれるのか？

ＧＭ：「ああ。最初から、今回は全面的に協力するつもりだ」と首しゆ肯こうする。「しかし今の通話の声は──いや、まさかな」

キョウ：む？　お義父とうさまの声に覚えでもあるのか？

ＧＭ：「いや、気のせいだろう。今はまず目の前の敵だ」

風見：うーん、これは怪あやしい。（笑）。

凛々花：な、なんだろう。……あ、そうだ、ここで聞いていいかな。東雲さんはどうしてわざわざ助けに来てくれたの？

風見：そういやそうだね。遺産がたくさん食えるから、ってだけでもないんでしょ？

ＧＭ：東雲としても、それは予期していない質問だったようです。数秒考えてから、「そうだな。──何故なぜだろうな」と彼らしからぬ返答をする。

斗月：……ム？　自分でもわかってないのか。

ＧＭ：「……敢あえて言うならば」と、東雲はキョウと凛々花に視線を向ける。「お前たちふたりが戦いに巻まき込こまれたのは、私に責任の一端がある。そのためだ」

キョウ：それは否ひ定ていできぬなあ（笑）。しかし、律りち儀ぎなことだ。

風見：東雲くんはキョウくんと凛々花くんが心配なんだよ。キョウくんは自分の若わかい頃ころに似てるんだってさ。オヤジってすぐそういうこと言うよね（一同笑）。

キョウ：余に似ているのか？　……ふむ。東雲、おぬし、好きな人がおったのか？

斗月：なるほど（笑）。

風見：その切きり込こみ方はキョウくんにしかできないね（笑）。

ＧＭ：「いた」と、よどみなく答えます。「だが、もういない」

凛々花：……亡なくなったの？

ＧＭ：「そうだ」と、あくまでも淡たん々たんと返答する。

風見：……あんまり聞いてほしくなさそうだね。

キョウ：……うむ、そうだのう。すまぬ、ぶしつけであったな、東雲。

ＧＭ：「過か去こを隠いん蔽ぺいしているわけではない。──それより、向かうのだろう」

キョウ：そうだな！　では、映画館に向かおう、みんな！　先手必勝だ！




　キョウの檄げきに応おうじ、仲間たちが頷く。

　向かう先は廃映画館。果たして、そこに待つのはいかなる悪意か──？







◆Middle 08◆THE MOVIESTAR


Master Scene






　白鷺市の商店街から少し外れた路ろ地じ裏うらにその映えい画が館かんはあった。

　閉へい館かんされて封ふう鎖さされたはずのその映画館で、今一本の映画がかけられていた。

　そして、客席にはうっとりとした目でそれを見つめる男がひとり──。




ＧＭ：では、ここでマスターシーンを挿そう入にゆうします。場所は閉館された映画館。そこでは、ひとりの白人男だん性せいが三〇年以上前の古い、余あまり売れなかったハリウッド映画を観みている。

斗月：白人男性？　ふむ……こいつがカーリーの裏うらにいる男か？

風見：間ま違ちがいないだろうね。なんなんだろう。

ＧＭ：男が映画に見入っていると、その隣となりにひとりの女──斗月と戦った神使い、カーリーが現あらわれる。彼かの女じよはせわしなく爪つめを嚙かみ、苛いら立だちを隠かくさずに男に詰つめ寄よります。「なによ、何が第七宇う宙ちゆう電波よ！　意味がわかんないわ！」

斗月：おい（笑）。

ＧＭ：男はやれやれ、とオーバーアクションでかぶりを振ふり、芝しば居いがかった溜ため息いきをつく。「おいおい、僕ぼくはそんなこと言ったかい？　僕はこう言ったんだ」




「花嫁を迎え撃つために、力を合わせて頑張ろう、ってね」

　軽く唇くちびるを舐なめてから、男はアルカイックスマイルを浮うかべてそう答える。明らかに矛む盾じゆんした言葉だ。だが、カーリーはその言葉を聞くと、毒気を抜ぬかれたような表ひよう情じようになる。

「あ、ああ……そうね。そうだったわね」




キョウ：む？　何かおかしい……？

ＧＭ：「僕がキミに噓うそをつくはずないじゃないか、カーリー」と、男はニタニタ笑っている。そんな男にカーリーは疑ぎ問もんを抱いだいた様子もなく、「ええ、無かったわ」と答えます。

風見：噓を信しんじ込こませる能のう力りよく……？

斗月：……っぽいな。一体何の神なんだか。

ＧＭ：「オーケー。それじゃ、いつものとおり三人でやろうじゃないか。なあ、饕とう餮てつ」彼かれはそういうと、Ｅロイス〝さらなる絶ぜつ望ぼう〟を使用。倒たおされたはずの饕餮を蘇そ生せいさせます。とはいえ、オリジナルを模もしたコピーのようなものですが。

キョウ：この三人がつるんでおったということか……。

凛々花：熊くまとか観音様は出てこないの？

ＧＭ：出てきません。饕餮とカーリー、そして彼らの真ん中にいる白人男性だけです。男は満足げに微笑ほほえみ、「さあ、彼らを待とう」と嘯うそぶく。




「僕はキミたちに勝利と真実を与あたえよう。正せい義ぎと公平の神、ロキの名に懸かけてね」

　そう言って、男は白い歯をむき出しにして笑った。

　ロキ──それは北ほく欧おう神話の神の名。狡こう猾かつで噓を好む、トリックスターの名だ。




斗月：ロキか、なるほどな。噓を信じさせる能力……衝しよう動どうは〝妄もう想そう〟ってとこか。

凛々花：ろくでもない神様持ってるなあ……。

ＧＭ：そうして、白人男性はふたたび映画に集中し始めます。あなた方が映画館を訪おとずれる、ほんの少し前の話です。では、ここでシーンを終しゆう了りようします。








〝さらなる絶望〟　いずこからともなく、更なる戦力を呼び寄せるＥロイス。











◆Middle 09◆There's No Business Like Show Business


Scene Player───藤堂凛々花






　先手必勝──そう宣せん言げんしたキョウたちが向かうのは、閉館されて久ひさしい路地裏の古い映画館。寂さびれて人も寄より付つかないその場所から、隠かくし切れない悪意が漏もれているのを感じていた。

　間違いない。残る神使いは、ここにいる。




ＧＭ：では、映画館に向かうシーンとなります。あなた方四人にくわえ、ミシェルと東雲も同行しています。

キョウ：うむ。

ＧＭ：劇げき場じよう内ないは既すでに《ワーディング》が展てん開かいされています。そして、その中であなた方に背せを向けて映画を見ている男がひとり。

キョウ：こやつが最後のひとりか……！

ＧＭ：そして男の両りよう脇わきには、肥ひ満まん体型の小こ柄がらな男と、神しん経けい質しつそうなインド系けいの女じよ性せい。

凛々花：あれ、このふたりって……。

風見：あのふとっちょ、さっき東雲くんが倒たおしたはずだよね。

斗月：……ム。もうひとりは俺おれが取とり逃にがした女だな。

ＧＭ：東雲は太った男──饕とう餮てつを一いち瞥べつすると、「……あれは最も早はや、抜ぬけ殻がらだな」と目を細める。「自じ我がの欠片かけらも窺うかがえん。単なる傀かい儡らいと化しているようだ」

風見：再さい生せい怪かい人じん、ってとこかな。会長納なつ得とく。

斗月：……ム。真ん中の男が黒くろ幕まく、というところか。

キョウ：ぬぬぬ、では真ん中の男に言おう！　凛々花は貴き様さまの好きにはさせぬ！

ＧＭ：少し大げさに肩かたを揺ゆらして、男は「フフ……」と笑う。それから、「いいタイミングだね。そろそろクライマックスの時間だしね」と、背を向けたまま言う。

風見：残念、まだミドルフェイズだよ！（笑）

凛々花：会長、メタなこと言わないの！（笑）

ＧＭ：「随ずい分ぶん大人数で来てくれてありがとう。サインなら構かまわないよ」

凛々花：……は？




　中央の男がキョウたちに振ふり向むく。背の高い、初老の欧おう米べい人じんだ。彼の顔は──今スクリーンで上じよう映えいされている映画の主人公を、いくらか老ふけさせたように見えた。




凛々花：こ、このひと映画俳はい優ゆうなの？

ＧＭ：かなり落ち目で、知る人ぞ知る──というレベルですが、確たしかにハリウッド俳優です。名前はジョージ・レミントン。彼のことを知っていても構いません。ちなみに上映されている映画は、数少ない彼の主しゆ演えん作さくである戦争映画です。一九八〇年くらいの。

斗月：……ム。俺は時じ代だい劇げきしか見ないので知らん。

凛々花：わ、わたしも高校生だし知らない（笑）。

キョウ：はっはっはっ、余よも知らぬぞ！

風見：会長知ってるよ！　売れてないとはいえハリウッド俳優はすごいよねー。こんな日本のいち地方都市に来られてもリアクションに困こまるけど（一同笑）。

ＧＭ：ジョージはそのまま凛々花に慈いつくしむような視し線せんを向けます。「……久ひさしぶりだね」

凛々花：え？

キョウ：なんと？

ＧＭ：「凛々花、まさかキミがあの時の少女だとは思わなかった」

凛々花：えええ!?　あ、会ったことが──。

ＧＭ：（さえぎって）「そう、あれはキミが小学生の頃ころだ。僕が初めて出た映画──と言っても、端は役やくだったけれど」

凛々花：え、あの、もしもし？

ＧＭ：（陶とう酔すいして）「その映画を、キミはシカゴのシアターで観ていたよね。僕は自分の出番を──ハハ、少し恥はずかしいな。自分の出番を確かく認にんしたくてそのシアターに行ったんだ」

キョウ：凛々花はシカゴに行ったことがあるのか？

凛々花：ないない、ないよ！　ないよね!?（笑）

斗月：……ずっと病気療りよう養ようしていたのに、なんでシカゴに行くんだ。

凛々花：う、うん。あの、初対面だと思うんですけど……。

ＧＭ：「そんなことはないよ。覚えているだろう──？」と、ここでジョージは凛々花にＥロイス〝孤こ独どくの叫さけび〟を使用する。

斗月：……ム。

凛々花：な、なにそれ。嫌いやな予感がする！（笑）

ＧＭ：ここであなたは即そく座ざに彼、ジョージ・レミントンに対して「Ｐ：懐かい旧きゆう／Ｎ：偏へん愛あい」でロイスを取得します（一同爆ばく笑しよう）。

凛々花：ええええええええ!?




　ジョージに見つめられた凛々花に異い変へんが起こる。一いつ瞬しゆん身を竦すくめたあと、彼女の中に眼がん前ぜんの俳優を懐なつかしむ気持ちと、子どもの頃に出会ったという記き憶おくが作り上げられていく──。




風見：シカゴで会った記憶ができちゃったよ！（笑）

凛々花：あ、ああ……い、言われてみると……そんな気も……？（笑）

キョウ：シカゴだと!?　貴様そんなところで凛々花に会っておったのか！（笑）

ＧＭ：「もちろん。彼女の励はげましで僕はここまでこれたんだ」

キョウ：なんだと!!

斗月：キョウ、騙だまされるな！　ただの噓だ！　──うちは海外旅行をしたことも、いやパスポートを作ったことさえない！（笑）

キョウ：そ、そうなのか！　おのれ凛々花を騙すとは……！

凛々花：ど、どうしよう……。

キョウ：凛々花、しっかりしろ！

斗月：大だい丈じよう夫ぶか、凛々花……。

凛々花：あの、ＧＭ。これって何か特とく殊しゆな効こう果かはあるんですか？

ＧＭ：いえ、強きよう制せい的てきに取らされるというだけで、他は通つう常じようのロイスと同じです。

凛々花：わ、わかりました。今はちょっとおろおろしてます（笑）。

ＧＭ：「ああ、凛々花。そんなキミを世界のために犠ぎ牲せいにしなければならないなんて──これは悲ひ劇げきだ。実に悲劇だ」

キョウ：……あれも、噓か。

斗月：……ああ。何が目的かはわからんが、ろくでもないヤツだというのはよくわかった。

凛々花：っ……、あ、あなたが知り合いであろうとなかろうと、わたしは犠牲になるつもりなんかないもん！

ＧＭ：「サヨナラだ、凛々花。……凛々花ァーッ！」（一同爆笑）

風見：……なんかどんどん勝手に映画の登場人物になってくね、彼。会長震しん撼かん。

斗月：……やることは変わらん。

キョウ：うむ。凛々花を守るには、あやつらを倒たおすのみだ！

ＧＭ：「だが──キミたちは僕に手を出せまい。僕と凛々花の絆きずなは誰だれよりも強い！」

キョウ：なんだと!?　貴様、ふざけるでないぞ！

ＧＭ：「ふざけてなどいないさ。僕に敵てき意いを向けられないだろう…？」ここでジョージはＥロイス〝虚きよ実じつ崩ほう壊かい〟を使用。とある手しゆ段だんでこの効果を解かい除じよするまで、凛々花との強い絆に守られ、誰も彼を攻こう撃げきできなくなります。

キョウ：なんというヤツだ！　惑まどわされるな！（凛々花を見る）

風見：うん。攻撃できないのは困るね。とある手段、か（凛々花を見る）。

斗月：……困るな。強い絆だそうな（凛々花を見る）。

凛々花：……うん。さっき貰もらったロイスをタイタスにします。あの、やっぱり会ったことはないですよ？（笑）

斗月：……至し極ごく真っ当な答えだ。

風見：で、どうなのかな？（笑）

ＧＭ：「…………ガッデェェェム！　女はいつもこうだ！」（一同爆笑）




「オリオン銀ぎん河がが光ったあのころ紫陽花あじさいの花はニューヨークで女が自ら羽う化かする時にベルリンで凍こおれるヒグマが遡そ上じようし産さん卵らんする！　悪悪悪悪！」

　打って変わって荒あらっぽい口調になり、床ゆかに唾つばを吐はき捨すてながらジョージが毒づく。だが、その言葉は何の意味もなく、支し離り滅めつ裂れつだ。

　同時に、凛々花の中に楔くさびのように打うち込こまれた、偽いつわりの記憶がぽろりと抜ぬけ落おちていく。




斗月：何を言ってるんだこいつは……。

凛々花：き、きもちわるっ……!?

風見：噓というか、意味わかんなくなっちゃってるね。……暴ぼう走そうしてる？　会長ドン引き。

キョウ：だが、凛々花の判はん断だんは正せい解かいだったようだな。

ＧＭ：はい。凛々花の改かい竄ざんされた記憶は戻もどり、ジョージは先ほどまでとは一変して荒あらい口調になります。無む論ろん、ここで〝虚実崩壊〟も解除です。

凛々花：そもそも、聞いたこともない名前だし……（一同爆笑）。

風見：俳優相手にそれはきついね！（笑）

凛々花：あ、キョウくんなら知ってるんじゃない？

キョウ：いや、海外の俳優などを数百人招まねいたパーティーでも見たことがないぞ（爆笑）。

ＧＭ：「どこまでもコケにしやがって……！　楡にれの木の下で未来と夢ゆめを誓ちかい合った二匹ひきの魚が求める噓と真実が紫むらさきのクジラに吞のみ込こまれる！」

凛々花：まったく意味不明だけど、怒おこってるってことだけはわかるわ（笑）。

ＧＭ：「饕餮、カーリー！　我わが神ロキは乙おと女め座ざから八時方向に虹にじのシャワーを浴びて拷問台から滑すべり落おち冥めい王おう星せいが衰すい退たいする！　殺せ！」ジョージの号令に左右のふたりが応おうじる。

斗月：……ム。この意味不明な言葉に応じられるぶん、他のふたりも尋じん常じようじゃないな。

キョウ：どちらにせよやることは同じであろう！　余は負けぬぞ！




　残る三人の神使いに相対するのは、キョウ、凛々花、斗月、風見のいつもの四人に東雲とミシェルを加えた六人。場末の映画館を舞ぶ台たいに、神しん性せい婚こん礼れいが山場を迎むかえる！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：戦せん闘とうに入る前に、東雲とミシェルについて説明しておきます。彼らは一種のアイテムとして扱あつかいます。効果は以下の通り。




■東雲

タイミング：オート

難なん易い度ど：自動成功

対象：単体　射しや程てい：視し界かい

　ダメージロールの直前に使用する。そのダメージに＋２Ｄ10する。この攻撃で「遺い産さん」を持つオーヴァードが戦闘不ふ能のうになった場合、その「遺産」は完全に消しよう滅めつする。この効果は１ラウンドに１回使用できる。ミシェルと同時に使用できない。




■ミシェル・ベルジュラック

技ぎ能のう：なし　タイミング：オート

難易度：自動成功

対象：自身　射程：至し近きん

　メインプロセスの直前に使用する。そのメインプロセスで行う攻撃の射程を「視界」、対象を「場面（選せん択たく）」に変へん更こうする。この攻撃で「遺産」を持つオーヴァードが戦闘不能になった場合、その「遺産」は完全に消滅する。この効果は１シーンに１回使用できる。東雲と同時に使用できない。




斗月：……ム。東雲は威い力りよくが低めだが連発できる《神殺し》といったところか。

風見：会長の攻撃にあわせてもらえると助かるかもねー。

凛々花：ミシェルくんはキョウくんと一いつ緒しよに戦うのがよさそうだよね。《神殺し》の使用回数も節約できるし。

キョウ：むむ、そうだのう。足を引ひっ張ぱるでないぞ、ミシェル。

ＧＭ：ミシェルは「当然だ」と強く言い切る。では、まずセットアップです。行動値ちが一番高いのは風見ですね。

風見：会長は《女王の降こう臨りん》。《狂戦士》を自分に使うよー。

ＧＭ：ジョージも行動値16で《女王の降臨》と《狂戦士》を使用。対象はカーリー。

斗月：……向こうもソラリスか。

凛々花：ロキは確かにソラリスっぽいなあ。

ＧＭ：次に行動値14で饕餮が《虚きよ無むの障しよう壁へき》＋《小さき魔ま眼がん》、カーリーは行動値９で《フルパワーアタック》を使用。

斗月：……ム。《サポートデバイス》だ。

凛々花：わたしはセットアップにできることがシナリオ１回なので今は使わずにおきます。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、最初のイニシアチブでカーリーが《加速する刻とき》を使用！　マイナーで《完全獣じゆう化か》＋《知ち性せいある獣けもの》＋《ハンティングスタイル》＋《インフィニティウェポン》その他を使用、多面多た臂ひにいくつもの剣けんを構かまえた異い形ぎようの姿すがたになります！




　戦闘の直後、最初に動いたのはカーリーの名を持つ女だ。伝説におけるカーリー神さながらの異形と化し、いくつもの剣でキョウに襲おそいかかる！




ＧＭ：「あ、あたしはあんたなんて嫌きらいなんだからね！」と言いながら《コンセントレイト》＋《マルチウェポン》＋《獣の力》その他で攻撃。達成値は65！

凛々花：だからなんでツンデレっぽいの!?（笑）

キョウ：それはかわせぬ……！

斗月：……ム、さっき応おう急きゆう手当てキットを使わせてもらったのでＨＰは全ぜん快かいだ。《グラヴィティガード》を使ってカバーリングする。

ＧＭ：ダメージは92点、装そう甲こう無む視し。

斗月：こちらは40点軽けい減げん……！

風見：おっと、《波は紋もんの方ほう陣じん》を使っちゃうよ。……33点軽減！

斗月：ダメージは都合19点。うむ、これでは倒たおれん。残りＨＰ13点だ。

凛々花：さすがお兄ちゃん！

キョウ：おお……ありがとうお義兄にいさま！

風見：それじゃ会長だね。《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》＋《風の渡わたし手》その他で全員攻撃しちゃうよー！　達成値はえーっと、ダイス目が40……。

凛々花：《妖よう精せいの手》を使います！　もう一回お願い、会長！

風見：お、ありがとー♪　これでさらにクリティカルしちゃうね。達成値は69！

ＧＭ：饕餮は《グラヴィティガード》＋《歪ゆがみの領りよう域いき》、カーリーはガードを宣言。ジョージはドッジ失敗、そのままダメージを受けます。

風見：ふっふっふ、ダメージロールに東雲くんの助けも借りちゃうよ。




　風見の周囲に巻まき起おこる、甘あまく弾はじける柑かん橘きつ系けいの香かおり──。

　それは敵てき意いあるものの戦意を殺そぎ、精せい神しんを蝕むしばむ、かわいさという名の毒。そこに怯ひるんだ三人の神使いに、東雲の一いち撃げきが飛ぶ！




風見：ダメージは54点、装甲無視！

ＧＭ：饕餮は32点軽減し、《歪みの領域》の効果で風見に15点ダメージを返します。また、カーリーもガード値３点を引いた51点をＥロイス〝怨おん念ねんの一打〟で風見に与あたえたのち、ＨＰが０になるので戦闘不能。さらに東雲によって遺産も破は壊かいされます。

斗月：……ム、最初に会長が使ったのは大だい正せい解かいだな。

風見：そうだねー。で、ここはタイタスを使わずに倒たおれておくよ。会長昏こん倒とう。

キョウ：うむ、あとは余に任まかせるがよい！

ＧＭ：しかし、次はジョージの行動です。が、その直前のイニシアチブで《原初の虚：極大消滅波》を使用！　彼が合図をすると、虚こ空くうから様々な映画の主人公に扮ふんしたジョージ・レミントンの幻げん影えいが現あらわれて攻撃をしてくる！　ダメージは28点！

斗月：じ、自分がたくさん出てくるのか……。ジョージ・レミントンのロイスを取って即座にタイタスにして昇しよう華かだ。

凛々花：出しゆつ演えんした映画の登場人物とかなのかな……。わたしは《リザレクト》しました。

キョウ：余は28点では倒たおれぬ！

ＧＭ：く、出目が低かったか……。しかしダメージを与あたえたので《喰くらわれし贄》＋《背はい徳とくの理》＋《原種暴走》を使用します。「思い出すよ、初はつ主しゆ演えん映画『カサンドラ戦線１９ＸＸ』のことをね……」

凛々花：び、Ｂ級っぽいタイトルだなあ……（笑）。

キョウ：さぞかし売れなかったのであろう。

ＧＭ：「俺はスターだ！　惑わく星せいの間かん隙げきで牝め鹿じかの角がそびえ立つ！」自分の行動で《コンセントレイト：ソラリス》＋《絶対の恐怖》！　達成値は54、対象は範はん囲い！

凛々花：お兄ちゃん、わたしはまだ大丈夫！　キョウくんを！

斗月：……ム。もう一度キョウをカバーリングだ。

キョウ：く、すまぬ！

ＧＭ：ダメージは53、装甲値無視。ジョージが激げつ昂こうして指を鳴らすと、背はい後ごにあるスクリーンから宇う宙ちゆう船せんのビジョンが出てきてビームを撃うつ。

斗月：……ム。会長のロイスをタイタスにして起き上がろう。彼が倒たおれたままの戦いというのは初めてだし、見方や接せつし方かたを今後少し変えるための前ぜん段だん階かいとして。

風見：じゃあバックのスクリーンに会長の笑え顔がおが映うつるよ（笑）。

凛々花：わたしはまだ《リザレクト》できるから大丈夫。

キョウ：くっ……皆みなの尽じん力りよく、かならずこの一撃で応こたえてみせるぞ！

斗月：……ム。頼たのむぞ、キョウ。

ＧＭ：ですが次は饕餮の行動！　《黒の鉄てつ槌つい》＋《魔ま王おうの腕うで》＋《魔ま神じんの心しん臓ぞう》で凛々花を狙ねらう！　達成値は44！　饕餮の生み出す無数の顎あごが凛々花を狙う！

凛々花：避よけられないっ……！

キョウ：凛々花！

斗月：……《グラヴィティガード》でカバーリングだ。

ＧＭ：お、出目がいい。37点に硬こう直ちよくとダイスペナルティ15個こ、装甲は有ゆう効こうです。

斗月：33点とめて４点ダメージ。バッドステータスは仕方ない。……あとは任せるぞ。凛々花、キョウ。

キョウ：当然だ！　ここでミシェルの能力を使って一気に攻撃すればよいのだな！

凛々花：うん！　キョウくん、ミシェルくん、いくよ！　《導みちびきの華はな》！

キョウ：うむ、ここでミシェルの効果を使うぞ！　そしてマイナーで《骨ほねの剣》、メジャーは《爪剣》＋《ブラッドバーン》その他を組み合わせて攻撃！　達成値は81だぁっ！




　凛々花の紡つむいだ白い花が舞まい、それに導みちびかれてキョウとミシェルが駆かけ出だした。

　最初に動いたのはミシェル。彼の背から広がる炎ほのおの片かた翼よくが一いつ閃せん、ジョージと饕餮を紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包み、その動きを封ふうじる。キョウの真正面、直線上に敵ふたりが並ならぶように。

「貫つらぬけ──！　鷺乃宮キョウ！」

「うむ！　任せるがよい！」

　キョウは愚ぐ直ちよくに右みぎ腕うでを──白鷺の翼の如ごとき刃を突つき出だした。



















凛々花：《力の法ほう則そく》も使うよ！　これで決めて、キョウくん！

キョウ：さすがは凛々花！　[image: 146]点、装甲無視だ！

ＧＭ：そ、それはジョージ、饕餮共に耐たえられない！　「バ、バカな……！　主しゆ演えんであるこの俺が、なぜ……！」

キョウ：主演俳優はこの余だからに決まっておろう！（一同爆笑）

凛々花：なんでキョウくんもそんなに自信満々なの!?（笑）

風見：かわいそうに……唯ゆい一いつジョージくんのことを知っていた会長は戦闘不能だよ（笑）。

斗月：……そもそも、これは映画ではない。現げん実じつだ。

ＧＭ：「くそ……こんなところで撮影終了クランクアツプか」そう呟つぶやいた彼が舌したをべろりと出したかと思うと、その舌が炎に包まれる。

キョウ：なるほど、こやつの遺産はその舌であったか……。

斗月：……ム。噓を信じ込ませる力、だからか。なるほどな。

ＧＭ：同様に、饕餮の身体からだも炎に包まれます。先ほど風見と東雲に倒されたカーリーも含ふくめ、三人の遺産、そしてその身体はぼろぼろと崩くずれ始める。

斗月：これは……やはりミッショネルや観世音菩ぼ薩さつの時と同じか。




「遺産」の消滅と共に、三人の神使いもまたその身が崩くずれ去さり、あとには何も残らない。敗者の壮そう絶ぜつな末路に、一同が思わず息を吞のむ。




凛々花：神使い──って、遺産を破壊されたらみんなこんなふうに死んじゃうの？　だとしたら、キョウくんやミシェルくんも──。

ＧＭ：「いえ」とミシェルが首を振ふる。「さっきの少女のように、遺産と自身が一体でない場合は問題ありません」

凛々花：じゃ、じゃあやっぱりキョウくんやミシェルくんは……。

ＧＭ：「それも問題ない、と一度言ったはずです。そうならないよう、鷺乃宮キョウを死なせないための手段はマスター・トードーが用意しておられます」

凛々花：お父さんが……？

斗月：……それはお前の口からは言えない、というわけか。

ＧＭ：ミシェルはコクンと頷うなずきます。

キョウ：お義父とうさまに聞くしかあるまいのう。

風見：ともあれ、これでひと通り倒したわけだね。

ＧＭ：「これで──あとは僕とお前だけだ。鷺乃宮キョウ」

キョウ：……うむ。して、どのように決着をつける？　余は負けぬぞ。

ＧＭ：「それは──」とミシェルが言いかけたところで、映画館の入り口から声がかかる。

一同：!!




「そっから先は俺が話そう。イチから説明してやったほうがいいだろうしな」

　映画館の中によく通る、低く重い声。

　一同が視線を向けると、凛々花と斗月の父・藤堂修記郎がそこに立っていた。




凛々花：お父さん！

斗月：（眉まゆ根ねを寄よせて）……ム。

ＧＭ：「よ、凛々花、斗月。ご苦労だったな」

斗月：何を暢のん気きなことを言っている。場所が分かっているなら、何故なぜ手伝いに来なかった？

ＧＭ：「こっちにはこっちの都合ってもんがあんだよ。聞きたいことはそれじゃねえだろ？」

斗月：ム…………。

キョウ：お義父さま!?　はじめまして！（一同爆笑）

ＧＭ：「キミが鷺乃宮キョウくんか。はじめまして、斗月と凛々花の父の修記郎です」

キョウ：お義父さま、娘むすめさんを余にください！　金ならあります！（爆笑）

凛々花：早いよ!?（笑）

ＧＭ：「ああ、不束ふつつか者ものだがよろしくな」とニッカリ笑う。

凛々花：ええええええ!?　おとうさああああああああああああああああああん!?（笑）

斗月：（絶ぜつ句くしている）

キョウ：お、おおおおおおおお……!?

風見：わー、おもしろい（笑）。ねえねえ、会長はもう起きてもいいの？

ＧＭ：構いません。……そうですね、では風見がまず気づくのですが、修記郎を見た東雲の表情が少し変わります。驚おどろきがうかがえますね。

風見：おや？　東雲くん、凛々花くんと斗月くんのお父さんを知ってるの？　会長興きよう味み津しん々しん。

ＧＭ：東雲は「古ふる馴な染じみだ」と風見に答えると、修記郎に向かって「二〇年ぶりか、剃刀レイザー。名前が変わっていたことなど知らなかったぞ」

一同：ええええええええ!?

凛々花：……わたしたちのお父さんって一体!?（笑）

斗月：わからん…………。

凛々花：もう聞きたいことが多すぎて、何から話せばいいのか……。

ＧＭ：「ま、話をするにも全員ボロボロだ。長い話になる──時間と場所を改めた方がよさそうだな」そう言って、斗月の傷きずをポンと叩たたく。

斗月：痛いたい…………（笑）。だが、だからといって去られても困る。

凛々花：そうだよ！　お父さん、またいなくなっちゃうの……？

ＧＭ：「ふむ……」

キョウ：ならばお義父さま、余の家へ来てくれぬか？

凛々花：キョウくん？

斗月：……ム、なるほどな。いいアイディアかもしれん。

キョウ：客室をひとつ用意させよう。そこならばゆっくり話もできるというもの。それに、もっときちんとお義父さまにご挨あい拶さつもできるしな！（一同笑）

風見：特別顧こ問もんとしては賛さん成せいせざるを得ないね（笑）。

凛々花：……お父さん。

ＧＭ：「……フッ。わかったよ、鷺乃宮のご当主じきじきの申し出を断ことわるわけにゃあいかねえだろうさ」

キョウ：では、すぐに部屋を用意させよう。そう言ってアンナに連れん絡らくを入れておくぞ。

ＧＭ：了解です。時を置かず、メイド軍ぐん団だんが迎むかえに来るでしょう。

斗月：……ム。素す直なおに来るのか、と少し驚おどろいておく。

ＧＭ：「俺ァその客室とやらで待ってる。お前らはとりあえず帰って身体を休めて、明日もきちんと学校に行きな。放課後部屋まで来たら話してやるよ」

風見：きちんと学校に行け、ってのはお父さんっぽいね（笑）。

斗月：（眉根を寄せて）今いま更さら過すぎるがな………。

凛々花：や、約束してよ？　いなくなったりしないでね？




　まるですがるような声で凛々花が言う。幼おさない頃から、父は少し姿を見せてはすぐにいなくなる、という存そん在ざいだった。一年以上も会えていなかったのだから、尚なお更さらだ。




ＧＭ：「ああ、約束だ」と、修記郎は凛々花の頭をごつごつした大きな手で撫なでます。その仕草は、斗月の仕草とまるで同じ。

斗月：ム…………。

凛々花：うう、ほだされちゃうなあ……。

ＧＭ：涙なみだぐむ凛々花を修記郎がもうひと撫でしたあたりで、メイド軍団があなた方を迎えにやってきます。

キョウ：では、お義父さまはあのメイドたちに続いてくだされ。

ＧＭ：「そうさせてもらおう。行くぞ、ミシェル」「はい、マスター」と、ここでミシェルも修記郎に連れられて退たい場じよう。

凛々花：……そっか。ミシェルくんはわたしやお兄ちゃんよりずっとお父さんと長くいるんだよね。少し複ふく雑ざつな気分。

斗月：……ム。何も言わずに凛々花を撫でる。

凛々花：ありがとう、お兄ちゃん……。

ＧＭ：では、あなた方もメイド軍団に連れられていく、というところでシーン終了です。








〝孤独の叫び〟　孤独感に責め苛まれるが故に、他者に自分の存在を強く印象づけるＥロイス。

〝虚実崩壊〟　妄想を実体化させ、世界を大きく変貌させるＥロイス。

《虚無の障壁》　高重力場の盾を形成して攻撃を防ぐバロールのエフェクト。

《小さき魔眼》　魔眼を分割し、無数の小さな魔眼と化して敵を襲わせるバロールのエフェクト。

《知性ある獣》　完全な戦闘形態を取りながら、武器や防具を操る力と知恵を維持するキュマイラのエフェクト。

《インフィニティウェポン》　物質を変換して白兵武器を作成するモルフェウスのエフェクト。

《歪みの領域》　領域を操作し、弾丸をトレスして相手にぶつけるオルクスのエフェクト。

《原初の虚：●●》　他のシンドロームのエフェクトをコピーして使用するウロボロスのエフェクトのひとつ。

《極大消滅波》　純粋なエネルギーの力場によって対象を消滅させるサラマンダーのエフェクト。

《喰らわれし贄》　レネゲイドを吸収進化させるウロボロスのエフェクト。

《背徳の理》　周囲に存在するレネゲイドを吸収し、自らの力にするウロボロスのエフェクト。

《原種暴走》　レネゲイドを暴走させ、その効果範囲を拡大するウロボロスのエネミーエフェクト。

《黒の鉄槌》　局所的に重力を発生させて敵を押し潰すバロールのエフェクト。

《魔王の腕》　重力によって敵を転倒させるバロールのエフェクト。

《魔神の心臓》　高重力によって敵の動きを阻害するバロールのエフェクト。











◆Middle 10◆Departures


Scene Player ───藤堂凛々花






　映画館での戦いを終えた後、なりゆきから修記郎とミシェルも鷺乃宮本家に滞たい在ざいすることとなった。あくる日には、修記郎から神性婚礼についての話を聞くことになっている。

　その日の夜。鷺乃宮家に集つどった少年少女は、各おの々おのが様々な思いを抱いていた。




ＧＭ：さて、次のシーンですが……。

凛々花：ＧＭ、お父さんから話を聞く前にミシェルくんと話をしておきたいんだけど……。

キョウ：おお、そうだな。余もあやつとはもう一度ゆっくり話しておきたい。

ＧＭ：了解です。では、みんな鷺乃宮家に来ていることですし、映画館での戦いがあった日の夜、ということにしましょう。休息できるので、ＨＰは回かい復ふくしていてＯＫです。

斗月：それは助かるな。

風見：会長たちも登場できるのかな？

ＧＭ：もちろん可か能のうです。

斗月：……ム。様子を見て登場するとしよう。最終的には話を聞く必要がある気がするし。

凛々花：あー、でもどうやってミシェルくんと話そうかな。

ＧＭ：では、ミシェルが廊ろう下かでメイド軍団と話しているところに出くわします。

凛々花：メイドさんと？

キョウ：何を話しておるのだろう。




　凛々花が廊下を通りかかった時、ミシェルは鷺乃宮のメイドとなにやら話はなし込こんでいた。どうやら、この屋や敷しきの警けい備び体たい制せいについて聞いているらしい。

　自じ慢まんげに鷺乃宮の総そう力りよくを結集した警備システムについて語るメイド。ミシェルはそれを真しん剣けんな顔で聞いていた。




凛々花：な、なにをしてるの、あの子は（笑）。

斗月：……ム。まあ、らしいといえば、らしいな（笑）。

凛々花：まあいいや。ミシェルくん、って声をかけよう。

ＧＭ：凛々花に気づくと、メイドははたと気づいて仕事に戻ります。ミシェルは「姫ひめ、こんばんは」と礼れい儀ぎ正ただしく一礼。「鷺乃宮キョウは一緒ではないのですか？」

キョウ：今はまだ余は登場しておらぬぞ。不ふ埒らちなマネをせんとしたら出てくるがな！（笑）

凛々花：あはは、家の中だからっていつでも一緒にいるわけじゃないよ。

ＧＭ：「そうですか……」と、少し考かんがえ込こむ。

凛々花：キョウくんに何か用事？

ＧＭ：「そうですね。いや──彼だけでなく、あなたの兄上や会長殿どのも含ふくめた皆みなさんに聞いておきたいことがあります」

凛々花：そうなの？　じゃあ、みんなを集めてこようか？

ＧＭ：「……いえ、折角の機会です。まずは姫、あなたに聞きたいことがあります」

凛々花：う、うん。──あのね、その「姫」っていうの、止やめてもらえない？（笑）

斗月：ようやくまともな突つっ込こみが入ったな……（笑）。

キョウ：本当だ！（笑）

凛々花：ずっと言いたかったの！　言うタイミングがずっとなくて！（笑）

ＧＭ：しかしミシェルは「いえ、貴女あなたは僕がお護まもりすべき唯一の存在。どうか姫と呼よぶことをお許ゆるしいただきたい」

凛々花：頑がん固こだなぁ、一四歳さい……。でも、姫って呼ばれるよりは、名前で呼ばれる方が嬉うれしいんだけど。

ＧＭ：「名前……ですか!?」と、なぜか慌あわてた様子で。

凛々花：駄だ目めなの？

風見：何でそんな反はん応のうしちゃうの？（笑）

ＧＭ：「あ、いえ」と、ミシェルは深しん呼こ吸きゆうしてから「り、りり……」までしか言えない。

凛々花：緊きん張ちようしてるのか、かわいいなあ（笑）。

ＧＭ：表情は変わらないものの、よく見れば耳まで真っ赤です。

キョウ：……も、もう我が慢まんできん！　なんじゃあこの空気は──ッ!!（一同爆笑）




　甘あま酸ずっぱい空間を形成していたミシェルに耐たえかね、鷺乃宮キョウ、満を持して登場。




凛々花：キョウくん!?

ＧＭ：「鷺乃宮キョウか。ちょうどいいところに──」

キョウ：（さえぎって）ミシェル、貴様！　次期人ひと妻づまになにをしておるか！（爆笑）

風見：あっはっはっはっ、次期人妻（笑）。

斗月：中々言わない単語だな、次期人妻（笑）。

キョウ：と言いながら耳を引っ張るぞ。この耳か、この耳が悪いのか!?

凛々花：なんで耳なの!?（笑）

ＧＭ：「やめろ！　何を寝ねぼけたことを言っている！　日本の法ほう律りつでは、お前はまだ結けつ婚こんできないはずだろう！」

凛々花：まともな突っ込みであることに喜べばいいのか……？

キョウ：ならばどこかにいけば良い！

ＧＭ：「貴様、姫のためなら国こく籍せきまで変える覚かく悟ごがあるというのか……！」

キョウ：何だってするさー！

ＧＭ：「……流石さすがは、僕が認みとめた男だ。その心意気は買おう」

凛々花：このふたりの仲のよさはなんなの……？（笑）

キョウ：お主も隙すきあらば余の妻を狙うとは、そこだけは才さい能のうがあるのう！（一同笑）

凛々花：何の才能よ!?（笑）

ＧＭ：「誉ほめてもらったと思っておくが……僕が姫を狙うなどありえんことだ。僕はただ、姫を守りたいだけだ」と答えます。「だが、お前が来たのは丁度いい。鷺乃宮キョウ、そして、姫。あなたたちに聞いておきたいことがある」

キョウ：何じゃ？

ＧＭ：「君たちは神性婚礼についてどこまで知っている？」

凛々花：キョウくんと顔を見合わせて。どこまでって……。

キョウ：全然知らん！

斗月：男らしい………（笑）。

凛々花：一いち応おう自分たちの知っていることは話すけど、たぶん最さい低てい限げんのことだけなんだよね。一二人の神使いがいて、わたしを殺そうとしてる。勝ったら願いが叶かなう、くらい。

ＧＭ：「なるほど──」と、得心したような顔になります。「マスター・トードーから明日詳くわしい話があるが、その前に基き本ほん的てきなことだけでも僕から話しておこうと思う」

キョウ：ふむ？

凛々花：でも、それは助かるかな。情じよう報ほうがどばっと一気に出てきても混こん乱らんしちゃうし。

ＧＭ：「斗月氏と会長殿にも話しておいた方がいいだろう。鷺乃宮キョウ、どこか話すのにいい場所はないか？」

凛々花：応おう接せつ室しつとかないの？

キョウ：……いや、よい場所があるぞ。ついてくるがいい。

ＧＭ：ミシェルは素直に頷うなずいてキョウに続きます。

凛々花：お兄ちゃんと会長にも声をかけておくね。




　廊下突つき当あたりにあるエレベーターに入り、上じよう昇しようすること数分。

　そこは、この白鷺市で最も美しい景色を見られる場所のひとつ──鷺乃宮家の屋上であった。




キョウ：どうだ！　ここで星空を見ながら話すがよい！（笑）

凛々花：なんでこんなロマンチックな場所なの？（笑）

キョウ：ここなら誰にもジャマされぬからな。

ＧＭ：「……うむ、納得した」

凛々花：あ、納得するんだ（笑）。

斗月：呼よび出だされたので、俺と会長も別のエレベーターから上がってこよう。

風見：会長はさっきまで温おん泉せんに入っていたので、湯上がりつるつるたまご肌はだだよ。

キョウ：うむ、全員揃そろったな。なにやらミシェルのヤツが話があるそうだ。

凛々花：神性婚礼について、基本的なことを教えてくれるんだって。

斗月：……ム。そうだな、考えてみればわからんことだらけだ。親父おやじにいきなり話をされても混乱するかもしれん。

風見：そうだね。じゃ、ひとつ簡かん潔けつに頼むよ、ミシェルくん。

ＧＭ：「わかった。まず、この神性婚礼なる儀ぎ式しきだが──これはそもそも、この日本に封ふうじられている二柱の神、イザナギとイザナミを封ふうじ込こめるため、〝まほろば〟と呼ばれる集しゆう団だんが始めた儀式だ」

キョウ：イザナギと……イザナミぃぃぃ？

凛々花：それって日本神話の？　〝まほろば〟って名前もなんだかそれっぽいけど……？

風見：なんか大物っぽい名前が出てきたねー。会長驚嘆。

斗月：………ム。さすがにぽかんとするぞ。




　ミシェルの言葉に思わず呆あつ気けに取られる四人。

　イザナギ・イザナミといえば、古事記において日本を作ったとされる夫ふう婦ふ神である。




斗月：……ム。ロキだのミカエルだのが遺産として存在するのなら、イザナギやイザナミがいても不思議ではないが……それはどういうものなんだ？　遺産なのか？

ＧＭ：「遺産の一種とも言えるが、イザナギとイザナミは、それ自体が自じ律りつ行動のできる遺産、強力なレネゲイドビーイングだ」

キョウ：……ふむ。

風見：レネゲイドビーイングのことは知ってていいのかな？　ＵＧＮから聞いてるとかで。

ＧＭ：もちろん構いません。




　レネゲイドビーイングとは、レネゲイドそのものが知性を持ち、一個の生命体として活動しているものを指す。

　かつてキョウが倒したマガツヒも言わばレネゲイドビーイングなのだ。




風見：そのふたつだけ封ふう印いんしなきゃいけない理由はあるの？

ＧＭ：「僕のミカエルや、鷺乃宮キョウの神殺しのように、神の名を冠かんする、あるいはそれに等しい力を持つレネゲイドを〝神性種〟と呼ぶ。イザナギとイザナミは、神性種の中でも完全に近い──桁けた外はずれに強大な力を持った存在だ」




　神話や伝説に現れる神々に等しい力を持つレネゲイド、神性種。それこそが神使いと呼ばれるものが持つ遺産の正体だと、ミシェルは続ける。

　──そして、イザナギとイザナミは、その神性種の中でも段だん違ちがいに強力なものだという。




キョウ：……もしそやつらを封印せずにおくと、どうなる？

ＧＭ：「イザナギは無む尽じん蔵ぞうにレネゲイドを生成し、周囲にオーヴァードを生み出し続ける力を持つ。逆ぎやくにイザナミは、無差別に周囲のオーヴァードを崩壊させる……」

凛々花：……神話と似にてるね。イザナミが一日に一〇〇〇人の人間を殺すから、イザナギは一五〇〇人の人間を生む、ってやつだよね。

ＧＭ：「そうです、姫。──そしてイザナギとイザナミのパワーバランスは、神話が示しめすとおりにイザナギが少し勝まさる」

風見：それは、つまり……。

ＧＭ：「放置しておけば、この日本が──それを皮切りに世界が過か剰じようなレネゲイドで満たされる可か能のう性せいがある。イザナミの力で多大な犠牲を出しながら、だ」

キョウ：……ふうむ。

ＧＭ：「だが、イザナギとイザナミは互たがいに相反する性せい質しつを持っている。何らかの手段でイザナミに力を与え、イザナギと釣つり合あいを取らせれば、封印が可能となる」




「そのために、花嫁の心臓に力を蓄たくわえる儀式──それが神性婚礼だ」

　そう言って、ミシェルは凛々花をじっと見つめた。

　わけもなく寒気を覚え、凛々花は自分の身体からだをぎゅっと抱だきしめる。




風見：じゃあ、勝ったら願いが叶うっていうのは？

ＧＭ：「花嫁の心臓を抉えぐり出だした時、勝者の遺産は活かつ性せい化かし、神性種が神そのものの姿で顕けん現げんする。その時に一度だけ力を奮ふるい──それからイザナミへのエサとなる。そうすることでイザナミに力を与え、イザナギの力と釣り合いをとらせるのさ」

風見：エサかー……。

凛々花：五〇年に一度それをしないと……イザナギとイザナミが復ふつ活かつしちゃうのね？

斗月：……あのスズカとやらが「時間が無い」と言っていた理由は、それか。

キョウ：そうなると……どうなるのだ？

風見：ミシェルくんの言うとおりだとすると、人間がどんどんオーヴァードになっちゃって、そのあとバタバタ死んじゃうってことになるね。

キョウ：それは恐おそろしいのう……。

ＧＭ：「だが、もうひとつの勝利条じよう件けん──他の参加者を全すべて倒し、花嫁を殺さずに神性婚礼に勝利すれば、イザナギとイザナミを半はん永えい久きゆう的てきに封印できると言われている」

凛々花：そうなのか……。

斗月：それはどうしてだ？

ＧＭ：「始原の炎ほのおは神性種のレネゲイドを蓄える装そう置ちだ。参加者の指輪を通し、始原の炎に蓄えられた神性種のレネゲイド一一柱分。それはただエサとなる神を顕現させるわけではなく、新たな神を生み出すことができる、そう聞いている」




　新たな神を作り出すことで、イザナギとイザナミの封印を強固なものにする──。

　それが神性婚礼の最終的な目的だとミシェルは語る。




凛々花：それって今まで倒した神使いたちは全部、わたしの心臓に……（笑）。

斗月：その言い方は嫌だな！（笑）

キョウ：……ふうむ。

風見：遺産を素そ材ざいにして、神様をひとつ作っちゃえ、って話だね。……でもさ、会長はひとつ許ゆるせないことがあるよ！

キョウ：どうしたのだ、会長。

風見：イザナギとイザナミだったら日本神話でしょ？　だったらなんで「始原の炎プロパテール」なんていう別の神話のもの使うのさ！　グノーシスの言葉でしょ、それ！（笑）

凛々花：細かいよ！（笑）

斗月：……ム。まあ、会長の疑問も、わかる。日本を守るためというなら、なぜ世界中の様々な神を巻まき込こんでいるんだ、という話になるな。

ＧＭ：「これは想そう像ぞうだが──」と、ミシェルは言う。「それだけ、〝まほろば〟とやらはこの神性婚礼という儀式に必死になっているんだろう」

キョウ：この国を守るため、とか言っておったしのう……。

凛々花：…………。

ＧＭ：「始原の炎という外国の遺産を見み出いだしたのも、世界中から神をかき集めるのも、すべては神性婚礼という儀式を続けるためだ。その結果、世界規き模ぼの戦いが発生している」




　ミシェルの口から語られた神性婚礼の目的と、この儀式を実行し続ける謎なぞの集団〝まほろば〟の存在。ことはキョウや凛々花の身だけに及およぶものではなく、この日本、ひいては世界の命運をも左右するという──。




ＧＭ：「僕がマスター・トードーから聞いて、説明できるのはこのくらいだ。他に詳しいことは明日聞けると思う」

斗月：……ム。そうだな、色々と疑問はある。なぜわざわざ花嫁の心臓を抉えぐり出だすことと、勝ち残りをつくること、ふたつ勝利条件を作ったのか、とかな。

凛々花：……でも、なんでお父さんがそんなことを知ってるんだろう？

斗月：……わからん。

風見：一〇年前に斗月くんと凛々花くんのお母さんが花嫁になった、って話でしょ？　そのためにずっと調べてた、とかなのかな。

キョウ：……どのみち余とおぬしが決着をつけねば、日本が危あぶないということか。

ＧＭ：「そうなる。だから、僕に勝ちを譲ゆずってほしい──そう言っている」

キョウ：……やはり、そこは譲ゆずらぬか。

風見：そうなんだよねー。いつの間にか仲良くなってたけど、そこは決着ついてないんだ。

凛々花：でも、どうしてそんなにミシェルくんが勝つことにこだわるの？　どっちが勝っても死なないで済すむなら、キョウくんが勝っても同じじゃないの？

ＧＭ：「……それに答える必要はありません、姫」と、少し視線を外して言う。

斗月：……ム。わかりやすい奴やつだ。

凛々花：キョウくんが遺産をなくして、危ないことに巻まき込こまれなくなって、わたしも狙ねらわれなくなって、それで万ばん々ばん歳ざいだって言うならそうするよ。でも──それだけじゃないんでしょ？　何か隠してるんでしょう？




　ミシェルの言葉の端はし々ばしにあった不自然なものを汲くみ取とり、凛々花は毅き然ぜんとした表情で追及する。だが──ミシェルは重く口を閉とざしたまま、何も語らない。




ＧＭ：「……それは僕の口から語ることはできません、姫。明日──お父上から直ちよく接せつ聞くべきことですから」

斗月：……ム。親父に口止めされているのか？

凛々花：………お父さん、か。

キョウ：わかった。今話す気はないのだな、ミシェルよ。

凛々花：キョウくん……？

ＧＭ：「……ああ。僕よりもマスター・トードーの方が詳くわしく、お前たちに説明できる」

キョウ：左様か。ならば、今はあえて聞くまい。お義父さまが話してくださるのであれば、そこで詳しく話を聞き、凛々花との結婚の許きよ可かをもらう！

凛々花：えええええええ、そういう話じゃないよ!?（笑）

斗月：……親父が許しても、俺が許ゆるさん。

凛々花：お兄ちゃんも乗らないで！（笑）　──でも、そうか。ミシェルくんはお父さんとたくさん話をしてるんだね。わたし、お父さんと話した記憶ってほとんどないや……。

ＧＭ：「それは、あの──申もうし訳わけありません……」

凛々花：あ、違ちがうの、責せめてるわけじゃないの。ただ……羨うらやましいな、って。

ＧＭ：「……家族のいない僕にとって、マスター・トードーは親も同然です。ですが、これだけは言えます。あの方は、姫と斗月氏を誰よりも強く想おもっている」

斗月：……ム。俺は答えないでおく。

凛々花：……うん、そうだといいな。そうだ、ミシェルくんって身長はどのくらい？

ＧＭ：一七五センチくらいです。キョウくんより少し高い程てい度ど。

凛々花：じゃあ、少し手をのばして頭をなでなでする。ありがとうね、ミシェルくん。

ＧＭ：「あ、え……」と真っ赤になります（笑）。
















キョウ：ぎゃああああああ！　何をしておるかあああああ！（爆笑）

凛々花：中ちゆう途と半はん端ぱに誤ご魔ま化かしたりしないで、言えないことは言えないってちゃんと言ってくれてるもの。そこは誠せい実じつさを感じたんだ。

ＧＭ：おお、それはよかった。ミシェルは照れながら半歩後ずさって、「こちらこそ、感かん謝しやします」と言います。

キョウ：おのれ……！　その時、夜空に流れた流れ星に「本当に結婚できますように！」って願いを懸かけるぞ！（笑）

斗月：かつて無いほど不安になっている（笑）。

風見：落ち着くんだキョウくん、あれは弟に対する態たい度どだ！（笑）

キョウ：お、おお、そうか……そうかな……でも羨ましいのだ！（一同笑）

凛々花：キョウくんのフォローもしてあげたいけど、それはまたあとでいいや（笑）。

ＧＭ：「……その、僕の話はこのくらいです。あとは明日、マスター・トードーから」と言って、ミシェルは赤い顔を隠かくすように走っていきます。「それでは、また明日」

凛々花：うん、おやすみ。

キョウ：明日、必ずおぬしとは決着をつけるからな！（笑）

斗月：……ム。すべては明日、か……。

風見：さてさて、何が待ってるのやら……ね。




　四者それぞれに思いを馳はせながら、夜は更ふけてゆく。

　そして──翌よく日じつの放課後、運命の瞬しゆん間かんが待っていた。







◆Middle 11◆AVENGER


Master Scene






　鷺乃宮本家の屋や敷しき、藤堂修記郎に宛あてがわれた一室。今その部屋には、ふたりの男が対たい峙じしていた。ひとりは藤堂修記郎、そしてもうひとりは──〝遺い産さん破は壊かい者しや〟東雲。




ＧＭ：では、ここでひとつマスターシーンを挟はさみます。あなた方が屋上でミシェルと話している最中のできごとです。

キョウ：ほほう。

ＧＭ：メイドたちに宛てがわれた鷺乃宮家の客室で、藤堂修記郎は、東雲と会っている。

凛々花：お父さんと東雲さん……？

風見：何話すんだろうね。会長興きよう味み津しん々しん。

ＧＭ：切り出すのは東雲からです。「私わたしに話と言ったな、〝剃刀レイザー〟。いや、今は藤堂修記郎か」




「どっちでも構やしねえよ」

　低く笑って、修記郎はグラスのミネラルウォーターを飲のみ干ほす。沈ちん黙もくで話の続きを促うながす旧きゆう知ちの様子を見ながら、彼かれは東雲に何事かを告げた。

　──それを聞いた東雲の顔色が、さっと変わる。眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみは鋭するどい光を帯び、口元が強く引き結ばれ、無む意い識しきに拳こぶしを握にぎりしめていた。

「事実か」

　シンプルに、だが韜とう晦かいや虚きよ偽ぎを許ゆるさぬ確かつ固こたる意い志しを込こめ、東雲が問う。

「ああ。間ま違ちがいねえよ」

　対する修記郎もまた、鷹おう揚ようでありながら真しん摯しに返答する。そのやりとりだけで、問答は終わっていた。既すでに東雲の意い識しきは、修記郎の話した内ない容ようを反はん芻すうし始めている。最も早はや白しら鷺さぎ市に留とどまっていることもないだろう。




凛々花：な、何を言ったんだろう……。

ＧＭ：それは今回明らかになることではありません。東雲は「感かん謝しやする」と言って、修記郎に背せを向け、その場を退たい出しゆつする──というところで、このシーンは終しゆう了りようです。







◆Middle 12◆THINGS TO COME


Scene Player ───鷺乃宮キョウ






　明けて、翌よく日じつ。藤堂修記郎がすべてを話すと約束した日。

　そこに待まち構かまえる残ざん酷こくな真実と、壮そう絶ぜつなまでの母の愛を、まだ誰だれも知る由よしもなかった。




ＧＭ：それでは翌日──藤堂修記郎から神しん性せい婚こん礼れいについて聞く、というシーンになります。

凛々花：放課後に話す、って言ってたっけ。ミシェルくんは学校に来るの？

ＧＭ：もちろん登校します。で、また凛々花を護まもろうとしてひと騒そう動どう起こす、という、昨日までと変わらない様子を見せています。

キョウ：もちろん、余よとの小こ競ぜり合いもある。

斗月：小競り合いっていう自覚はあるのか……（笑）。

風見：そういえば、観音様の騒さわぎに巻まき込こまれた生徒たちはもうちゃんと回かい復ふくしてるの？

ＧＭ：そこはＵＧＮと鷺乃宮の医い療りようスタッフが全力を尽つくしてくれますので、目立った後こう遺い症しようもなく済すみそうです。さすがに休んでいる生徒や教きよう師しもいますが。

キョウ：うむうむ、それはなによりだ。

凛々花：よかった。ＵＧＮと鷺乃宮がちゃんと連れん携けいしてくれてるのは嬉うれしいな。

風見：あいくんがすごい張はり切きったんじゃない？（笑）

ＧＭ：おでこを光らせながら東とう奔ほん西せい走そうしていたことでしょう。




　昨日までと変わらない何気ない日にち常じようを過すごし、気づけば放課後。

　キョウ、凛々花、斗月、風見、そしてミシェルの五人が揃そろって鷺乃宮本家に帰き宅たくする。

　それは、ここまでの温かくてゆるやかな日常が終わることを意味していた。




斗月：で、戻もどってきたわけだが……親父おやじはいるか？

ＧＭ：メイドにブランデーを注いでもらっております。

凛々花：お父さん、昼間っからお酒はダメ。

ＧＭ：「固いこと言うなよ。こんな上等な酒、滅めつ多たに飲めねえんだから」

凛々花：ダメ！　ほら、今から大事な話があるんでしょ？

斗月：……親父。真面目まじめにやれ。

ＧＭ：「わぁったわぁった。ったく、兄妹きようだいそろって真面目だな」と言って笑う。なお、部屋の隅すみには東雲も控ひかえています。

凛々花：東雲さんもいるんだ……。

ＧＭ：「私のことは気にしなくていい。お前たちで話をつけるんだろう」

斗月：……ム。そうだな。親父、話してもらうぞ。

ＧＭ：「ああ。全員揃ったことだしな」

キョウ：はい、お義父とうさま！　余は髪かみもぴっちり決めて正せい装そうしておるぞ（笑）。

風見：どんな格かつ好こうしてるの？　やっぱり新しん郎ろうが着るモーニングとか着てるの？（笑）

キョウ：もちろんだ！（笑）

ＧＭ：では、背はい後ごでは凛々花に着せるためのウェディングドレスを持ったメイドが待機を。

凛々花：しなくていい！　結けつ婚こん前に着たら婚こん期きが遅おくれるんだよ？

キョウ：な、なんだと!?　仕方ないので即そく座ざに脱ぬいで着き替かえるぞ。

斗月：なんだこのやりとり（笑）。

ＧＭ：修記郎はそのキョウくんを見てゲラゲラ笑っている。「さて、どこから話すか──」

斗月：神性婚礼の目的についてはミシェルから聞いた。あとは、お袋ふくろのことや──親父が何をしていたか。それに、これから何をするつもりなのかを話してもらおう。

凛々花：お母さん……。

ＧＭ：「よし。んじゃ、初しよっ端ぱなから話すか。俺おれが傭よう兵へいだ、っつうのはもう聞いてるな？」

斗月：……ム（頷うなずく）。

凛々花：うん…………。

ＧＭ：「よしよし。もう小せえ頃ころの記き憶おくは曖あい昧まいだがよ、とにかく俺は物心ついた頃から戦場を転々としてた。自分の人種や正せい確かくな国こく籍せきも実はまるっきりわからねえんだ」

キョウ：おおおお……。

斗月：な………に？

風見：……衝しよう撃げきの告白だね。

凛々花：今、さらっとすごいことを言われたような気がするわ（笑）。

ＧＭ：「驚おどろいたか？」

凛々花：当り前でしょ！　……そんなこと、全然知らなかった。

ＧＭ：「……言ってなかったからなあ」修記郎はバツの悪さを隠かくすような笑えみを浮うかべ、鼻の頭をぽりぽり搔かきます。「で──だ。二〇年前、そんな風に傭兵やってた俺は、ちょうど中東近辺を活動場所にしてた」

斗月：……ム。二〇年前に、中東だと？

ＧＭ：「気付いたか。ああ、想そう像ぞう通りだ。俺は護ご衛えいの仕事である遺い跡せきにいた」




　二〇年前、中東の遺跡で起こった事じ件けん──レネゲイド解かい放ほうと呼よばれるそれは、この世界にレネゲイドウイルスが拡かく散さんするきっかけとなった事件だ。

　藤堂修記郎は、その場に立ち会っていた──。




凛々花：じゃ、じゃあお父さんは、その時にオーヴァードに……？

ＧＭ：「そういうこった」

風見：……びっくりだね。

キョウ：ということは、凛々花やお義兄にいさまが生まれる前から、お義父さまはオーヴァードだったということなのか。

斗月：……ずっと親父はレネゲイドやオーヴァードについて知っていたんだな。

ＧＭ：「ああ」と頷うなずき、修記郎は東雲に視し線せんを向けます。「東雲とはそん時以来だな」

風見：……東雲くんもレネゲイド解放に立ち会ってたんだね。

凛々花：それで二〇年ぶり、って言ってたのね……。

ＧＭ：「まあな。で、オーヴァードになったから、つって何かが変わるわけでもなかった。俺ぁその後も傭兵稼か業ぎようを続けてたわけなんだが」

斗月：…………が？

ＧＭ：「ネパールだったかな。そこで旅行に来てたほのかと会った。で、まあ、成り行きっつうかなんつうか、トラブルに巻き込まれたあいつを助けたりしてるうちに、な」

風見：父親がノロケ始めたんだけど、斗月くんと凛々花くんはどう思う？（爆ばく笑しよう）

凛々花：知らないよ！（笑）

斗月：……………ム。

キョウ：余は興きよう味み津しん々しんだぞ……！　プロポーズ成功の先せん輩ぱいではないか！（笑）

ＧＭ：「あー……いや、俺はこういう稼業だし、どっちかっつうと避さけてたんだが」

キョウ：なんと！

凛々花：そうなの？　え、じゃあお母さんが？

ＧＭ：修記郎は大きく頷く。「あいつはとにかく押おしが強かった。そのまま押おし切きられちまって一いつ緒しよになって、日本に来たってわけだ」

風見：そっか。それじゃ藤堂って名前や武ぶ術じゆつの道場はお母さんの実家なんだね。

斗月：……ム。そういうことになるな。

ＧＭ：「おう、その通りだ。藤堂修記郎、って名前も結婚前に日本国籍を取って──つうか、ほのかに取らされてからつけた名前だからな」

風見：アグレッシブな人だったんだね、お母さん。

キョウ：なにやら共感するところがあるのう。

凛々花：なんかすごい波は瀾らん万ばん丈じよう……なんだけど、全然話が進んでないよ？　今単にお母さんとの馴なれ初そめを話されただけだよね!?（笑）

斗月：実子としては反はん応のうに非ひ常じように困こまる……（笑）。

ＧＭ：「まあまあ、いいから聞けって。で、結婚してしばらくしてから斗月が生まれて、次の年には凛々花が生まれて──」




「そのまま家族四人、ああいや爺じいさんも入れて五人、幸せに暮くらせりゃあよかったんだが」

　懐なつかしむように過か去こを語っていた修記郎の表ひよう情じようがふと、翳かげった。その場にいる誰もが気付くほどにはっきりと。




斗月：……そうはならなかった。あんたは家に寄り付かなかったし、お袋は──。

ＧＭ：「そうだな。ほのかはもういねえし、斗月も凛々花もオーヴァードになっちまった」

凛々花：………お母さん。

キョウ：ううむ。凛々花、あまり気を落とすでないぞ……？

凛々花：うん、大だい丈じよう夫ぶだよキョウくん。ありがとう。……お父さん、話を続けて。

ＧＭ：「ああ。……転機になったのは一二年前。凛々花の七五三参りの時だ」

風見：なんかいきなりアットホームなイベントが出てきたね。

凛々花：七五三？　その時に、何かあったの？

ＧＭ：「お前たちゃ覚えてねえだろうがな。凛々花、その時に一度お前は誘ゆう拐かいされたんだ。〝まほろば〟の連中にな」

凛々花：誘拐……わたしが!?

キョウ：あやつらが凛々花を攫さらっておっただと!?

斗月：……なんで一二年も前に、〝まほろば〟の連中が凛々花を攫う必要がある？

風見：そうだよね。お母さんの方を攫うのならわかるんだけど……。

ＧＭ：「それはな」と、修記郎は至し極ごく真面目な表情になる。




「もともとの花はな嫁よめが、お前だったからだ。凛々花」

　衝撃の事実を口にすると、修記郎はブランデーをひと口含ふくみ、口内を湿しめらせた。




凛々花：え……？　わたし？　なんで？

斗月：……話がまるでわからなくなってきたぞ。凛々花はお袋から心しん臓ぞうを──始原の炎ほのおを移い植しよくされたから花嫁になった、そういう話じゃなかったのか？

風見：だよね。その凛々花くんが元々花嫁ってどういうこと？　会長困こん惑わく。

キョウ：余と凛々花がオーヴァードになったのが発ほつ端たんだと思っておったがのう。

ＧＭ：「原げん因いんは俺にある。俺がレネゲイド解放に立ち会ったってのは言ったな。どうやら、その時俺に感かん染せんしたレネゲイドが、例の〝神性種〟だったらしい。とはいえ、それほど強力なもんじゃねえ。神しん格かくがあるわけでもねえしな」

風見：神性種、って遺産に限かぎったわけじゃないんだね。

ＧＭ：そうですね。中には起き源げん種や古代種と呼ばれるものと、能のう力りよく的てきには区別のつかないものもあるようです。修記郎の神性種もそういったものでしょう。

凛々花：神性種だからって、神性婚礼の参加者になるわけでもない？

ＧＭ：そうです。単に神性種の因いん子しを持っている、というだけなら世界にも数多くいるでしょう。それが強く顕けん現げんすると、神や遺産と呼ばれるものになるようです。

斗月：話はわかった。だが、やはりそれが神性婚礼とどう繫つながる？

ＧＭ：「つまり、だ。俺はもともと神性種の感染者キヤリアだ。その俺の血を引く斗月と凛々花、お前たちにも多かれ少なかれ、神性種としての素そ養ようがあるってこった」

キョウ：だが、元々神性種であるお義父さまが花嫁に選ばれんかったのはなぜだ？

ＧＭ：「花嫁、って呼よび名なは伊達だてじゃねえみたいでな。どうやら始原の炎を入れることができるのは女の身体からだだけらしい」

キョウ：……なるほどのう。

ＧＭ：「凛々花はすぐに助け出したし、〝まほろば〟の連中──まあ分家のひとつらしいが、そいつらも潰つぶした。凛々花を攫った理由や神性婚礼についてもそこで知ったんだが」




「……始原の炎そのものは、凛々花にもう埋うめ込こまれちまってた。あいつらは──日本を救うためとかなんとか言って、まだ三つの凛々花にそんな重いものを埋め込みやがった」

　修記郎はひとつひとつの出来事を反芻し、思い出しながら語っていく。つとめて軽く話すようにしながらも、自然と拳は固く握にぎりしめられていた。



















キョウ：だ、大丈夫か、凛々花。

凛々花：大丈夫……。ちょっとショックが大きくて、呆ぼう然ぜんとしちゃった。

斗月：……だが、それが何故なぜお袋に埋め込まれ、巡めぐり巡って凛々花に戻ったんだ。

ＧＭ：「ほのかの──母さんの提てい案あんだ。あいつはオーヴァードでこそなかったが、凛々花や斗月を産んだことで神性種に感染はしていた」

凛々花：えと……じゃあ、まさか、わたしに埋め込まれた始原の炎を……。

ＧＭ：「そうだ。母さんが言いだしたんだよ。自分の身体に始原の炎を移せないか、ってな」




　修記郎がそっと目を伏せる。脳裡に浮かぶのは、娘のために命を懸けると決めた妻の笑顔。

　──そのくらい引き受けてやれないで親とは言えないわよ。あたしに任せて。

　──あんたはあたしや斗月、凛々花を守ってくれてる。今度はあたしの番でしょ？

　そう言って、彼女は自分に〝始原の炎プロパテール〟を移させたのだ。




ＧＭ：「……結果は知っての通りだ。そのせいで、凛々花には苦労させちまった」

凛々花：お母さんが……。そうか、それでわたしは体が弱かったんだ……。

ＧＭ：「……すまないとは思ってる」




　記憶にも残っていない、幼おさない頃の奇き禍か。その時から、凛々花には過か酷こくな運命が決められていたのだ。ただ、父の奮ふん闘とうと母の覚かく悟ごが、彼かの女じよを一〇年以上も守り続けていた──。




ＧＭ：「俺たちが幸運だったのは、凛々花もほのかもオーヴァードとして覚かく醒せいしなかったことだ。どうやらあの始原の炎ってのは、オーヴァードの体内にねえと普ふ通つうの心臓と区別がつかねえ、ってしろものらしいんでな」

凛々花：普通だったらショックとかで覚醒しそうだけれど、しなかったので、まんまと隠かくし続けることができた……か。

ＧＭ：「そのあと──これも、ほのかの提案だが、俺は白鷺の街を離はなれることになった」

斗月：……なぜだ？

ＧＭ：「理由はふたつ。ひとつめは、〝まほろば〟の連中と神性婚礼の参加者の目を、凛々花とほのかからそらすため。そのために始原の炎を俺が持っていると見せかけてな」

斗月：……ム。それで家にほとんど戻もどらなかったのか。

ＧＭ：「もうひとつは、始原の炎、あるいは神性婚礼そのものをどうにかする方法がないか探さがすためだ」

風見：なるほどね。イザナギとイザナミのバランスを取る手しゆ段だんが他にあるなら、それに越こしたことはないもんね。

キョウ：……それにしても、お義母かあさまは随ずい分ぶんと肝きもの据すわった方でいらっしゃったのだな。

凛々花：──だったらどうして、お母さんが殺された時、戻ってきてくれなかったの？

キョウ：うむ。お義母さまが狙ねらわれるのは予よ測そくできたはずであろう。

斗月：…………ム。

ＧＭ：「……あれは、俺のミスだ」と、眉み間けんを押おさえて表情を曇くもらせます。「あの時、俺はチベットで〝まほろば〟の一いつ派ぱとやりあって、足止めを喰くらっていた。駆かけつけたときには、ほのかはもう──」

凛々花：………それで間に合わなかったのね。

ＧＭ：「そうだ。ほのかがああなって──それで始原の炎は本来の持ち主である凛々花に戻った。それで凛々花が元気になったのは、複ふく雑ざつだがな」

凛々花：お母さん……強い人だったんだね。

ＧＭ：「まあな。一〇年間、斗月と凛々花を守ってたのはほのかだ。俺はその手伝いをしてたに過すぎねえよ」




「だからこそ、今度はしくじるわけにゃいかねえ」

　修記郎はおもむろに顔を上げ、斗月と凛々花──愛息と愛まな娘むすめの顔を交こう互ごに見る。

「今度こそ、俺の家族は失わせねえ。凛々花だけは守りきらにゃならん」




キョウ：それで、神性婚礼を終わらせる方法は何かあったのか？

風見：そうだね、そこが気になる。〝まほろば〟が用意した方法以外になにかあるの？

ＧＭ：「──残念ながら、そんな都合のいいものは見つからなかった。だが、ミシェルが神性婚礼に勝かち抜ぬいてイザナギとイザナミを封ふう印いんすりゃあ、それで丸く収おさまる。キョウも凛々花も解放され、お前たちは日常に戻もどれるさ」

凛々花：……ミシェルくんの力はそんなに特別なの？

ＧＭ：それにはミシェルが答えます。「いいえ。僕の力は遺産をも焼き尽くす炎と光、それだけです。鷺乃宮キョウの神殺しの力とそう変わらない」

キョウ：ぬう……。ならばなおさら余でも構かまわぬのではないか？

ＧＭ：「ダメなんだよ、それが」と、修記郎は首を振ふる。「実はまだ話してねえ、封印のための条じよう件けんがある。他の神使いを倒たおして、新たな神を産む礎いしずえとする──。それだけだと実は不十分でな。これじゃ神性婚礼は終わらねえ」

凛々花：え……？

風見：会長は何か嫌いやな予感がするよ……。




「花嫁は、新たな神を産むために岩戸にこもる──そう、イザナギやイザナミごと、花嫁も一緒に封印される必要があるのさ」




キョウ：なにぃぃぃ!?　それでは意味がまるでないではないか!!

凛々花：ど、どういうことなの!?

斗月：親父おやじ、ふざけてるのか？

ＧＭ：「ふざけてなんざいねえよ、話を最後まで聞け。これを免まぬがれ、花嫁を封印せずに済すむ方法がひとつだけある」

凛々花：それは……？

ＧＭ：「簡かん単たんなこった。新たな神を産むんじゃなく、勝者が新たな神そのものとなって一緒に封印される──って方法があんだよ」




　修記郎が説明を続ける。

　花嫁と相そう互ごに絆きずなを結んだものが他の一一人の神使いを倒した時、勝者は花嫁の代わりに始原の炎を体内に取とり込こみ、新たな神として新生する。

　そうすることで、花嫁を封印することなく、勝者がイザナギとイザナミの封印となることができる──それが神性婚礼の、もうひとつの勝利条件の詳しよう細さいだという。




風見：花嫁と相互に絆……あるね。確たしかに。

凛々花：ちょっとまって！　それじゃあお父さん、もしミシェルくんが勝ったら──。

ＧＭ：それはミシェルが答えます。「初めから姫ひめを守るために来た、そう言ったはずです」

凛々花：だから、自分が勝つって言っていたのね？

ＧＭ：コクリと。

凛々花：……そうだよね。もしキョウくんが勝って、わたしを封印させないようにするとしたら……キョウくんが封印されるってことになるもの。

キョウ：……ぬうううう。だから自分を犠ぎ牲せいにするつもりなのか!?

ＧＭ：彼は椅い子すに深く腰こし掛かけ、話を続けます。「何、ミシェルひとりだけを犠牲にするつもりはねぇ。俺も大人として責せき任にんは取るさ」

凛々花：どういうこと……？

ＧＭ：「キョウの身体にゃ、遺産が完全に融ゆう合ごうしている──というより、〝神殺し〟って遺産は鷺乃宮キョウという存そん在ざいそのものだ。それを破は壊かいするんだぜ？」

キョウ：……つまり、神殺しを破壊すれば、余も死ぬということか。

斗月：どういうことだ。ミシェルはキョウを犠牲にすることはない、そう言っていたぞ。

ＧＭ：「ああ、噓うそは言ってねえ。──見な」そう言って修記郎は胸むな元もとをゆるめてネクタイをはずし、シャツを開いて胸むな板いたを見せる。そこには、光る小さな丸い石が埋め込まれている。

凛々花：これは……？

キョウ：遺産……なのか？

ＧＭ：「ああ。こいつが俺の切り札、遺産〝エルダーゴッド〟だ」




「こいつには、『誰だれかの災さい厄やくを身代わりに引き受ける』って能のう力りよくがあるのさ」

　胸むねに光る石を指差しながら、修記郎はあえておどけたように笑って見せた。




凛々花：身代わりに…………？

ＧＭ：「そうだ。これならキョウが死んじまうことはねえだろ？」

凛々花：そんなのダメだよ！　お父さんも死んじゃうってことじゃない!!

風見：……ま、そうだよね。ミシェルくんだけ犠牲にして、よしとはしないでしょ。

斗月：だから──ミシェルには永えい久きゆうに封印となってもらい、キョウの命は自分を犠牲にすることで救う。そういうことか、親父。

キョウ：……それで、余は大丈夫だとずっと言っておったのだな。お義父さまが死ぬ、というかわりに……。

ＧＭ：「ま、本来は他の神使いをみんなブッ倒して、封印されるミシェルの身代わりになるつもりだったんだがな」

キョウ：……本来？

ＧＭ：「ハハッ……」と修記郎はキョウに笑いかける。「まさかミシェル以外にも凛々花を守ってくれようとするヤツがいるとは思わなくてな。ふたりで話し合ったんだよ」




　ミシェル以外の参加者が凛々花を狙ねらうジャームであれば、それらすべてをミシェルが倒し、イザナギとイザナミを封印する役目を修記郎が身代わりに引き受ける。こうすれば、修記郎ひとりの犠牲で神性婚礼に終しゆう止し符ふを打てるはずであった。

　だが、凛々花を守ろうとする参加者はもうひとり──鷺乃宮キョウという少年がいた。神性婚礼を完かん遂すいするには彼を倒たおさねばならないが、そのために犠牲にするわけにはいかない。




ＧＭ：「封印を引き受けると言ったのは僕だ。マスター・トードーだけに命を懸けさせるわけにはいかないからな」と、ミシェルが続きます。

凛々花：そんな……勝手すぎるよ！　相談もなしにそんなこと！

キョウ：……余がおらねば話は丸く収おさまっておったのか？

ＧＭ：「そんなこたあねえよ。俺もミシェルも、他に命いのち懸がけで凛々花を守ろうって思ってくれる奴やつがいてありがてえって思ってるんだぜ」

キョウ：しかし、余がおったせいで……！

ＧＭ：（遮さえぎって）「ストップだ。確かに多少予定は違ちがったが、キョウ、お前がいてくれたおかげで面めん倒どうな神使いを凛々花に近付く前に倒たおせた。それに、斗月も会長さんもいる。安心して凛々花を託たくせるってもんよ」

凛々花：バカなこと言わないで!!

キョウ：そのとおりだ。凛々花が……凛々花がそれで喜ぶと思っておるのか？　それがお義父さまとミシェルにとっての最さい善ぜんなのか？

ＧＭ：「……他に方法はないぜ？」

キョウ：……だが！

凛々花：……何か他に方法がないの？　もう、いやだよ……。わたしのために何人犠牲になればいいの……？

風見：んーと……そのイザナギくんとイザナミくんは、どこにあるかわかってるの？

ＧＭ：「富ふ士じの樹じゆ海かいのある場所で、地下深く眠ねむってるって話だ」

風見：……じゃあさ、そのイザナギくんとイザナミくんを破壊しちゃえば、もうこんなこと起こらないんじゃないの？

ＧＭ：「甘あめえよ」と修記郎はかぶりを振る。「相手は本物の神様だ。近づくだけで死ぬかジャームになるか、だぜ。端はなっから勝負になる相手じゃねえ」

キョウ：……手て詰づまりなのか？

ＧＭ：「手はあるさ。最初っからそう言ってんじゃねえか」




　話は平行線──否いや、修記郎とミシェルにとっては、ずっと前から決めていたことなのだ。

　自分たちふたりが犠牲になることで神性婚礼を終わらせ、凛々花を救う──。

　その意志は、いくら言葉を尽くしても曲げはしないだろう。




ＧＭ：「言っとくが、拒こばんでも実力行使で行かせてもらうぜ。それに、どうやら時間もあんまりねえようだ」と、修記郎が部屋の反対側に視線を送る。

斗月：……ム？

キョウ：なにごとだ？

ＧＭ：すると、不意に、しゃらん──という鈴すずの音が部屋に響ひびきます。

一同：!!!!




　静かに聞こえる神楽かぐら鈴の音色。かすかな衣きぬ擦ずれの音。〝まほろば〟の使いたる漆しつ黒こくの宮ぐう司じ、神性婚礼典てん儀ぎ・スズカは、部屋の片かた隅すみで嫣えん然ぜんと笑えみをたたえていた。




ＧＭ：「そちらの御ご仁じんの仰おつしやるとおり」と、スズカは修記郎の言葉に同調します。「刻こく限げんが迫せまっておりまする」

凛々花：刻限……イザナギとイザナミの封印、ってこと？

ＧＭ：「然しかり。花嫁が心臓を捧ささげられるもよし、最後のおひと方になるまで競きそわれるもよし。決勝はお早くお願い奉たてまつります」

キョウ：スズカとやら！　お義父さまの言っていたことは本当なのか!?　花嫁か勝者か、どちらかが犠牲にならねば封印はできんと！

ＧＭ：「はい。すべて事実で御ご座ざいます」

凛々花：他の方法は無いの……？

ＧＭ：「貴女あなた様さまが心臓を捧ささげていただければ、五〇年の間はなにも問題ありませんね」

凛々花：……ない、ってことね。わかってたけど！　でも、やっぱりやだ！　死にたくないし、キョウくんにもミシェルくんにもお父さんにも死んでほしくない！

キョウ：余だって凛々花に悲しい思いはさせとうないぞ！

ＧＭ：「時間は限かぎられて御座います。お考えになられるのも結けつ構こうですが、お早くお決めくださいませね」と言って、スズカは現あらわれた時と同じく、いつの間にか消えていく。

斗月：取り付く島もなし……か。

風見：さて、どうしようか。悩なやんでも結けつ論ろんは出ない気がするんだよね。会長煩はん悶もん。

ＧＭ：「これ以上話していても同じ、か。行くぞミシェル」と、修記郎はミシェルを伴ともなって立ち上がります。

斗月：……ム。どこへ行く気だ。

ＧＭ：「ひと晩ばん考える時間をくれてやる。明日の同じ時間にまた来るぜ。その時ゃ、どういう結論になっていても俺たちのやるこたあひとつだ」

キョウ：……力ずくででも、余を倒して神性婚礼を終わらせるということか。

ＧＭ：それには答えず、にやりと笑って背を向けます。ミシェルはその間何も言わず、キョウと凛々花をじっと見つめた後、一礼して修記郎に続く。

キョウ：よいか、ミシェル！　余は殺されたくないし、殺したくもないぞ！

ＧＭ：ミシェルは一いつ瞬しゆんだけ歩みを止めますが、そのまま歩き去っていきます。




　残酷な選せん択たくを突つきつけ、修記郎はその場をあとにした。

　キョウたちに与あたえられた猶ゆう予よはたったひと晩。その中で、彼らはどう結論を出すのか？




　　　　＊　　　＊　　　＊




　ミシェルと修記郎が去った後、しばらくの間沈黙がその場を支し配はいしていた。

　どうすればいいのか。何が正しいのか。考えても、答えが見えてこない。

　──そんな中、口火を切ったのは斗月だった。




斗月：……正直な話、親父おやじの気持ちは少しわかる。

風見：……ふむ。

凛々花：お兄ちゃん!?

キョウ：お義兄さま、それはどういう──。

斗月：まあ聞け。凛々花が平へい穏おんな生活に戻れるなら、何をしてもいい。そういう気持ちは俺にもある。

凛々花：………………うん。

斗月：キョウ。お前は凛々花のためなら世界を敵てきに回すと言ったが、親父たちは凛々花のために自分自身を犠牲にするつもりだ。

キョウ：……うむ。

斗月：それが正しいかどうかはわからない。だが、俺も──もし自分が命を捨すてて凛々花が助かるのならば、捨てるかもしれない。




「この質しつ問もんはあまり意味が無い。だから、答えなくても構わん」

　そう前置きしてから、斗月はキョウをじっと見つめ、問いかける。

「──キョウ。お前ならどうする？」




キョウ：……余もおそらく同じことをするであろう。

凛々花：キョウくん…………。

キョウ：だが、それが本当に凛々花のためになるのかはわからん。余が本当にほしいのは、凛々花の幸せだ。他の者が命を捨てることで凛々花が幸せになれるとは──思えぬ。

斗月：………ム。そうか。

風見：ま、そうだよね。斗月くんやキョウくん、修記郎くんにミシェルくんが次々と凛々花くんのためだからってバタバタ死んじゃって、それで残されて、お前は幸せになれー、って言われても困こまっちゃうよね。

凛々花：……うん。会長の言うとおりだよ。みんなわたしの幸せ、わたしのため、って言うけどさ。わたしの幸せに自分が入ってるってこと、考えてくれないんだもん。

斗月：……ム。身につまされる言葉だ。

キョウ：……そうだな。余も、凛々花抜ぬきでの幸福など考えられぬ。

凛々花：みんな自分自身の幸せは考えてくれないの？　たとえば、お兄ちゃんやキョウくんは何があれば嬉しい？

キョウ：余か？　余の望みは皆みなが健康で、凛々花と結婚して毎日を過すごす、楽しい未来があればそれで良いのだが……。

斗月：……まあ、今は突つっ込こまないでおいてやろう（笑）。

キョウ：……だが、このままではそれができそうにない。

凛々花：それは、どうして？

キョウ：……うむ！　つまりだ！




「お義父さま無しの新しん婚こん生活というのは、余の考える幸せな新婚生活とは違ちがうのだ！」

　ぐっと拳を握にぎり締しめ、これぞ天てん啓けいとばかりに力強く答えるキョウ。

　その朗ほがらかな答えに、凛々花も斗月も風見も、どこか毒気を抜ぬかれていた。




斗月：すごく日にち常じよう的てきなところに落ちてきてしまった……。

凛々花：……うん、でも、キョウくんらしいよ。

キョウ：うむ、今のままあちらの意見は吞のめん！　死んでは意味がなかろう！

風見：ライバルを蹴け落おとすって結論にならないのがキョウくんのいいところだよね（笑）。

キョウ：……ミシェルとお義父さまが本気でかかってくるならば、余はその本気を打ち負かそうと思う。どうであろう？　余は間ま違ちがっておるだろうか？　これは、ただの引ひき延のばしにすぎぬだろうか？

凛々花：……ううん、わたしもそれがいいって思う。勝手に守って死ぬって言い張るお父さんより、そう言ってくれるキョウくんのほうがいいし、嬉しい。

キョウ：お、おお……。照れるな……。

斗月：……そうか。凛々花のために死ぬというのは、自分の幸せを押おし付つけているだけなのだな。キョウの言葉でそれがわかった。

風見：ま、それにさ。これまでの神性婚礼は知らないけど、今残ってるのはキョウくんとミシェルくんでしょ。ふたりが納なつ得とくずくなら、決着なんていくらでも延のばせるよ。

凛々花：例の──刻限、っていうのが来ない限かぎりは？

風見：そういうこと。

斗月：……ム。

キョウ：……うむ！　やはり、あのふたりが戦いを挑いどんでくるのであれば、受けて立とう！　そして余らが打ち勝ち、他の方法を一緒に探さがせばよいのだ！

風見：そうだね。相手は伝説の傭兵〝剃刀レイザー〟と大天使ミカエルだ！（笑）

凛々花：大丈夫、きっと勝てるよ。わたしたちなら！

斗月：………ム（頷く）。

ＧＭ：では──そこで、静観を決きめ込こんでいた東雲が不意に声を掛かけます。「──〝剃刀レイザー〟……いや、藤堂修記郎の気持ちは私にもわかる」

キョウ：東雲？

ＧＭ：「だが、犠牲を出さずすべてを守りたいというお前たちの気持ちは尊とうとい」




　犠牲を出さないために力を尽くす。その為ためなら決けつ断だんを先さき延のばしにしてでも最後まで足搔あがく。

　四人の出した答えは、東雲から見ても、今出せる最良のものだと思えた。




ＧＭ：「成長したな、少年」

キョウ：はっはっはっ、照れるではないか。

風見：そういえば、東雲くんはどうするの？　まだ協力してくれるのかな。

斗月：……だが、相手はもう敵とは言えん。これ以上力を借りるのも──。

ＧＭ：「私にはやることができた。そろそろここを発たつ」

凛々花：そうなんだ。……ありがとう、気をつけてくださいね。

キョウ：達者でな。また何かあったら来るがよい。

斗月：……世話になった。

風見：今度は一緒にお鍋なべでも食べようよ。

ＧＭ：「……また会おう」




「すべてを守りたいというその気持ちは、大切にすることだ」

　少年たちひとりひとりに視線を向け、次元の門に身を滑すべらせながら、東雲は言葉をかけた。

「──私にはもうできないことだからな」

　小さくそうつぶやき、東雲は姿すがたを消す。その顔は、微かすかに笑っているようにも見えた。




キョウ：東雲……？

凛々花：……いつもと、雰ふん囲い気きが違ってたね。

風見：うん。なんか様子が変だったかも。

斗月：……ム。あいつにはあいつの事じ情じようがあるだろうからな。

キョウ：……そうだな。余らはまずミシェルとお義父さまを迎むかえ撃うたねばならん！

風見：そだね。まー、プロポーズの前にはやっぱり義ぎ理りの父と殴なぐりあうべきだよ（笑）。

凛々花：そういう話なの!?（笑）

斗月：親父が許ゆるしても俺が結婚は許さん!!（笑）

風見：あー。こりゃやっぱりラスボスは斗月くんだねえ……。




　ひとまずの答えを出したことで、四人はどこかすっきりとした表情になっていた。最も早はや憂うれいはどこにもない。この答えをぶつけるため、最大のライバルを待ち受けるのみ──！







　　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ




◆Climax 01◆The Expendables


Scene Player ──鷺さぎ乃の宮みやキョウ






　凛り々り花かを救うため、自分たちを犠ぎ牲せいにすることを選んだ修しゆう記き郎ろうとミシェル。だが、そんな自じ己こ犠牲をよしとするキョウたちではない。彼かれらを止めるには、こちらの実力を示しめすことで納得させるしかないのだ──。




ＧＭ：さて、それではクライマックスとなります！

風見：そういやさ、キョウくんとミシェルくんが戦うのって、神しん性せい婚こん礼れいの決勝戦なわけだよね。

斗月：……ム。それがどうかしたのか？

風見：いやー、あのスズカくんが介かい入にゆうしてこないのかなー……って思って。

キョウ：おお、そういえばそうだのう。

凛々花：あの〝まほろば〟の人たちが何を仕し掛かけるかもわかんないもんね……。

斗月：……警けい戒かいしておくに越こしたことはないだろう。

風見：だね。会長警戒。

キョウ：ところでＧＭ、戦う場所を余が指定しても構かまわぬか？

ＧＭ：お、構いませんよ。どこがいいでしょう。

キョウ：うむ。凛々花やミシェルと一いつ緒しよに星を見た、我わが家やの屋上がよい。街のものにも迷めい惑わくがかからぬしな。

凛々花：キョウくん、ちゃんと考えてるんだ……。偉えらいなあ。

キョウ：ふっふっふ、そうであろう！

ＧＭ：なるほど……。では、あなた方の待つ屋上にミシェルと修記郎が現あらわれます。




　夜半、鷺乃宮本家の屋上。ここは白しら鷺さぎ市で最も見晴らしのいい場所のひとつだ。数日前、ともに空を見上げた時と同じように、晴はれ渡わたった夜空には星が瞬またたいている。

　キョウたちに遅おくれること数分。ミシェル、そして藤とう堂どう修記郎が姿すがたを現した。




キョウ：待っておったぞ、ミシェル。それにお義父とうさま。ここを対決の場とさせていただく。

ＧＭ：「──対決、か」と、ミシェルはわずかに眉まゆ根ねを寄よせる。「やっぱり僕ぼくたちを止めるつもりなのか？　鷺乃宮キョウ」

キョウ：無む論ろんだ！　お主らの提てい案あん、余らは吞めぬ！

ＧＭ：「なら、どうやってお前は姫ひめを守る？」

キョウ：それは──これから考えていくのだ!!

斗月：言い切った、な……（笑）。

凛々花：うん。キョウくんらしいよ。

ＧＭ：その返答に修記郎は「おもしれえなあ、まったくよう」と楽しげに笑い、ミシェルは少し呆あつ気けに取られつつも、すぐに立ち直る。「でも、僕も決意を曲げるわけにはいかない。姫を神性婚礼の呪じゆ縛ばくから解とき放はなってみせる！」

凛々花：……うーん。

斗月：……ム。どうした、凛々花。

凛々花：うん……ずっと気になってたことがあって。やっぱり、ここで聞いちゃおう。ねえミシェルくん。戦う前に、ひとつだけ教えて？

ＧＭ：「姫？　──僕に答えられることであればなんなりと」

凛々花：……どうして、ミシェルくんはそんなにわたしにこだわるの？




　ミシェルが転入して以後、ずっと心にありながらも聞きそびれていたひとつの疑ぎ問もん。実にシンプルなそれを、凛々花は問いかける。

　返答は、沈ちん黙もく。

　ただし──見る見るうちに、ミシェルの両りよう頰ほおが真っ赤に染そまっていった。




ＧＭ：「え、あ、それ、は……」と、ミシェルは真っ赤な顔でしどろもどろになります。それを見て修記郎はクックックッと笑っております。

凛々花：はい？

キョウ：なんなのだ、このわかりやすい反はん応のうは。

風見：ああ、うん、やっぱりそうだよねー（笑）。

斗月：やはりか…………。

ＧＭ：で、修記郎が笑いながらミシェルの背せをバシンと叩たたくと、よろめいたミシェルのポケットから、ここ何年かの凛々花の写真がバラバラと。

凛々花：写真？　わたしの？

キョウ：へ、変へん態たいめ！（笑）

風見：これって……修記郎くんが渡わたしてたやつ？　こんなにたくさんあったんだね（笑）。

ＧＭ：慌あわてて写真を拾い集めるミシェルに代わって修記郎が答えます。「まあな。俺おれの娘むすめだ、いつか守ってやってくれよ、って写真を見せてやってたわけだが」

斗月：……ム。だが、相手が凛々花とあっては惚ほれてしまうのも無理はない（爆ばく笑しよう）。

凛々花：お兄ちゃん!?（笑）

ＧＭ：「だよなあ、斗月。さすがは俺のせがれだ」

凛々花：お父さんもー!!（笑）

風見：似にたもの親子だね……（笑）。

斗月：……（不ふ機き嫌げんそうに）ム。

ＧＭ：「そういやあ斗月、お前と手合わせしたことはなかったな」

斗月：……親父おやじが居いなかったからな。

ＧＭ：「クックックッ、そりゃそうだ。──見せてみろ、ジイさんに習った藤堂流をよ」

斗月：……ム、断ことわる。これはそんな馴なれ合あいの戦いではない。俺たちが親父たちに間ま違ちがいをわからせるための戦いだ。

凛々花：お父さんたちがわがままを通すって言うなら、わたしたちだってそうするよ。

ＧＭ：「なるほど、もっともだ。──なら、さっさと始めるか」そう言って、修記郎は首をコキコキと鳴らし、両手をポケットに入れたまま仁に王おう立ち。

キョウ：ふむ……余には戦う理由がもうひとつできたな。

凛々花：キョウくん？

キョウ：ミシェル！　お主にかかった恋こいの呪縛、余の手で解とき放はなつ！（一同爆笑）

凛々花：ええええええええ!?（笑）

ＧＭ：「──そういうことなら、尚なお更さら負けるわけにはいかない！」大真面目まじめに答えて、炎ほのおの翼つばさを背に広げます！

凛々花：それ真面目に返しちゃうの!?（笑）

キョウ：お、おお！　なら余も対たい抗こうして血の翼を広げるぞ！

凛々花：こ、このふたりは…………（突つっ伏ぷして震ふるえている）。

風見：あっはっはっはっ、結局恋のライバルってことだよね。

斗月：……似たもの同士、か。

凛々花：（すがるように）お、お兄ちゃん……。

斗月：だが！　どちらも結けつ婚こんは許ゆるさん!!

凛々花：そんなんばっかりか、この場はー！（笑）




　星空の下、お互たがいに同じ「凛々花を助けたい」という願いを込こめ、ただその手しゆ段だんの是ぜ非ひを問うため、オーヴァードたちは真正面からぶつかりあう！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、まずはセットアップです。こちらの行動値ちはミシェルが18、修記郎が39。

凛々花：39!?

斗月：さすがに速いな……。

ＧＭ：しかし、修記郎はセットアップになにもしません。まずは行動値23の風見ですね。

風見：会長はもちろん《女王の降こう臨りん》。《狂戦士》を自分に使うよ！

ＧＭ：ミシェルは《戦いの予感》。このラウンドの行動値が＋40されて58です。

斗月：俺は《サポートデバイス》だ。

凛々花：《支し配はいの因いん子し》を使います！　これでこのラウンドの間、お父さんとミシェルくんの攻こう撃げき力りよくはマイナス35！

ＧＭ：ぬおおおお！




「出だし惜おしみはしないんだから！」

　凛々花が生み出す白い花びらが戦場に舞まい、ミシェルと修記郎にまとわりついてその攻こう撃げきを阻そ害がいせんとする。対するミシェルは無数の花びらをかき分けながら、超ちよう高こう速そくで炎の翼を広げようとするが──。




キョウ：よし、ではイニシアチブで《異い形ぎようの転進》！　ミシェルとお義父さまのエンゲージまで移い動どうするぞ！

斗月：……ム、頼たのむぞキョウ。

ＧＭ：いきなり分散されたか……。だがここでミシェルの行動。《光こう芒ぼうの疾しつ走そう》＋《氷の回かい廊ろう》＋《主の恩おん恵けい》！　キョウからエンゲージを離はなしつつ飛ひ翔しようする！

キョウ：なんだと！

ＧＭ：「行くぞ、鷺乃宮キョウ！」




　炎の翼を輝かがやかせ、瞬まばたきほどの時間でキョウの上空に飛翔するミシェル。その翼から、眩まばゆい炎と光の流星がキョウめがけて降ふり注そそぐ──！




ＧＭ：《ピンポイントレーザー》＋《プラズマカノン》その他にアージエフェクト、《ストライクミラージュ》を組み合わせて攻撃！　達成値72、リアクション不ふ可か！

キョウ：ぬぬぬ……！

斗月：……ム、それはまずいな。《砂すなの結界》＋《砂の祝福》でカバーリングだ。

ＧＭ：「姫の兄上といえど、戦いの場で情けは無用！　僕の攻撃、どこまで耐えられる!?」ダメージは……76点が《支配の因子》で軽けい減げんされて、41点の装そう甲こう無む視し！

風見：おっと、そう簡かん単たんに斗月くんはやらせないよ？　《波は紋もんの方ほう陣じん》で……うわあ、すごい出目。34点軽減だよ♪

斗月：……７点のダメージ。助かったぞ、会長。

ＧＭ：うおおおお、すごい減へらされた！　ミシェルは軽く歯は嚙がみしながら滞たい空くう。で、次は行動値39で修記郎ですが──。

凛々花：お父さん……。

ＧＭ：「中々やるもんだ。今の攻撃を凌しのいだのは見事だったぜ」と軽口を叩たたいて待機。

キョウ：攻撃してこぬのか？

風見：うーん、カウンターとか狙ねらってるのかな？　ま、ともあれ待機なら会長の行動だね。いつものコンボに《マシラのごとく》も組み合わせて全力で攻撃。ダイスは８個こで──。

ＧＭ：それはミシェルが《フラッシュゲイズ》を使用、ダイスをマイナス６個！　「させるかぁっ！」と光の羽で弾だん幕まくを作る！

風見：う、ダイス２個はさすがに厳きびしいなあ。ジョージくんへのロイスをタイタスにして昇しよう華か、ダイスを10個増ふやすよ。彼の映えい画が、嫌きらいじゃなかったよ（笑）。

斗月：会長だけはあいつの存そん在ざいを知ってたからな……（笑）。

凛々花：《妖よう精せいの手》も使うからね！

風見：ありがとー、達成値は42だよー。

ＧＭ：修記郎は《電でん磁じ障しよう壁へき》を使用してガード、ミシェルは《リフレックス：エンジェルハィロゥ》＋《神の眼め》でドッジを試みるが……達成値25で失敗！

斗月：親父はブラックドッグか……。

凛々花：よし、ここで《力の法ほう則そく》も入れる！

風見：それじゃ、会長と凛々花くんのコラボレーション・かわいい攻撃で[image: 113]のダメージ♥

凛々花：何それ!?（笑）

ＧＭ：ミシェルは《氷雪の守しゆ護ご》、そして「エンブレム：サバイバー」で合計66点軽減、47点のダメージ。修記郎はちょうど20点軽減して93点。

風見：それじゃ、ふたりにバッドステータスの「憎ぞう悪お」もプレゼントするよ。




　風見から薫かおるのは、人を惑まどわし戦意を殺そぎ、その生命力さえ奪うばい取とる芳ほう香こう。甘あまく弾はじけるレモンの香かおりは、凛々花の白い花びらとの相乗効こう果かでその効こう力りよくをぐんと上昇させる。さらに、その香りを受けたものは風見から目を離はなせなくなるのだ──！




ＧＭ：修記郎は《リフレッシュ》で憎悪を解かい除じよ、ミシェルは今は解除できず。

風見：凛々花くんではなく、会長から目が離せないという屈くつ辱じよくを受けるがいいよ（笑）。

キョウ：なんという恐おそろしい攻撃だ……（一同笑）。

凛々花：会長はかわいいから仕方ないよ（笑）。

ＧＭ：それでは、行動値７のキョウ、凛々花、斗月ですね。

凛々花：わたしからいくね。《要かなめの陣じん形けい》＋《導みちびきの華はな》＋《恐きよう怖ふの加か護ご》をキョウくん、お兄ちゃん、会長に使う。これで侵蝕率が[image: 150]を超こえたから、《支配の因子》の効果も上がって、わたしは暴ぼう走そう状じよう態たい！




　戦場に舞まう花また花。敵てきを阻害し、仲間に力を与あたえ、そして彼らの恐怖さえ引き受ける。凛々花の叫さけびを背に受けて、斗月とキョウが更さらなる力をその身に湧わき上あがらせる……！




斗月：この支し援えんがあるから俺の攻撃力でも殴なぐれる……。マイナーで移動して親父にエンゲージ、メジャーは全力で殴なぐる。達成値は凛々花の支援も含ふくめて68。

ＧＭ：ふむ……《電磁障壁》でガードだ。

斗月：ダメージは74点、装そう甲こう無視！

ＧＭ：これは……軽減しても無理か。《空うつ蟬せみ》を使用、ダメージを０にする！




　地じ響ひびきさえ起こしそうなほどの踏ふみ込こみと共に放たれる斗月の拳こぶし。小型爆ばく弾だんなみの威い力りよくを持つそれは、父・修記郎の胸むな板いたに炸さく裂れつする瞬しゆん間かん、ふわりと空を切った。

　それは、体のこなしさえ見えないほどの高速移動が生み出す残ざん像ぞうだ。




ＧＭ：「今のはヒヤリとしちまったぜ。いいパンチしてんじゃねえか、斗月」

斗月：……ム。だが、何度も使える手段ではあるまい。

ＧＭ：「……まあな、今のは奥おくの手てのひとつだよ」

斗月：切り札をひとつ切らせただけでもよしとしておく。──キョウ、こちらは任まかせろ。お前はミシェルを叩たたけ！

キョウ：うむ！　余の行動の前に、イニシアチブで《異形の転進》、ミシェルに近づくぞ！




「うおおおおっ！」

　雄叫おたけびと共に、鮮せん血けつの翼を広げたキョウが上空高く飛び、ミシェルに肉にく迫はく。右みぎ腕うでを異形の白き槍やりと化し、空中戦を挑いどむ！



















キョウ：マイナーは《骨ほねの剣けん》、メジャーは《ソウルスティール》含めてすべて組み合わせて攻撃だ！　達成値は……凛々花の支援で＋20されて62だ！

ＧＭ：《リフレックス：エンジェルハィロゥ》＋《神の眼》でドッジ……！　達成値53、惜おしい！　「かわしきれないっ……！」

斗月：危あぶないところだった……！

風見：凛々花くんの支援のぶん勝った、って感じだね。会長冷ひや汗あせ。

キョウ：そしてダメージは92。どうだミシェル、これが余の覚かく悟ごなのだ！

ＧＭ：「くっ……、避よけ切れない、か……！」その一いち撃げきを受けて、ミシェルはどう、と地面に落下する！

キョウ：やったか!?




　キョウの放った渾こん身しんの一撃は、ミシェルの翼をもぎ取り、大地へと叩たたき伏ふせる。

　だが──最後の力を振ふり絞しぼり、金きん髪ぱつの少年は両の足で大地を踏ふみしめ倒たおれない！

「ここで、僕が折れるわけには──いかないんだッ!!」




ＧＭ：ミシェルのＨＰは０！　しかし《燃もえる魂たましい》を使用、戦せん闘とう不ふ能のうを回かい復ふくする！　「まだだ！　もう少し付き合ってもらうぞ、鷺乃宮キョウ！」

キョウ：やはり一ひと筋すじ縄なわではいかぬか。だが、余の侵蝕率はもう[image: 160]を超こえているのだ。ＨＰが《ソウルスティール》の効果で＋50されて、85になったぞ。

ＧＭ：「……さすがだ、鷺乃宮キョウ。──ここからが第二局面だな」

キョウ：うむ。受けて立つ！

ＧＭ：では、最後に修記郎ですね。

斗月：来るか。何をしてくるのやら……。

凛々花：お父さん……。

ＧＭ：まずは直前のイニシアチブで《フルインストール》を使用。全身が帯電し、バチバチとスパークし始める。

斗月：…………ム。

ＧＭ：「さて、はじめに言っとくぜ。俺の攻撃はこの一回こっきりだ」

一同：!?




　攻撃は一度きり。

　無む造ぞう作さに両手をポケットに突つっ込こみ、笑えみを浮うかべたまま、藤堂修記郎はそう言った。




斗月：…………何を言っている。

ＧＭ：「言葉のとおりだ。俺ァ長年の戦いのせいで、だいぶ身体からだをレネゲイドに侵蝕されちまってる。長時間戦闘行動を続けると、理り性せいを保たもってられる保ほ証しようがねえのさ」

凛々花：ジャーム化してしまうから、ってことなのね……。

斗月：それで、最初に神使いと一線交えてからは表おもて舞ぶ台たいには出てこなかったのか。

ＧＭ：「ま、そういうこった」

風見：なるほどねー。会長納なつ得とく。

ＧＭ：「──行くぜ！」マイナーは《イオノクラフト》＋《ライトスピード》。まずは斗月とのエンゲージから離り脱だつ！

斗月：二回攻撃か……！

ＧＭ：その通り！　「かなり痛いたいぜえ！　耐たえ切ってみな、鷺乃宮の当主様よ！」

キョウ：ぬううっ！　来るがよい！

凛々花：キョウくんを狙ねらうの!?

斗月：……ム。こちらがミシェルを倒たおせば終わるように、あちらもキョウが最終目的だ。おかしくはあるまい。

ＧＭ：「そういうこった！　おらよ、一発目ェ！」《コンセントレイト》＋《一いつ閃せん》＋《獅し子し奮ふん迅じん》＋《ＭＡＸボルテージ》＋《マシラのごとく》その他を組み合わせてキョウを攻撃！　地面を抉えぐりながら放たれる神速の回まわし蹴げり！

凛々花：お、お父さんも肉体派はだ……。

風見：自分の武ぶ術じゆつがあるからおうちの流りゆう派はを継つがなかったんだね。会長納得（笑）。

斗月：……だが、やらせん！　《時の棺ひつぎ》だ！

ＧＭ：「ちぃぃっ！　だが、まだだ！」二撃目は《マシラのごとく》の代わりに《リミットリリース》を組み合わせて攻撃。達成値は……く、ダイスが振ふるわなかった。57！

キョウ：来るがよい！　余にはこのＨＰがある！　ガードで受けて立つぞ！

ＧＭ：ダメージロールに《爆ばく雷らい撃》を使用。「エンブレム：ウォーモンガー」の効果も足して[image: 128]、凛々花の《支配の因子》がまだ有ゆう効こうなのでマイナス40されて88！

キョウ：……今の余のガード値は６。残りＨＰ３で耐えておるぞ!!

一同：おおおおおおおおおお!!




　回し蹴りに続いて放たれるのは、轟ごう雷らいを纏まとった拳。衝しよう撃げきだけでキョウの一〇数メートル後方にある屋上フェンスが弾はじけ飛とぶ。

　なみの人間ならば骨も残らぬ剛ごう拳けんが、キョウの正中線に叩たたき込こまれた。

　だが──それでもなお、鷺乃宮キョウは屈くつしない！




ＧＭ：「こいつを耐たえるとは……ちょっと見くびってたぜ」

キョウ：余だけの力ではない。会長やお義兄にいさま、そして凛々花がいてこそだ！

ＧＭ：「それをわかってるなら上出来だな。……俺はここで打ち止めだ」くくっと笑って、半歩離はなれる。これで全員行動終しゆう了りようです。

キョウ：よし、ではクリンナップで《不死者の恩おん寵ちよう》！　ＨＰを37点回復して、ミシェルとの決戦に臨のぞむとしよう！




◆第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：それでは第二ラウンド、まずはセットアップ。こちらは両者ともなにもなし！

風見：会長は今回なにもできないよー。

斗月：……《サポートデバイス》だ。侵蝕率は[image: 177]まで上がるが、ここで手は抜ぬけん。

ＧＭ：では、行動値39で修記郎です。

凛々花：あれ、でもお父さんはもう攻撃できないんじゃ……。

ＧＭ：「そのつもりだったんだがな。もう少し足搔あがかせてもらうぜ」そう言って、エフェクトを使わずに〈白兵〉のみでキョウを殴る！

凛々花：ええええええ、お父さあああん!?

ＧＭ：「はっはっはっ！　行くぜぇ、親父おやじの鉄てつ拳けん受けてみやがれ！」達成値は……一回クリティカルして27！

キョウ：ぬうう、もう一度ガードだ！　お義父さまの拳、見事受けきってみせましょう！

ＧＭ：「いい気合いだ、悪くねえ！　どっせええええい！」ダメージは32点！

キョウ：６点軽減して26点、残りＨＰ14で耐えるぞ。さっき回復したのが効きいたのう。

風見：でもさー、娘の彼かれ氏しを父親がボコボコにしてる、って絵え面づらだよね、これ（爆笑）。

凛々花：か、彼氏じゃないよ！

斗月：……（頷うなずいて）ム。まだ交こう際さいは認みとめていない。

キョウ：そんな!?（笑）

ＧＭ：「くぅ～、余よ裕ゆうかましてくれやがるぜ」と、殴なぐるだけ殴ってスッキリした修記郎はどこかすがすがしい笑えみを浮うかべます（笑）。

風見：それじゃ、次は会長だね。ここはもう一度会長のかわいさを修記郎くんに味わってもらっちゃおう。

ＧＭ：「やらせはしない！」《フラッシュゲイズ》でダイスをマイナス６個！

風見：う、結けつ構こう厳しいけど、《マシラのごとく》を外したから多少はマシだよ。達成値42で、かわいい攻撃を修記郎くんにプレゼント。

ＧＭ：ドッジは……失敗！

凛々花：「お父さん、ごめん。でも、わたしたちも負けるわけにはいかないの！」《力の法則》を使うよ、会長！

風見：お、ありがと凛々花くん♪　それじゃ、ダメージは[image: 101]点だ！

ＧＭ：「……な、にぃ!?」してやられた、という驚きよう愕がくの表ひよう情じようで、修記郎は数歩後ずさる。「そこのかわいいのは要注意人物だとは思ってたが──まさかここまで、やるとは、な」




「ったく……凛々花と組んで愛嬌ふりまくのは、ずりぃぜ」

　ぐらりと修記郎の巨体が傾ぐ。

「わりぃ。あとはお前に任まかせるわ、ミシェル……」

　凛々花の白い花びらに巻まかれ、風見の芳香に包まれながら、藤堂修記郎は膝ひざをついた。




ＧＭ：それで修記郎は戦闘不能！

風見：ま、あとは恋のライバル同士の戦いを見守ろうよ。

凛々花：恋……あうう。

斗月：……ム。そして次はミシェル、か。

キョウ：来い！　余は逃にげも隠かくれもせんぞ！

ＧＭ：「ああ──。行くぞ、鷺乃宮キョウ！」マイナーで《光芒の疾走》＋《氷の回廊》＋《主の恩恵》に《揺ゆるぎなき心》も組み合わせて憎悪を解除、ふたたびエンゲージを離脱！




「勝負だ──!!」

　一ひと際きわ大きく、ミシェルの背せ中なかで炎の翼が輝かがやく。両りよう翼よくに蓄ちく積せきされた破は壊かいのエネルギーは、眼がん下かのライバルめがけて撃うち出される！




ＧＭ：組み合わせは先ほどと同じ！　翼からキョウ目め掛がけて炎の羽根が無数に降り注ぐ！

斗月：……ム、そうはさせん。Ｄロイス〝守しゆ護ご者しや〟の効果で対象を俺に変へん更こうさせる。……残念だが、この勝負はお前たちのタイマンじゃない。それは俺が引き受けるぞ。

凛々花：お兄ちゃん！

キョウ：お義兄さま！

ＧＭ：「くっ！　攻撃が──重力に引ひき寄よせられる!?」……それはどうしようもない！　では斗月に攻撃、達成値は41、ガード不可！

斗月：ドッジは当然失敗だ。これは受けるしかあるまい。

ＧＭ：ダメージは61点。炎の羽根が斗月の全身を切きり裂さき、焼き尽つくそうとする。

風見：《波紋の方陣》！　32点止めるけど……。

斗月：……ム、ダメージが残っているので倒たおれるな。だがここでミシェルのロイスをタイタスにして昇華、起き上がる。ここで倒れていては、凛々花やキョウに面目が立たん。

風見：斗月くんは頑がん丈じようだねえ。

ＧＭ：「…………強い」と、ミシェルは斗月に対して感かん嘆たんの声を漏もらし、ふたたびキョウを見み据すえます。「……来い。お前の一撃を凌いで、僕は姫を救ってみせる」

キョウ：そうはゆかぬ。なぜなら、余はひとりではないからな！

凛々花：うん。……《導きの華》＋《恐怖の加護》をキョウくんに使うよ！

キョウ：その援えん護ごを受けてミシェルに全力で攻撃を仕掛けるぞ！




「キョウくん」

　凛々花が拳をぎゅっと握にぎって、キョウを見つめる。

「……勝って！」

　ただひと言、想おもいと願いを込こめた言葉と共に、白い花びらがキョウを包んだ──。




キョウ：これが余の全力だ！　マイナーで移動、攻撃も組み合わせられるものはすべて組み合わせる！　……達成値は82!!

ＧＭ：「負けるわけには…………いかない!!」《リフレックス》＋《神の眼》で、ドッジ、判はん定てい前にＤロイス〝賢けん者じやの石〟を使用！

一同：何────ッ!?




　ミシェルが右手に塡はめていたライダーグローブを外す。その手の甲に、賢者の石──レネゲイドクリスタルと呼よばれる結けつ晶しようが輝く。

「はぁぁぁぁぁっ!!」

　この一撃をかわせば、まだ勝機はある──！

　気き迫はくと共に賢者の石が輝かがやきを増まし、ミシェルを瞬しゆん間かん的てきに加速させる！




ＧＭ：達成値は…………64！　届とどかず!!

キョウ：……捕つかまえたぞ、ミシェル。余はその場でミシェルをがしっと抱だきしめる！

凛々花：え、えええ？

キョウ：ミシェル。お主はなぜそこまで頑がん張ばるのだ？

ＧＭ：「……お前と同じだ。愛する女性ひとのためなら、命くらい懸かけられる」

キョウ：もちろんだ。だが──余は、命を懸けても、命は捨すてぬ！

ＧＭ：「!!」




「余は、絶ぜつ対たいに余の周りにある命を捨てたりせぬ。余自身も、凛々花も、会長やお義兄さま、学校のみんな、お義父さま、それに──」

　ぐっ、とキョウがミシェルを抱だきすくめる腕うでに力を込こめる。

「それに、ミシェル！　お主もだ!!」

　──そのまま、キョウはミシェルをバックドロップの要よう領りようで地面に叩たたきつけていた。




キョウ：ダメージは[image: 122]点、装甲無視だ。

ＧＭ：……それでミシェルも戦闘不能です。「それが、お前の覚悟か──鷺乃宮キョウ」

キョウ：死んですべてを終わらせるなど、目を背そむけるも同じことだ。

ＧＭ：「…………っ」




　全身の痛いたみよりも、キョウの覚悟と言葉が痛い。

「僕の……完敗だ」

　ミシェルは両目に熱いものがこみ上げてくるのを止められなかった。




















《戦いの予感》　戦闘の気配を読み、先手を取るエンジェルハィロゥのエフェクト。

《光芒の疾走》　弱い光によって目くらましをかけ、その間に移動するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《氷の回廊》　水蒸気を凍らせて造り出した氷の橋の上を滑るようにして移動するサラマンダーのエフェクト。

《主の恩恵》　体内に光を集め、次に発生させる光を増幅させるエンジェルハィロゥのエフェクト。

《ピンポイントレーザー》　装甲の隙間を撃ち抜くエンジェルハィロゥのエフェクト。

《ストライクミラージュ》　「殺戮」の衝動を持つエンジェルハィロゥのアージエフェクト。幻影にまぎれて不可避の攻撃を行う。

《フラッシュゲイズ》　強い光を放って対象の行動を阻害するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《リフレックス：●●》　反射能力を発揮し、攻撃に対応する一般エフェクト。

《神の眼》　全知覚を使って攻撃を回避するエンジェルハィロゥのエフェクト。

エンブレム：サバイバー　どんな状況でも生き抜くという強い意志を表すフリーランスのエンブレムデータ。

《燃える魂》　熱によって傷を癒し、再び立ち上がるサラマンダーのエフェクト。

《イオノクラフト》　イオノクラフト効果を発生させ、飛行状態で移動するブラックドッグのエフェクト。

《爆雷撃》　「破壊」の衝動を持つブラックドッグのアージエフェクト。広範囲を吹き飛ばす雷で攻撃の威力を増大させる。

エンブレム：ウォーモンガー　根っからの戦士であることを表し、攻撃力を強化するフリーランスのエンブレムデータ。

《揺るぎなき心》　温度によって身体機能を調節し、不利な状況を突破するサラマンダーのエフェクト。

〝賢者の石〟　高濃度のレネゲイドウイルスが結晶化した物質、賢者の石（レネゲイドクリスタル）の適合者であることを表すＤロイス。











　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：えー、ではバックトラックを行いましょう。Ｅロイスの数は合計12個こです。

斗と月げつ：あの変へん態たいたちはそんなにたくさん持ってたのか……。

キョウ：たくさんおったからのう。……む、49しか下がらなんだ。[image: 134]で、ロイスは六つすべて残っておるのう。よし、ダイスは増ふやさずに振ふってみよう。

凛り々り花か：期き待たい値ちギリギリ、ってところですね。

キョウ：まあ、なんとでもなろう。……おお!?　30ぴったりしか下がらぬ！　ううう、仕方ない。追加振ぶりで34減へって、70％で帰き還かんだ。経けい験けん点てんが減へってしまった。

凛々花：そういうこともありますよー。わたしは一倍振ぶりで73％です。

風かざ見み：会長も一倍振りで79だよー。

ＧＭ：では斗月ですね。大分上がってましたし、タイタスも結けつ構こう使ってましたが……。

斗月：なんとびっくり、一倍で帰き還かんだ。[image: 177]％まで上がっていたが、Ｅロイスで63下がって[image: 114]、凛々花のメモリーで[image: 104]、残ったロイス三つ分を振ふって85だ。

ＧＭ：おお、すばらしい。では、全員無事帰還したので、エンディングに移うつりましょう。







◆Ending 01◆BEGINNING


Scene Player ───鷺さぎ乃の宮みやキョウ






　凛々花を守る──同じ目的を掲かかげた者たち同士の戦いは、自らを犠ぎ牲せいにするというミシェルの覚かく悟ごを、誰だれも犠牲にしたりしないというキョウの気き迫はくが上回ったことで決着となった。




ＧＭ：それでは、ミシェル・修しゆう記き郎ろうとの戦闘終了直後から、そのままエンディングです。

キョウ：うむ。では、ミシェルを助け起こすとしようかのう。手を差さし伸のべるぞ。

ＧＭ：ミシェルは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしますが、思わず浮うかんだ悔くやし涙なみだを拭ぬぐってその手をとります。

凛々花：いいなあ、男の子同士の友ゆう情じようって感じで。

風見：でもさ、ミシェルくんがすっきりしても──修記郎くんはどうなんだろうね？

斗月：……ム、そうだな。俺おれたちは勝ったが、これで神しん性せい婚こん礼れいが終わるわけじゃない。

キョウ：なあに、それは違ちがった解かい決けつ方法を余よらで探さがし出だせばよいのだ！

ＧＭ：キョウの答えを聞いて、ミシェルは「……強いな、お前は」とこぼします。

キョウ：余の一いち存ぞんではない。仲間みんなで出した結けつ論ろんだ！

ＧＭ：「……そうか。なら、言い直そう。お前たちは強い」

キョウ：うむ！




　拳こぶしを交かわして心を通じ合わせたキョウとミシェル。

　ふたりがそのまま握あく手しゆを交わしたとき、やれやれ──という声とともに、風見の一いち撃げきを喰くらって昏こん倒とうしていた修記郎が意い識しきを取とり戻もどし、上半身を起こす。

「……負けちまったか」




ＧＭ：「親はなくとも子は育つ、か。俺が言えたこっちゃねえけどよ」

凛々花：ほんとだよ。

斗月：まったくだ。

ＧＭ：「兄妹きようだいそろって的てき確かくなツッコミしやがって。そういうとこ、母さんにそっくりだぜ」

凛々花：わたしたちのお母さんって一体……（笑）。

斗月：…………まあ、いい。俺たちの勝ちだ、親父おやじ。文もん句くはないな。

ＧＭ：「……そうだな」と修記郎は頷うなずきますが、その瞬しゆん間かん、「ですがマスター・トードー！　本当にそれでいいんですか!?」とミシェルが思わず声を上げます。

凛々花：ミシェルくん!?

キョウ：ミシェル、落ち着くのだ。

ＧＭ：「だが……これでは、姫ひめをどうやって守れば……」

キョウ：それはこれから考える。そう言ったであろう？

斗月：……ム。おとなしく負けを受け入れろ、ミシェル。

風見：そうそう。せっかく命を拾ったんだしね。

凛々花：うん。……ねえ、ミシェルくん。




「あなただって、もっと生きてたいでしょ？」

　そう言うと、凛々花はミシェルの顔を覗のぞき込こみ、優やさしい笑え顔がおを見せる。うぐ、と、ミシェルが声を詰つまらせるのがはっきりと聞こえた。

　少し長い沈ちん黙もくのあと、ミシェルは「はい」と、涙なみだ声ごえで答えた。




凛々花：じゃあ、みんなでその方法を探さがそう！

キョウ：うむ。お主も余が守ってやろう！　凛々花にさえ手を出さねば！（笑）

風見：結果オーライ、かな。

斗月：……ム。

凛々花：……それと、お父さん。

ＧＭ：「……おう」

凛々花：さっき、親はなくとも子は育つ──って言ったよね。わたしはちゃんとお父さんに居いてほしかったよ？

ＧＭ：「…………すまねえ」

凛々花：でも──わたしのために一いつ生しよう懸けん命めいになってくれてたんだ、っていうのは、もうわかった。それはとっても嬉うれしい。




　凛々花は座すわり込こんでいる父のもとに近づき、そっと屈かがんでその手をとる。そのまま、父の顔をじいっと見つめた。

「……でもねお父さん。いくらわたしのためでも、お父さんが死んじゃうのはイヤだよ。みんなが幸せになる方法、探そう？」




ＧＭ：「凛々花……」

凛々花：それに見たでしょ？　キョウくんは強いんだよ！

キョウ：（得意満面のドヤ顔を浮うかべる）

斗月：岡おか本もとさん、面おも白しろいけどその顔は文章で表ひよう現げんできない！（爆ばく笑しよう）

キョウ：ではこの強い余の顔をじっくりとごらんくださいお義父とうさま！（一同爆笑）

ＧＭ：「か、かなわねえなあ」と、修記郎はバツが悪そうに頭をかきむしる。「……ま、こうまで綺き麗れいに負けちまっちゃ仕方ねえ。俺たちの計画は一度白紙にするさ」

凛々花：お父さん……！

斗月：……（頷うなずいて）ム。

風見：うん、会長ひと安心。──ま、問題は残ってるけどね。

キョウ：そうだのう……。

ＧＭ：「ああ。どうしたものか──」と修記郎が思案していると、周囲に突とつ然ぜん、しゃん、しゃん──と鈴すずの鳴る音が聞こえる。

凛々花：この音は！

キョウ：スズカ……！




　不意に空気が一変し、あたりに鈴の音──神事に使う神楽かぐら鈴の音色が響ひびき渡わたる。

　その場にいる全員が、反はん射しや的てきに音のほうへと視し線せんを向けた。そこには、誰にも気け取どられることなくいつの間にか現あらわれた黒い水すい干かん姿すがたの女がひとり。

　女──神性婚礼典てん儀ぎ・スズカは、紅べにを差した真っ赤な唇くちびるを笑みの形に歪ゆがませる。




ＧＭ：彼かの女じよ──スズカは嫣えん然ぜんと微笑ほほえみ、キョウを見て「おめでとうございます」と言う。

キョウ：おめでとう、だと？

凛々花：どういうことなの……？

ＧＭ：返答の代わりに、スズカは神楽鈴を鳴らし始める。──その刹せつ那な、ミシェルが右手を押おさえて苦しげにうめき、その場に倒たおれ込こみます。

キョウ＆斗月：ミシェル！

凛々花＆風見：ミシェルくん！




「ぐ、あああ……ッ!!」

　右手を押さえて煩はん悶もんするミシェルにたまらず駆かけよるキョウたち。だが、ほんの一〇秒ほどで神楽鈴の音が鳴りやんだかと思うと、ミシェルからの苦く悶もんの声が止やむ。

　不思議そうに己おのれの手を見つめるミシェル。

　そこには──さきほどまで輝かがやいていた、賢けん者じやの石が存そん在ざいしていない。




一同：おおおおお!?（どよめく）

ＧＭ：「ふう……」と吐と息いきをこぼし、スズカは額ひたいの汗あせを拭ぬぐうと、あなたたちの前で手のひらをふわりと開く。そこには、高こう純じゆん度どのレネゲイドの結けつ晶しよう──賢者の石が載せられている。

キョウ：まさかそれは、ミシェルの……!?

ＧＭ：「なん……だと……」ミシェルは呆ぼう然ぜんとしながら、さっきまで賢者の石が輝いていた手を撫なでている。そこには最も早はやなにもなく、また、彼かれ自身も外がい傷しようや変調は見られない。

斗月：どういう……ことだ……。

風見：……何をしたの？　会長困こん惑わく。

ＧＭ：「多少変へん則そく的てきですが、刻こく限げんが迫せまっておりますので……少々無理をいたしました」そう言って、彼女は手の中で賢者の石を握にぎりつぶす。

一同：!!




　キョウたち一同が啞あ然ぜんとする中、スズカの手から光の粒りゆう子しがこぼれ出る。それは、先ほどまで賢者の石であったもの──ミシェルの中にあった「遺い産さん」、大天使ミカエルの残ざん滓し。

　それは風に乗ってキョウのもとへと舞まい、その指輪の中へと吸すい込こまれていく──。




キョウ：こ、これはどうしたことだ!?

ＧＭ：「刻限が迫っている、と申し上げました。わたくしの典儀としての権けん限げんを持って、今ここに鷺乃宮キョウ様が神性婚礼の勝者であると宣せん言げんさせていただきます」

キョウ：なんだとおおおお!?

風見：そ、それって時間切れにつき判はん定ていで決着、みたいなこと？（笑）

斗月：……ム。ふざけるな！　そんな横おう暴ぼうが罷まかり通とおってたまるか！

ＧＭ：「わたくしは公平に婚こん儀ぎを進めております。そも、わたくしごときが神使いから遺産を抜ぬき取とれたのも、鷺乃宮キョウ様が勝利なされたからこそ──」

風見：……負けて弱ってたミシェルくんだったから遺産を抜き取れた、ってことなのかな。

凛々花：そんな……。

ＧＭ：「それでは、改めて祝辞を述のべさせていただきます」




「神性婚礼の勝利、おめでとう御ご座ざいます。鷺乃宮キョウ様」

　スズカが、世にも禍まが々まがしい祝福の言葉を口にする。

　その瞬間、遺産と神を巡めぐる最後の戦い、その火ひ蓋ぶたは切って落とされた。





───to be continued.









　　　　あとがき




　古来より、主人公にはカッコイイライバルが必要不可欠だと思っています。

　キン肉マンにはロビンマスク、悟ご空くうにはベジータ、ボーボボには首領ドンパッチ、アムロにはシャア、南光太郎みなみ・こうたろうには秋月信彦あきつき・のぶひこ、ジャンパーソンにはビルゴルディなど、枚挙にいとまがありません。

　そう、ライバルとの対決こそが今回のテーマです。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　ごきげんよう、加納正顕かのう・まさあきです。このたびは本書『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デイズ④　若わか君ぎみ[image: †]奮ふん闘とう』、お買い上げありがとうございます。立ち読みで先にあとがきからチェックしている場合は今すぐレジに持っていくんだ！




　また、『ＤＸ３』の新たなサプリメント『エフェクトアーカイブ』が本書と同時発売となっております。あなたのレネゲイドライフをより充じゆう実じつさせてくれる一品ですので、そちらも是ぜ非ひお手に取って頂ければよろしいかと。




　というわけで、以降は既すでに本書をお読みいただいているものとして話を進めていきたいと思います。まだ読んでないという方は今すぐ本編をお読みいただくのがよろしいかと存じます。




　さて、冒ぼう頭とうでもお話しした通り、今回のテーマはライバルとの対決であります。前巻でのクロスオーバーという大きな戦いを経たキョウの前に現れた最大の脅きよう威い。それは他の変態たちと違ちがい、きちんと凛り々り花かにアプローチするライバル・ミシェルの存在でした。

　岡おか本もとさん演じるキョウが渋しぶ沢さわさん演じる凛々花へ猛もう烈れつなアプローチを仕し掛かけ、ラブコメ的なドタバタで始まった以上、恋の鞘さや当あては必ひつ須すであろう──ということで、彼の登場は半ば必然であったと言えます。

　ミシェルを登場させる上で注意した最大のポイントは、凛々花のプレイヤーである渋沢さんに気に入られるキャラにしようということでした。キョウと張り合えるだけの魅み力りよく的なキャラクターにし、渋沢さんに、そして読者の皆みな様さまに気に入られなければライバルたりえないだろうという判断からです。その結果は、読んで頂いたあなたがたに判断を委ゆだねたいと思います。

　また、今回は凛々花と斗と月げつの父・修しゆう記き郎ろうの登場、あきらかになる神しん性せい婚こん礼れいの真相、そして終結と、物語がクライマックスに向けて一気に加速しております。この先の戦いがどうなるか、どうか最後までお付き合い頂ければと思います。




　それでは最後になりますが、恒こう例れいの御ご挨あい拶さつを。

　まずはプレイヤーの皆さま、いつもありがとうございます。特に岡本さんと渋沢さんのリアクションはミシェルというキャラを際きわ立だたせてくれました。

　富ふ士じ見み書しよ房ぼう、およびＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．スタッフの皆さま、いつもありがとうございます。

　イラスト担当の片かた桐ぎりいくみ先生、今回もありがとうございます。相変わらずの美び麗れいな挿さし絵えとカラーイラスト、新キャラのデザインも最高でした。

　そして最後に、本書を購こう読どくして頂いた読者の皆様に何よりも深く感謝を。




　それでは、また五巻でお会いしましょう。





二〇一二年九月　負けるなロビンマスク　加納正顕
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